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5.4 パネル据付説明書（中温パッケージエアコン用）

ユニット本体

天井面

レベルゲージ
（ユニット本体に差込みます）

天井開口穴寸法

＋4
0

必ず15～19の範囲内とすること。
この範囲が守れない場合、
故障等の原因となります。

ＰＪＦ０１２Ｄ０１２

① 据付のまえに

② 

③

付属品

クランプ

断熱材

ねじ
吸込グリル仮止めクランプ固定用
コーナパネル固定用

ボルト用

・据付はこの説明書に従って正しく行ってください。
・次の項目を確認してください。
　○パネルのタイプ
　○付属品

付属品収納位置注：付属品はコーナパネルを外した位置にあります。

吸込グリルのストッパー（２か所）に指をかけて
「 」の方向（矢印①）に押したままグリルを
下方へ引くと吸込グリルが開きます。

ワイヤガイド

④

コーナパネル

⑤ パネルの取付方向

１.   パネルの仮止め
　・パネルの仮止め用ハンガーを起こします。（２か所）
　・パネルの仮止め用ハンガーをユニット本体のフックにかけて、パネルを本体に吊るします。

２．パネルのユニット本体への固定
　・パネル付属のボルト４本を用いて、ユニット本体に締付けてください。

・パネル吸込部「ドレン排水」と本体ドレン配管の位置を合
　わせてください。 制御箱

冷媒配管 ドレン配管

ユニット本体のフック

パネルの仮止めハンガー

フック

ハンガー
・グリル取付後の初回はリモコンで「上げる」の操作を行い、グリルを正規位置に収納してください。
    （マイコンが収納位置を記憶します。）
・ワイヤは、折曲げ、ねじり 、噛込み等により傷つけたり、たばこ等の火が触れないようにしてください。

●配線は、確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。

●元電源を切った後に電気工事をする。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

ご注意

ご注意

ご注意

ご注意

パネルが変形し破損の恐れがあります。

ご注意

A

１.  ねじ（３本）を外して、ユニット本体の制御箱の蓋（斜線部）
　   を取外してください。
２.  ルーバモータ用コネクタ（白 20P）を接続してください。
　・配線はユニット本体の爪を利用して固定してください。
　・コネクタは、制御箱内に入れてください。
３.  ラクリーナパネルの場合
　①電源線（赤, 白）をユニット本体の電源端子台１番，２ 番に挿入
　　してください。アース線（緑）を　 に接続してください。
　②信号線をユニット本体の基板のコネクタＣnＶ（赤），ＣnＶ２（黒）
　　に挿入してください。（２箇所）下図の如く誤接続に注意して
　　挿入してください。
　・配線はユニット本体の爪を利用して固定してください。
　・コネクタ接続の際、ワイヤを巻き込まないように注意し
　　て接続してください。
　・CnVコネクタにショートコネクタが接続され

ている場合は、ショートコネクタを取外しの
上、パネル信号線を接続してください。

４.  制御箱の蓋を取付けてください。

制御箱の蓋のねじ

冷媒配管 ドレン配管

ルーバモータ用コネクタ（白） ユニット本体の爪

⑦ 電気配線

CnV2（黒）
CnV（赤）

C
N
G
（
青
）

ルーバモータ用コネクタ（白）ルーバモータ用コネクタ（白）

ショートコネクタが接続されている場
合は、ショートコネクタを取外しの上、
パネル信号線を接続してください。

標準パネルの場合

標準パネルの場合は電源線の接続はありません。

信号線接続

ラクリーナパネルの場合
信号線接続

ご注意
・ＣnＧ（青）に誤接続すると、
　ユニット基板のＣＰＵが破損
　しますので、電源投入前に誤
　挿入が無いことを確認して
　ください。

電源線接続部

信号線接続部

電源線接続

電源線
（赤、白）

コネクタ（青）

板金クランプ
で止める。

アース線
（緑）

A

ラクリーナ

ラクリーナ

および

ラクリーナ

 PJF012D012 Bパネル形式：�標準パネル；T-PSAM-36WA 
ラリクーナパネル；T-PSCLM-36WA
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⑩ 風向設定のしかた

⑨

１. コーナパネルのａ部をパネルのＡ部に挿入してか
 　ら、コーナパネルのつめ４か所をはめてください。
２. 付属のねじで固定してください。

２. 吸込グリルのヒンジを取付け後、グリルのストッパー（２か所）を「 」の方向へ押したまま、閉じてください。
　 両方のストッパーから「カチッ」と音がしたことを確認してください。

電源投入前は吸込グリルの自動昇降はできません。
１. 電源投入前にグリルを収納したい場合は、付属のクランプでグリルを仮止めすることができます。
２. パネルの４コーナに付属のクランプを図のようにねじ止めしてください。（４か所とも）
３. ワイヤを折曲げたり、かみ込んだりしないように注意しながら、持ち上げパネルに収納してください。
４. 取付けたクランプを図のようにグリル側に折曲げ、グリルを固定してください。

⑫ ラクリーナパネルの設定

・グリルの取付は、必ずヒンジ側から行ってください。
・グリルは確実に取付けてください。取付が不十分ですと

落下する恐れがあります。
・ストッパーが変形・破損した場合は、速やかに修理依頼

し、交換してください。グリルが落下する恐れがあり
ます。

ワイヤードリモコンを使用することで、吹出口のルーバの動作範囲を、変更することができます。本モードで上限位置と下限位
置を設定すると、ルーバは、設定された上限位置と下限位置の間で動作します。各ルーバ毎に個別の動作範囲の設定が可能です。

・固定した上下風向はリモコンによる操作およびすべての自動コントロールが無効になります。
・範囲外の設定はしないでください。露たれ、露付、天井面の汚れ等の発生またはユニットが
　正常に運転しない原因になります。

（水平）①

⑥

②

③

④

⑤
（下向き） 

ルーバ位置

   水平 0°
43

   下吹 45°
26 ※26～43mmの間は任意で設定されてもかまいません。

⑬ 電源投入前の吸込グリルの仮固定  ＜ラクリーナパネルのみ＞

温度設定 運転／停止

集中管理中 換 気 日 月 火 水 木 金 土 1
2
3
4

午前
午後切午前

午後入
（　） （　）（　）（　）（　）（　）

点 検 試運転エアコンNo.

風向調整 換 気

風量調整セット

リセット

タイマー

グリル昇降

運転切換

昇降無効

＜グリル自動昇降の設定＞

① エアコン停止状態で、 セット ボタンと グリル昇降 ボタンを同時に長押
　 ししてください。
②  ▼ または ▲ ボタンにより設定を選択してください。
　　表示：「昇降無効」⇔「有効50Hz」⇔「有効60Hz」
③  セット ボタンを押す。
　　表示が「設定完了」となります。その後リモコンは停止状態になります。

＜グリル降下長さの設定＞
ワイヤードリモコンを用いて10cm刻みに４mまで昇降長さを設定することができます。
ラクリーナパネル取付時、昇降長さを下記方法で設定してください。（工場出荷時は2.0m設定）
［操作方法］
① グリル昇降 ボタンを押す。
　リモコンに接続されている室内ユニットが一台の場合、表示が「　で昇降する」となります。⑤番へお進みください。
②リモコンに接続されている室内ユニットが複数台の場合、接続されている室内ユニットの中で、最も小さい室内アド

レスが表示されます。［例］「室内機選択 　」→「内 000 ▲」（点滅）
③ ▲ ▼ ボタンで、表示したい室内アドレスを選びます。
④ セット ボタンにより確定します。（室内アドレスが点滅から点灯に変わります。）
　「全台 ▼」を選択すると、接続されている室内ユニット全台が、同一の設定となります。
　「内 001」（選択した室内アドレスを２秒間点灯）
　　　↓
　「　 で昇降する」
⑤「　 で昇降する」表示の時に、セット ボタンを押すと、「データ確認中」と表示されます。
　「データ確認中」（データを読み込む間、点滅表示）
　　　↓
　「降下2.0m 　 」（現在の設定値を表示）
⑥ ▲ ▼  ボタンにより降下長を選びます。
⑦ セット ボタンにより確定します。
　選択した降下長を室内ユニットへ送信する間点灯し、「　 で昇降する」表示に戻ります。
　［例］「降下1.5m」（室内ユニットへ送信する間点灯）
　　　　　　↓
　　　　「　 で昇降する」
⑧ 運転／停止 ボタンを押すと、降下長設定モードを終了します。（設定の途中で、運転／停止 ボタンを押しても終了

します。ただし、設定が完了していない内容は無効となりますので、ご注意ください。）

・設定の途中で、リセット ボタンを押すと、一回前の設定画面に戻ります。ただし、設定が完了していない内容は無効
となりますので、ご注意ください。

・設定内容は、コントローラに記憶されていますので、停電しても保存されます。
　◎リモコン１台で２台以上の室内ユニットを運転する場合は、室内ユニット毎に設定が必要です。
　◎リモコン２台で室内ユニットを運転する場合は、親リモコンのみ操作可能です。（子リモコンからの操作はできま

せん。）

〈取付〉

ネジ

クランプ

ワイヤガイド

この隙間に
ワイヤを通す

ワイヤ

Ａ

a

ねじ

③  セット ボタンを押す
選択した室内ユニットが確定します。

［例］「内  001」→「データ確認中」→「ルーバNo.1 ▲」

⑤ 
ルーバ作動範囲の上限位置を選択します。

［例］「No.1 上位置2 」←現在の上限位置を表示します。▲
▼

 セット ボタンを押す

ルーバの風向を手動で固定する場合は、下記に従って実施してください。
１. 元電源を切ります。
２. 固定したい吹出口のルーバモータのコネクタを外します。外したコネクタ部はビニールテープで電気絶縁してください。
３. 固定したい吹出口の上下風向ルーバを手でゆっくり動かし、下表の範囲内で上下風向を設定します。

・上限値と下限値を同じ位置に設定すると、ルーバはその位置で固定され、オートスイングをしても動きません。
・設定の途中で、　　　　スイッチを押すと、１回前の表示に戻ります。また、設定の途中で、　　　　　スイッ

チを押すと、本モードを終了し元の表示に戻ります。但し、設定が完了していない内容は無効となりますのでご
注意ください。

・リモコンが親子接続されている場合、子リモコンでは、風向設定操作はできません。

リセット 運転／停止

⑩ 運転／停止 ボタンを押す
風向設定モードを終了し、元の表示に戻ります。

②  ▲ または ▼ ボタンを押す
風向設定する室内ユニットを選択してください。

［例］「内 000 ▲」⇔「内 001 」⇔「内 002 」⇔「内 003 」▲
▼

▲
▼

▲
▼

④  ▲ または ▼ ボタンを押す
設定するルーバ番号を選択してください。

［例］「ルーバNo.1 ▲」⇔「ルーバNo.2 」⇔「ルーバNo.3 」⇔「ルーバNo.4 ▼」▲
▼

▲
▼

⑥  ▲ または ▼ ボタンを押す
ルーバの上限位置を選択します。
位置1が最も水平で、位置６が最も下向きとなります。
「位置－－」は、出荷時の位置に戻すための番号です。
出荷時状態に戻す場合は、「位置－－」を選択してください。

［例］「No.1 上位置1 ▼」⇔「No.1 上位置2 」⇔「No.1 上位置3 」⇔「No.1 上位置4 」⇔
「No.1 上位置5 」⇔「No.1 上位置6 」⇔「No.1 上位置－－▲」▲

▼
▲
▼

▲
▼

▲
▼

▲
▼

①  エアコンを停止させて セット ボタンと 風向調整 ボタンを同時に3秒以上押す
リモコンに接続されている室内ユニットが１台の場合、下記の表示がでます。
その後、４項へお進みください。

「データ確認中」→「ルーバNo.1 ▲」
リモコンに接続されている室内ユニットが複数の場合、下記の表示がでます。
風向設定をする室内ユニットを選択します。２項へお進みください。

「室内機選択 」→「内  000 ▲」▲
▼

⑦  セット ボタンを押す
上限位置が確定し、設定位置を２秒間表示します。その後、下限位置選択表示となります。

［例］「No.1 上2」←確定内容を２秒間表示
↓

「No.1 下位置5 」←現在の下限位置を表示します。▲
▼

設定したいルーバ№がわからない場合は、仮に、任意の
ルーバの上下限位置を設定してください。設定完了後、
設定したルーバが停止位置から下限位置まで1度動きま
すので、ルーバ位置が確認できます。ルーバ位置確認
後、再度、設定したいルーバ№を選択してください。

お知らせ

温度設定 運転／停止 

集中管理中 換 気 日 月 火 水 木 金 土 1 
2 
3 
4

午前 
午後 切 午前 

午後 入 
（　） （　） （　） （　） （　） （　） 

点 検 試運転 エアコンNo.

風向調整 換 気 

風量調整 セット 

リセット 

タイマー 

グリル昇降 

運転切換 

１・３・５・７・９
２・４・６・８ １

１０

No.4

No.2

No.1 No.3

配管側 ドレンホース側 

ルーバ番号

⑧  ▲ または ▼ ボタンを押す
ルーバの下限位置を選択します。
「位置1」が最も水平で、「位置6」が最も下向きとなります。
「位置－－」は、出荷時の位置に戻すための番号です。
出荷時状態に戻す場合は、「位置－－」を選択してください。

［例］「No.1 下位置1 ▼」⇔「No.1 下位置2 」⇔「No.1 下位置3 」⇔「No.1 下位置4 」⇔
「No.1 下位置5 」⇔「No.1 下位置6 」⇔「No.1 下位置－－▲」▲

▼
▲
▼

▲
▼

▲
▼

▲
▼

⑨  セット ボタンを押す

上限位置、下限位置が確定し、設定位置を２秒間点灯し、設定完了となります。

［例］「No.1 上2下6」←確定内容を２秒間表示
↓

「設定完了」
↓

「ルーバNo.1 ▲」←選択したルーバNo.表示へ戻る。

設定完了後、設定したルーバ№のルーバが、停止位置から下限位置まで移動し、その後停止位置に戻ります。
（ただし、リモコンが停止モードであっても、ファン残留運転等で、室内ユニットが運転している場合は、本動作はしません。）

制
御
箱

ご注意

ご注意

⑪ 吸込グリルの取付

＜標準パネルの場合＞
吸込グリルの取付方法は   の手順を逆に作業してください。
１. 吸込グリルのヒンジをパネル本体ヒンジ挿入穴に取付けてください。（グリルのヒンジは４辺どこでも取付可能です。）

③

パネルと吸込グリルには方向性がありません。

ご注意

ご注意

ご注意

ワイヤードリモコンでラクリーナパネル使用時は、取付時必ずグリル
昇降有効設定を行ってください。工場出荷時はグリル昇降「無効」にな
っていますので、グリル昇降ができません。据付地域の電源周波数に
合わせ、50 地区または 地区のどちらかを選んで設定してください。

○ワイヤードリモコンの場合

クランプを装着したまま昇降動作を行った場合、グリルの昇降装置が故障する恐れがあります。
ご注意

電源周波数設定

⑧ 断熱材の貼付

断熱材

パネル取付後　付属の断熱材をボルト
を覆うように貼付けてください。

断熱材

ラクリーナ
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●電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および電気配線工事説明書に従っ
　て施工し、必ず専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災の原因になります。

電気配線工事は電気設備技術基準および内線規程に従い、電力会社の認定工事店で行ってください。

安全上のご注意
●下記のことを必ず守ってください。守らないときは、感電による火災、感電または過熱、ショートによる火災のおそれがあります。

警告

●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付が不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災や感電の原因になります。
●電源プラグを差し込む際は、電源プラグ側だけでなく、コンセント側にもホコリの付着、詰まり、がたつきがないこ
　とを確認し、刃の根元まで確実に差し込む。
　ホコリの付着、詰まり、がたつきがあると、感電、火災の原因になります。コンセントにがたつきがある場合は、交換してください。
●別売品は、必ず当社指定の部品を使用する。また、取付は専門業者に依頼する。
　ご自分で取付をされ、不備があると、水漏れや感電、火災などの原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●エアコンを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内ユニットの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ずOFFする。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事をする。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

●アース（接地）を確実に行う。
　アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないでください。アース（接地）が不完全な場合は、
　故障や漏電のとき感電の原因になることがあります。

注意

●電源には必ず漏電しゃ断器（高調波対応品）を取付ける。
　漏電しゃ断器が取付けられていないと感電の原因になることがあります。
●正しい容量のブレーカ（漏電しゃ断器・手元開閉器（開閉器＋B種ヒューズ）・配線しゃ断器）を使用する。
　大きな容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●電源配線は、電流容量に合った規格品の配線を使用する。
　漏電や発熱・火災などの原因になることがあります。
●室内外接続用端子台および電源用端子台に単線とより線を併用しない。
　また、異なったサイズの単線またはより線を併用しない。
　端子台のねじゆるみや接触不良が生じ、発煙・発火の原因になることがあります。
●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5 分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。
●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。

①電源・室内外配線の接続
●室内外接続線は必ず３心ケーブルを使用してください。詳細は室外ユニットに付属の据付説明書を参照ください。
●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。
●ユニットの外部では、リモコン線と電源線が直接接触しないように施工してください。

等管鉄くべるな、でのすまりあもとこるす断切れらじか、りよに等ミズネは）線続接外内室・ンコモリ・源電（線配の内裏井天 ●
の保護管内に通してください。

まを良不触接の部続接中途や良不縁絶間地対、とるす入浸が水に所場たし続接中途。いさだくでいなし続接中途は線続接外内室 ●
ねき、通信異常の原因となります。（万一、途中接続する場合には、絶対に水が浸入しないような処置を行ってください。）

●信号側端子台には、２００Ｖ電源を絶対に接続しないでください。故障の原因となります。
●配線の接続はねじの緩みのないように確実に行ってください。
●電源は工事が完了するまで入れないでください。
●ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続

てせわ合を号番に台子端側号信、台子端側源電、し外取を蓋の箱御制、は続接の線ンコモリびよお線スーア・線配間トッニユ ①　
接続してください。室内外接続線は極性がありますので、必ず同一端子番号に接続してください。

　　また、アース線は、電源側端子台アース端子に接続してください。
ズーリシＣ－ＶＮ製機電菱三（器断しゃ用路回ターバンイ、は器断しゃ電漏。いさだくてけ付取をしゃ断器電漏ず必はに源電 ②　

または、その同等品）を選定してください。
しゃ用線配、はたま）ズーュヒ種Ｂ＋器閉開（器閉開元手に列直と器断しゃ電漏、はに合場の用専護保絡地が器断しゃ電漏 ③　

断器が必要となります。

シングル機の結線
①電源の取り方は下表の接続パターンから選定し、行ってください。室内電源取りおよび室内外別電源取りは原則できません。
　※例外的な接続方法の場合は技術資料を参照の上、所轄の電力会社にご相談の上、指示に従ってください。

ヒータ接続ありの場合 ヒータ接続なしの場合 
標準的な接続方法 ※例外的な接続方法 

三  

相  

機

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単 

相 

機 

①②③ 
室内ユニット

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

 電源線

 電源線

 室内外接続線

ユニット 
電源 

室外ユニット
①②③ 

 手元開閉器
または 

配線用しゃ断器

①②③ 
室内ユニット

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

ユニット 
電源

室外ユニット
①②③ 

または 
配線用しゃ断器

①②③        
室内ユニット

アース 

アース 
リモコン線

ユニット
電源

室外ユニット
①②③ 

配線用しゃ断器

ヒータ用
電源 

配線用しゃ断器

①②③        
室内ユニット

リモコン

アース

アース
リモコン線

ユニット
電源

室外ユニット
①②③ 

対応品

配線用しゃ断器 

※注意
室内外接続線とヒータ用電源線は
必ず別ケーブルとしてください。

①②③    
室内ユニット

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

ユニット
電源 

室外ユニット
①②③ 

または
配線用しゃ断器

ヒータ用
電源 

①②③       
室内ユニット

リモコン

アース

アース
リモコン線

ユニット 
電源 

室外ユニット
①②③ 

または
配線用しゃ断器

漏電しゃ断器

手元開閉器
または

配線用しゃ断器

 漏電しゃ断器  漏電しゃ断器  漏電しゃ断器

 漏電しゃ断器

 室内外接続線

 手元開閉器
または 

 手元開閉器
または 

 手元開閉器
または

 ヒータ用電源線
 ヒータ用電源線

 ヒータ用電源線

リモコン

 漏電しゃ断器  漏電しゃ断器

 手元開閉器  手元開閉器

 ヒータ用電源線

手元開閉器

漏電しゃ断器

※注意
室内外接続線とヒータ用電源線は
必ず別ケーブルとしてください。

①電源・室内外配線の接続（つづき）

①親・子室内ユニット間は端子台①②③およびⓍⓎの同一番号間を接続してください。
②室内基板上のロータリスイッチＳＷ２により、同一冷媒系統すべての室内ユニットを同一アドレスに設定してください。
③子室内ユニットは、室内基板上のアドレススイッチＳＷ５－１、ＳＷ５－２により、子１～子３に設定してください。
④ 電源投入後、リモコンの エアコンＮｏ ボタンを押すと室内ユニットアドレスが表示されますので、 ▲  ▼ ボタンで接続されて

いる室内ユニットアドレスがリモコンに表示されることを、必ず確認してください。

ツイン・トリプル・Ｗツイン機の結線

開閉器・配線仕様
①ヒータ接続なしの場合は、室外ユニットに付属の据付説明書に従って行ってください。
②ヒータ接続ありの場合は下表に従って行ってください。

続接ターヒ、はズイサ線続接外内Ⓙ、ズイサ線源電Ⓖ、量容器断しゃ用線配はたま器閉開元手Ⓓ、量容器断しゃ電漏Ⓐ、しだた 　
なしの場合と同一です。室外ユニットに付属の据付説明書に従って行ってください。

規線内、は合場るえ越を長うこ線配の示表。すまし示を合場たしと％２下降圧電、は長うこ線配の線源電用ターヒⓀ、線源電Ⓗ ③
程により配線太さを見直してください。

④Ⓙ内外接続線とⓀヒータ用電源線は、必ず別ケーブルとしてください。
ヒータ接続ありのシングル、Ｖマルチ（システム）の場合（ＦＤＴＷ、ＦＤＥ）
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リモコン

アース

ユニット
電源

 

または
配線用しゃ断器

ヒータ用
電源

①②③       
室内ユニット　親 

アース

①②③       
室内ユニット　子１

アース

①②③       

アース

①②③       

アース

または
配線用しゃ断器

ツイン機の場合 トリプル機の場合 Ｗツイン機の場合

点線はヒータ接続ありの場合を示します。 

室内ユニットの親・子設定方法 「親」設定
室内ユニット 親 子１ 子２ 子３

ＳＷ５－１ ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＯＮ室内基板
ＳＷ ＳＷ５－２ ＯＮ ＯＮ

ＯＮ
 漏電しゃ断器

 手元開閉器

 漏電しゃ断器

 手元開閉器

①②③
室外ユニット

 ヒータ用電源線

室内ユニット　子２ 室内ユニット　子３

室内ユニット

ヒータ電源仕様 例外的な接続方法の場合
アース線

漏電しゃ断器
定格電流

手元開閉器 配線用
しゃ断器

ﾋｰﾀ用電源線
室内ユニット

手元開閉器 ﾋｰﾀ用電源線
開閉器容量 Ｂ種ヒューズ 太さ×本数 こう長 開閉器容量 Ｂ種ヒューズ 太さ×本数 こう長 太さ ねじ

Ⓒ Ⓕ Ⓚ Ⓑ Ⓔ Ⓗ
三相 TWVP50,56

15A　30mA　0.1sec 以下 15A 15A 15A 2.0mm2 ×２ 24m

CVP50,56

30A　30mA　0.1sec 以下 30A 30A 30A 5.5mm2 ×３ 23m
2.0mm2 M5

TWP63 CXP63
TWVP63 CVP63
TWP80 CXP80

TWVP80 CVP80
TWP112 CXP112

3.5mm2 M5
TWVP112 CVP112

50A　30mA　0.1sec 以下 60A 50A 50A 8mm2 × 3 25mTWP140,160 CXP140,160
TWVP140,160 CVP140,160

室内ユニット

ヒータ電源仕様 例外的な接続方法の場合
アース線

手元開閉器 ﾋｰﾀ用電源線
室内ユニット

手元開閉器 電源線
開閉器容量 Ｂ種ヒューズ 太さ×本数 こう長 開閉器容量 Ｂ種ヒューズ 太さ×本数 こう長 太さ ねじ

Ⓒ Ⓕ Ⓚ Ⓑ Ⓔ Ⓗ
単相

EVXP40,45
15A　30mA　0.1sec 以下 15A 15A 15A 2.0mm2 ×２ 24m

CXP40,45
CVP40,45 30A　30mA　0.1sec 以下 30A 30A 30A 5.5mm2 ×２ 22m

2.0mm2

M5

EP50,56 CXP50,56
三相

EVXP40,45

15A　30mA　0.1sec 以下 15A 15A 15A 2.0mm2 × 3 39m

CXP40,45
CVP40,45

30A　30mA　0.1sec 以下 30A 30A 30A

3.5mm2 ×３ 19m
EP50 ～ 63 CXP50 ～ 63

EVP50 ～ 63 CVP50 ～ 63

EVXP80 CXP80
CVP80 5.5mm2 ×３

29m

EVXP112
CXP112 25m

3.5mm2

CVP112

40A　30mA　0.1sec 以下 60A 40A 40A 8mm2 ×３ 26m
EVXP140 CXP140

CVP140

EP160
EVP160

CXP160
CVP160

EP224
EVP224

30A　30mA　0.1sec 以下 30A 30A 30A 5.5mm2 × 3
36m CXP224

CVP224 － － － － － －
5.5mm2 M6

EVXP280 26m CXP280
CVP280 － － － － － －
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①電源・室内外配線の接続（つづき）
ヒータ接続ありのツイン・トリプル・Ｗツインの場合

規線内、は合場るえ越をｍ０２が線配の地現。すまし示を合場だん込見を％２下降圧電のでまｍ０２、はさ太線源電用ターヒⓀ ⑤
程により配線太さを見直してください。

⑥室内ユニットにヒータを装着した場合、室外ユニットアース線太さを見直してください。

②リモコンの取付（別売部品）
●次の位置へ取付けないでください。
　○直射日光の当たる所
　○発熱器具に近い所
　○湿気の多い所、水が飛散する所
　○取付面が発熱・結露する所
　○油の飛沫や蒸気が直接触れる所
　○取付面の凹凸がある所

リモコン取付・配線
①リモコンの取付は、リモコン付属の説明書に従ってください。
②リモコン線は、０．３ｍｍ２×２心の電線またはケーブルを使用してください。（現地手配）
③リモコン線の総延長は６００ｍです。

ｍｍ５．０大最は線配る通を内スーケンコモリ、しただ。いさだくてし更変にズイサ記下、は合場るえ超をｍ００１が離距長延 　 ２

以下とし、リモコン外部の近傍で配線接続により、サイズを変更してください。
　　１００～２００ｍ以内・・・・・０．５ｍｍ２×２心
　　　　　　３００ｍ以内・・・・・０．７５ｍｍ２×２心
　　　　　　４００ｍ以内・・・・・１．２５ｍｍ２×２心
　　　　　　６００ｍ以内・・・・・２．０ｍｍ２×２心
④誤動作する場合がありますので、多心ケーブルの使用は避けてください。
⑤リモコン線はアース（建物の鉄骨部分または金属など）からできるだけ離してください。
⑥リモコン線は確実にリモコンと室内ユニットの端子台に接続してください。（極性はありません。）

１リモコンによる複数台室内ユニット制御
御制を）台６１大最（トッニユの台数複でンコモリのつ１ ①

できます。
　同一モード、同一室温設定で運転します。

くてし線配り渡てに線ンコモリの心２を間トッニユ内室各 ②
ださい。

通ンコモリ、りよに２ＷＳチッイスリターロの上板基内室 ③
信アドレスを重複しないよう「０」～「Ｆ」に設定してく
ださい。

のンコモリ、後入投源電 　  エアコンＮｏボタンを押すと室
内アドレスが表示されますので、▲ ▼ ボタンで接続され
ている室内アドレスがリモコンに表示されることを、必ず
確認してください。

 室内ユニット確認方法
エアコンＮｏが表示されている時に運転切換ボタンを押すと
そのＮｏの室内ユニットが送風運転します。（表示例：「内
000 送風」）
再度運転切換ボタンを押すと、送風運転を停止します。
ただし、エアコンが運転中の場合は無効です。

 複数リモコン使用時の親子設定
室内１台（または１グループ）に対して、最大２個までリモ
コンを接続できます。後操作優先で運転します。
ワイヤードリモコン２台、あるいはワイヤードリモコン + ワイ
ヤレスキット、あるいはワイヤレスキット２台のいずれかの組
合せができます。

、１ＷＳ：ンコモリドーヤイワ（チッイスえ換切のンコモリ子 ①  
ワイヤレスキット：ＳＷ１－２）を「子」に設定してくだ
さい。初期設定は「親」設定です。

。いさだくてけ付取に置位るせさ知検温室をンコモリ親。すで能可みのンコモリ親は定設効有サンセンコモリ　意注 ○　

リモコン

室内ユニット（１） （２） （１６）
アドレス「０」

室内ユニット
アドレス「１」 

室内ユニット 
アドレス「Ｆ」

リ

リモコン リモコン

室内ユニット

スイッチ 設定 機能内容
親 親リモコン
子 子リモコン

ヒータ容量
漏電しゃ断器　定格電流

手元開閉器 配線用
しゃ断器

ﾋｰﾀ用電源線
開閉器容量 Ｂ種ヒューズ 太さ×本数

Ⓒ Ⓕ Ⓚ
3.4kW 以下 15A　30mA　0.1sec 以下 15A 15A 15A 2.0mm2 ×３
5.3kW 以下 30A　30mA　0.1sec 以下 30A 30A 30A 3.5mm2 ×３
8.7kW 以下 40A　30mA　0.1sec 以下 60A 40A 40A 5.5mm2 ×３
11.0kW 以下 50A　30mA　0.1sec 以下 60A 50A 50A 8.0mm2 ×３

漏電しゃ断器
定格電流

配線用
しゃ断器

漏電しゃ断器
定格電流

配線用
しゃ断器

漏電しゃ断器
定格電流

配線用
しゃ断器

5.5 電気配線工事説明書
 PSB012D928 A
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●電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および電気配線工事説明書に従っ
　て施工し、必ず専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災の原因になります。

電気配線工事は電気設備技術基準および内線規程に従い、電力会社の認定工事店で行ってください。

安全上のご注意
●下記のことを必ず守ってください。守らないときは、感電による火災、感電または過熱、ショートによる火災のおそれがあります。

警告

●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付が不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災や感電の原因になります。
●電源プラグを差し込む際は、電源プラグ側だけでなく、コンセント側にもホコリの付着、詰まり、がたつきがないこ
　とを確認し、刃の根元まで確実に差し込む。
　ホコリの付着、詰まり、がたつきがあると、感電、火災の原因になります。コンセントにがたつきがある場合は、交換してください。
●別売品は、必ず当社指定の部品を使用する。また、取付は専門業者に依頼する。
　ご自分で取付をされ、不備があると、水漏れや感電、火災などの原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●エアコンを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内ユニットの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ずOFFする。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事をする。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

●アース（接地）を確実に行う。
　アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないでください。アース（接地）が不完全な場合は、
　故障や漏電のとき感電の原因になることがあります。

注意

●電源には必ず漏電しゃ断器（高調波対応品）を取付ける。
　漏電しゃ断器が取付けられていないと感電の原因になることがあります。
●正しい容量のブレーカ（漏電しゃ断器・手元開閉器（開閉器＋B種ヒューズ）・配線しゃ断器）を使用する。
　大きな容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●電源配線は、電流容量に合った規格品の配線を使用する。
　漏電や発熱・火災などの原因になることがあります。
●室内外接続用端子台および電源用端子台に単線とより線を併用しない。
　また、異なったサイズの単線またはより線を併用しない。
　端子台のねじゆるみや接触不良が生じ、発煙・発火の原因になることがあります。
●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5 分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。
●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。

①電源・室内外配線の接続
●室内外接続線は必ず３心ケーブルを使用してください。詳細は室外ユニットに付属の据付説明書を参照ください。
●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。
●ユニットの外部では、リモコン線と電源線が直接接触しないように施工してください。

等管鉄くべるな、でのすまりあもとこるす断切れらじか、りよに等ミズネは）線続接外内室・ンコモリ・源電（線配の内裏井天 ●
の保護管内に通してください。

まを良不触接の部続接中途や良不縁絶間地対、とるす入浸が水に所場たし続接中途。いさだくでいなし続接中途は線続接外内室 ●
ねき、通信異常の原因となります。（万一、途中接続する場合には、絶対に水が浸入しないような処置を行ってください。）

●信号側端子台には、２００Ｖ電源を絶対に接続しないでください。故障の原因となります。
●配線の接続はねじの緩みのないように確実に行ってください。
●電源は工事が完了するまで入れないでください。
●ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続

てせわ合を号番に台子端側号信、台子端側源電、し外取を蓋の箱御制、は続接の線ンコモリびよお線スーア・線配間トッニユ ①　
接続してください。室内外接続線は極性がありますので、必ず同一端子番号に接続してください。

　　また、アース線は、電源側端子台アース端子に接続してください。
ズーリシＣ－ＶＮ製機電菱三（器断しゃ用路回ターバンイ、は器断しゃ電漏。いさだくてけ付取をしゃ断器電漏ず必はに源電 ②　

または、その同等品）を選定してください。
しゃ用線配、はたま）ズーュヒ種Ｂ＋器閉開（器閉開元手に列直と器断しゃ電漏、はに合場の用専護保絡地が器断しゃ電漏 ③　

断器が必要となります。

シングル機の結線
①電源の取り方は下表の接続パターンから選定し、行ってください。室内電源取りおよび室内外別電源取りは原則できません。
　※例外的な接続方法の場合は技術資料を参照の上、所轄の電力会社にご相談の上、指示に従ってください。

ヒータ接続ありの場合 ヒータ接続なしの場合 
標準的な接続方法 ※例外的な接続方法 

三  

相  

機

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単 

相 

機 

①②③ 
室内ユニット

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

 電源線

 電源線

 室内外接続線

ユニット 
電源 

室外ユニット
①②③ 

 手元開閉器
または 

配線用しゃ断器

①②③ 
室内ユニット

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

ユニット 
電源

室外ユニット
①②③ 

または 
配線用しゃ断器

①②③        
室内ユニット

アース 

アース 
リモコン線

ユニット
電源

室外ユニット
①②③ 

配線用しゃ断器

ヒータ用
電源 

配線用しゃ断器

①②③        
室内ユニット

リモコン

アース

アース
リモコン線

ユニット
電源

室外ユニット
①②③ 

対応品

配線用しゃ断器 

※注意
室内外接続線とヒータ用電源線は
必ず別ケーブルとしてください。

①②③    
室内ユニット

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

ユニット
電源 

室外ユニット
①②③ 

または
配線用しゃ断器

ヒータ用
電源 

①②③       
室内ユニット

リモコン

アース

アース
リモコン線

ユニット 
電源 

室外ユニット
①②③ 

または
配線用しゃ断器

漏電しゃ断器

手元開閉器
または

配線用しゃ断器

 漏電しゃ断器  漏電しゃ断器  漏電しゃ断器

 漏電しゃ断器

 室内外接続線

 手元開閉器
または 

 手元開閉器
または 

 手元開閉器
または

 ヒータ用電源線
 ヒータ用電源線

 ヒータ用電源線

リモコン

 漏電しゃ断器  漏電しゃ断器

 手元開閉器  手元開閉器

 ヒータ用電源線

手元開閉器

漏電しゃ断器

※注意
室内外接続線とヒータ用電源線は
必ず別ケーブルとしてください。

①電源・室内外配線の接続（つづき）

①親・子室内ユニット間は端子台①②③およびⓍⓎの同一番号間を接続してください。
②室内基板上のロータリスイッチＳＷ２により、同一冷媒系統すべての室内ユニットを同一アドレスに設定してください。
③子室内ユニットは、室内基板上のアドレススイッチＳＷ５－１、ＳＷ５－２により、子１～子３に設定してください。
④ 電源投入後、リモコンの エアコンＮｏ ボタンを押すと室内ユニットアドレスが表示されますので、 ▲  ▼ ボタンで接続されて

いる室内ユニットアドレスがリモコンに表示されることを、必ず確認してください。

ツイン・トリプル・Ｗツイン機の結線

開閉器・配線仕様
①ヒータ接続なしの場合は、室外ユニットに付属の据付説明書に従って行ってください。
②ヒータ接続ありの場合は下表に従って行ってください。

続接ターヒ、はズイサ線続接外内Ⓙ、ズイサ線源電Ⓖ、量容器断しゃ用線配はたま器閉開元手Ⓓ、量容器断しゃ電漏Ⓐ、しだた 　
なしの場合と同一です。室外ユニットに付属の据付説明書に従って行ってください。

規線内、は合場るえ越を長うこ線配の示表。すまし示を合場たしと％２下降圧電、は長うこ線配の線源電用ターヒⓀ、線源電Ⓗ ③
程により配線太さを見直してください。

④Ⓙ内外接続線とⓀヒータ用電源線は、必ず別ケーブルとしてください。
ヒータ接続ありのシングル、Ｖマルチ（システム）の場合（ＦＤＴＷ、ＦＤＥ）

〈FDTW〉

リモコン

アース

ユニット
電源

 

または
配線用しゃ断器

ヒータ用
電源

①②③       
室内ユニット　親 

アース

①②③       
室内ユニット　子１

アース

①②③       

アース

①②③       

アース

または
配線用しゃ断器

ツイン機の場合 トリプル機の場合 Ｗツイン機の場合

点線はヒータ接続ありの場合を示します。 

室内ユニットの親・子設定方法 「親」設定
室内ユニット 親 子１ 子２ 子３

ＳＷ５－１ ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＯＮ室内基板
ＳＷ ＳＷ５－２ ＯＮ ＯＮ

ＯＮ
 漏電しゃ断器

 手元開閉器

 漏電しゃ断器

 手元開閉器

①②③
室外ユニット

 ヒータ用電源線

室内ユニット　子２ 室内ユニット　子３

室内ユニット

ヒータ電源仕様 例外的な接続方法の場合
アース線

漏電しゃ断器
定格電流

手元開閉器 配線用
しゃ断器

ﾋｰﾀ用電源線
室内ユニット

手元開閉器 ﾋｰﾀ用電源線
開閉器容量 Ｂ種ヒューズ 太さ×本数 こう長 開閉器容量 Ｂ種ヒューズ 太さ×本数 こう長 太さ ねじ

Ⓒ Ⓕ Ⓚ Ⓑ Ⓔ Ⓗ
三相 TWVP50,56

15A　30mA　0.1sec 以下 15A 15A 15A 2.0mm2 ×２ 24m

CVP50,56

30A　30mA　0.1sec 以下 30A 30A 30A 5.5mm2 ×３ 23m
2.0mm2 M5

TWP63 CXP63
TWVP63 CVP63
TWP80 CXP80

TWVP80 CVP80
TWP112 CXP112

3.5mm2 M5
TWVP112 CVP112

50A　30mA　0.1sec 以下 60A 50A 50A 8mm2 × 3 25mTWP140,160 CXP140,160
TWVP140,160 CVP140,160

室内ユニット

ヒータ電源仕様 例外的な接続方法の場合
アース線

手元開閉器 ﾋｰﾀ用電源線
室内ユニット

手元開閉器 電源線
開閉器容量 Ｂ種ヒューズ 太さ×本数 こう長 開閉器容量 Ｂ種ヒューズ 太さ×本数 こう長 太さ ねじ

Ⓒ Ⓕ Ⓚ Ⓑ Ⓔ Ⓗ
単相

EVXP40,45
15A　30mA　0.1sec 以下 15A 15A 15A 2.0mm2 ×２ 24m

CXP40,45
CVP40,45 30A　30mA　0.1sec 以下 30A 30A 30A 5.5mm2 ×２ 22m

2.0mm2

M5

EP50,56 CXP50,56
三相

EVXP40,45

15A　30mA　0.1sec 以下 15A 15A 15A 2.0mm2 × 3 39m

CXP40,45
CVP40,45

30A　30mA　0.1sec 以下 30A 30A 30A

3.5mm2 ×３ 19m
EP50 ～ 63 CXP50 ～ 63

EVP50 ～ 63 CVP50 ～ 63

EVXP80 CXP80
CVP80 5.5mm2 ×３

29m

EVXP112
CXP112 25m

3.5mm2

CVP112

40A　30mA　0.1sec 以下 60A 40A 40A 8mm2 ×３ 26m
EVXP140 CXP140

CVP140

EP160
EVP160

CXP160
CVP160

EP224
EVP224

30A　30mA　0.1sec 以下 30A 30A 30A 5.5mm2 × 3
36m CXP224

CVP224 － － － － － －
5.5mm2 M6

EVXP280 26m CXP280
CVP280 － － － － － －

〈FDE〉

①電源・室内外配線の接続（つづき）
ヒータ接続ありのツイン・トリプル・Ｗツインの場合

規線内、は合場るえ越をｍ０２が線配の地現。すまし示を合場だん込見を％２下降圧電のでまｍ０２、はさ太線源電用ターヒⓀ ⑤
程により配線太さを見直してください。

⑥室内ユニットにヒータを装着した場合、室外ユニットアース線太さを見直してください。

②リモコンの取付（別売部品）
●次の位置へ取付けないでください。
　○直射日光の当たる所
　○発熱器具に近い所
　○湿気の多い所、水が飛散する所
　○取付面が発熱・結露する所
　○油の飛沫や蒸気が直接触れる所
　○取付面の凹凸がある所

リモコン取付・配線
①リモコンの取付は、リモコン付属の説明書に従ってください。
②リモコン線は、０．３ｍｍ２×２心の電線またはケーブルを使用してください。（現地手配）
③リモコン線の総延長は６００ｍです。

ｍｍ５．０大最は線配る通を内スーケンコモリ、しただ。いさだくてし更変にズイサ記下、は合場るえ超をｍ００１が離距長延 　 ２

以下とし、リモコン外部の近傍で配線接続により、サイズを変更してください。
　　１００～２００ｍ以内・・・・・０．５ｍｍ２×２心
　　　　　　３００ｍ以内・・・・・０．７５ｍｍ２×２心
　　　　　　４００ｍ以内・・・・・１．２５ｍｍ２×２心
　　　　　　６００ｍ以内・・・・・２．０ｍｍ２×２心
④誤動作する場合がありますので、多心ケーブルの使用は避けてください。
⑤リモコン線はアース（建物の鉄骨部分または金属など）からできるだけ離してください。
⑥リモコン線は確実にリモコンと室内ユニットの端子台に接続してください。（極性はありません。）

１リモコンによる複数台室内ユニット制御
御制を）台６１大最（トッニユの台数複でンコモリのつ１ ①

できます。
　同一モード、同一室温設定で運転します。

くてし線配り渡てに線ンコモリの心２を間トッニユ内室各 ②
ださい。

通ンコモリ、りよに２ＷＳチッイスリターロの上板基内室 ③
信アドレスを重複しないよう「０」～「Ｆ」に設定してく
ださい。

のンコモリ、後入投源電 　  エアコンＮｏボタンを押すと室
内アドレスが表示されますので、▲ ▼ ボタンで接続され
ている室内アドレスがリモコンに表示されることを、必ず
確認してください。

 室内ユニット確認方法
エアコンＮｏが表示されている時に運転切換ボタンを押すと
そのＮｏの室内ユニットが送風運転します。（表示例：「内
000 送風」）
再度運転切換ボタンを押すと、送風運転を停止します。
ただし、エアコンが運転中の場合は無効です。

 複数リモコン使用時の親子設定
室内１台（または１グループ）に対して、最大２個までリモ
コンを接続できます。後操作優先で運転します。
ワイヤードリモコン２台、あるいはワイヤードリモコン + ワイ
ヤレスキット、あるいはワイヤレスキット２台のいずれかの組
合せができます。

、１ＷＳ：ンコモリドーヤイワ（チッイスえ換切のンコモリ子 ①  
ワイヤレスキット：ＳＷ１－２）を「子」に設定してくだ
さい。初期設定は「親」設定です。

。いさだくてけ付取に置位るせさ知検温室をンコモリ親。すで能可みのンコモリ親は定設効有サンセンコモリ　意注 ○　

リモコン

室内ユニット（１） （２） （１６）
アドレス「０」

室内ユニット
アドレス「１」 

室内ユニット 
アドレス「Ｆ」

リ

リモコン リモコン

室内ユニット

スイッチ 設定 機能内容
親 親リモコン
子 子リモコン

ヒータ容量
漏電しゃ断器　定格電流

手元開閉器 配線用
しゃ断器

ﾋｰﾀ用電源線
開閉器容量 Ｂ種ヒューズ 太さ×本数

Ⓒ Ⓕ Ⓚ
3.4kW 以下 15A　30mA　0.1sec 以下 15A 15A 15A 2.0mm2 ×３
5.3kW 以下 30A　30mA　0.1sec 以下 30A 30A 30A 3.5mm2 ×３
8.7kW 以下 40A　30mA　0.1sec 以下 60A 40A 40A 5.5mm2 ×３
11.0kW 以下 50A　30mA　0.1sec 以下 60A 50A 50A 8.0mm2 ×３

漏電しゃ断器
定格電流

配線用
しゃ断器

漏電しゃ断器
定格電流

配線用
しゃ断器

漏電しゃ断器
定格電流

配線用
しゃ断器
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●電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および電気配線工事説明書に従っ
　て施工し、必ず専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災の原因になります。

電気配線工事は電気設備技術基準および内線規程に従い、電力会社の認定工事店で行ってください。

安全上のご注意
●下記のことを必ず守ってください。守らないときは、感電による火災、感電または過熱、ショートによる火災のおそれがあります。

警告

●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付が不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災や感電の原因になります。
●電源プラグを差し込む際は、電源プラグ側だけでなく、コンセント側にもホコリの付着、詰まり、がたつきがないこ
　とを確認し、刃の根元まで確実に差し込む。
　ホコリの付着、詰まり、がたつきがあると、感電、火災の原因になります。コンセントにがたつきがある場合は、交換してください。
●別売品は、必ず当社指定の部品を使用する。また、取付は専門業者に依頼する。
　ご自分で取付をされ、不備があると、水漏れや感電、火災などの原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●エアコンを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内ユニットの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ずOFFする。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事をする。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

●アース（接地）を確実に行う。
　アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないでください。アース（接地）が不完全な場合は、
　故障や漏電のとき感電の原因になることがあります。

注意

●電源には必ず漏電しゃ断器（高調波対応品）を取付ける。
　漏電しゃ断器が取付けられていないと感電の原因になることがあります。
●正しい容量のブレーカ（漏電しゃ断器・手元開閉器（開閉器＋B種ヒューズ）・配線しゃ断器）を使用する。
　大きな容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●電源配線は、電流容量に合った規格品の配線を使用する。
　漏電や発熱・火災などの原因になることがあります。
●室内外接続用端子台および電源用端子台に単線とより線を併用しない。
　また、異なったサイズの単線またはより線を併用しない。
　端子台のねじゆるみや接触不良が生じ、発煙・発火の原因になることがあります。
●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5 分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。
●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。

①電源・室内外配線の接続
●室内外接続線は必ず３心ケーブルを使用してください。詳細は室外ユニットに付属の据付説明書を参照ください。
●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。
●ユニットの外部では、リモコン線と電源線が直接接触しないように施工してください。

等管鉄くべるな、でのすまりあもとこるす断切れらじか、りよに等ミズネは）線続接外内室・ンコモリ・源電（線配の内裏井天 ●
の保護管内に通してください。

まを良不触接の部続接中途や良不縁絶間地対、とるす入浸が水に所場たし続接中途。いさだくでいなし続接中途は線続接外内室 ●
ねき、通信異常の原因となります。（万一、途中接続する場合には、絶対に水が浸入しないような処置を行ってください。）

●信号側端子台には、２００Ｖ電源を絶対に接続しないでください。故障の原因となります。
●配線の接続はねじの緩みのないように確実に行ってください。
●電源は工事が完了するまで入れないでください。
●ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続

てせわ合を号番に台子端側号信、台子端側源電、し外取を蓋の箱御制、は続接の線ンコモリびよお線スーア・線配間トッニユ ①　
接続してください。室内外接続線は極性がありますので、必ず同一端子番号に接続してください。

　　また、アース線は、電源側端子台アース端子に接続してください。
ズーリシＣ－ＶＮ製機電菱三（器断しゃ用路回ターバンイ、は器断しゃ電漏。いさだくてけ付取をしゃ断器電漏ず必はに源電 ②　

または、その同等品）を選定してください。
しゃ用線配、はたま）ズーュヒ種Ｂ＋器閉開（器閉開元手に列直と器断しゃ電漏、はに合場の用専護保絡地が器断しゃ電漏 ③　

断器が必要となります。

シングル機の結線
①電源の取り方は下表の接続パターンから選定し、行ってください。室内電源取りおよび室内外別電源取りは原則できません。
　※例外的な接続方法の場合は技術資料を参照の上、所轄の電力会社にご相談の上、指示に従ってください。

ヒータ接続ありの場合 ヒータ接続なしの場合 
標準的な接続方法 ※例外的な接続方法 

三  

相  

機

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単 

相 

機 

①②③ 
室内ユニット

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

 電源線

 電源線

 室内外接続線

ユニット 
電源 

室外ユニット
①②③ 

 手元開閉器
または 

配線用しゃ断器

①②③ 
室内ユニット

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

ユニット 
電源

室外ユニット
①②③ 

または 
配線用しゃ断器

①②③        
室内ユニット

アース 

アース 
リモコン線

ユニット
電源

室外ユニット
①②③ 

配線用しゃ断器

ヒータ用
電源 

配線用しゃ断器

①②③        
室内ユニット

リモコン

アース

アース
リモコン線

ユニット
電源

室外ユニット
①②③ 

対応品

配線用しゃ断器 

※注意
室内外接続線とヒータ用電源線は
必ず別ケーブルとしてください。

①②③    
室内ユニット

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

ユニット
電源 

室外ユニット
①②③ 

または
配線用しゃ断器

ヒータ用
電源 

①②③       
室内ユニット

リモコン

アース

アース
リモコン線

ユニット 
電源 

室外ユニット
①②③ 

または
配線用しゃ断器

漏電しゃ断器

手元開閉器
または

配線用しゃ断器

 漏電しゃ断器  漏電しゃ断器  漏電しゃ断器

 漏電しゃ断器

 室内外接続線

 手元開閉器
または 

 手元開閉器
または 

 手元開閉器
または

 ヒータ用電源線
 ヒータ用電源線

 ヒータ用電源線

リモコン

 漏電しゃ断器  漏電しゃ断器

 手元開閉器  手元開閉器

 ヒータ用電源線

手元開閉器

漏電しゃ断器

※注意
室内外接続線とヒータ用電源線は
必ず別ケーブルとしてください。

①電源・室内外配線の接続（つづき）

①親・子室内ユニット間は端子台①②③およびⓍⓎの同一番号間を接続してください。
②室内基板上のロータリスイッチＳＷ２により、同一冷媒系統すべての室内ユニットを同一アドレスに設定してください。
③子室内ユニットは、室内基板上のアドレススイッチＳＷ５－１、ＳＷ５－２により、子１～子３に設定してください。
④ 電源投入後、リモコンの エアコンＮｏ ボタンを押すと室内ユニットアドレスが表示されますので、 ▲  ▼ ボタンで接続されて

いる室内ユニットアドレスがリモコンに表示されることを、必ず確認してください。

ツイン・トリプル・Ｗツイン機の結線

開閉器・配線仕様
①ヒータ接続なしの場合は、室外ユニットに付属の据付説明書に従って行ってください。
②ヒータ接続ありの場合は下表に従って行ってください。

続接ターヒ、はズイサ線続接外内Ⓙ、ズイサ線源電Ⓖ、量容器断しゃ用線配はたま器閉開元手Ⓓ、量容器断しゃ電漏Ⓐ、しだた 　
なしの場合と同一です。室外ユニットに付属の据付説明書に従って行ってください。

規線内、は合場るえ越を長うこ線配の示表。すまし示を合場たしと％２下降圧電、は長うこ線配の線源電用ターヒⓀ、線源電Ⓗ ③
程により配線太さを見直してください。

④Ⓙ内外接続線とⓀヒータ用電源線は、必ず別ケーブルとしてください。
ヒータ接続ありのシングル、Ｖマルチ（システム）の場合（ＦＤＴＷ、ＦＤＥ）

〈FDTW〉

リモコン

アース

ユニット
電源

 

または
配線用しゃ断器

ヒータ用
電源

①②③       
室内ユニット　親 

アース

①②③       
室内ユニット　子１

アース

①②③       

アース

①②③       

アース

または
配線用しゃ断器

ツイン機の場合 トリプル機の場合 Ｗツイン機の場合

点線はヒータ接続ありの場合を示します。 

室内ユニットの親・子設定方法 「親」設定
室内ユニット 親 子１ 子２ 子３

ＳＷ５－１ ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＯＮ室内基板
ＳＷ ＳＷ５－２ ＯＮ ＯＮ

ＯＮ
 漏電しゃ断器

 手元開閉器

 漏電しゃ断器

 手元開閉器

①②③
室外ユニット

 ヒータ用電源線

室内ユニット　子２ 室内ユニット　子３

室内ユニット

ヒータ電源仕様 例外的な接続方法の場合
アース線

漏電しゃ断器
定格電流

手元開閉器 配線用
しゃ断器

ﾋｰﾀ用電源線
室内ユニット

手元開閉器 ﾋｰﾀ用電源線
開閉器容量 Ｂ種ヒューズ 太さ×本数 こう長 開閉器容量 Ｂ種ヒューズ 太さ×本数 こう長 太さ ねじ

Ⓒ Ⓕ Ⓚ Ⓑ Ⓔ Ⓗ
三相 TWVP50,56

15A　30mA　0.1sec 以下 15A 15A 15A 2.0mm2 ×２ 24m

CVP50,56

30A　30mA　0.1sec 以下 30A 30A 30A 5.5mm2 ×３ 23m
2.0mm2 M5

TWP63 CXP63
TWVP63 CVP63
TWP80 CXP80

TWVP80 CVP80
TWP112 CXP112

3.5mm2 M5
TWVP112 CVP112

50A　30mA　0.1sec 以下 60A 50A 50A 8mm2 × 3 25mTWP140,160 CXP140,160
TWVP140,160 CVP140,160

室内ユニット

ヒータ電源仕様 例外的な接続方法の場合
アース線

手元開閉器 ﾋｰﾀ用電源線
室内ユニット

手元開閉器 電源線
開閉器容量 Ｂ種ヒューズ 太さ×本数 こう長 開閉器容量 Ｂ種ヒューズ 太さ×本数 こう長 太さ ねじ

Ⓒ Ⓕ Ⓚ Ⓑ Ⓔ Ⓗ
単相

EVXP40,45
15A　30mA　0.1sec 以下 15A 15A 15A 2.0mm2 ×２ 24m

CXP40,45
CVP40,45 30A　30mA　0.1sec 以下 30A 30A 30A 5.5mm2 ×２ 22m

2.0mm2

M5

EP50,56 CXP50,56
三相

EVXP40,45

15A　30mA　0.1sec 以下 15A 15A 15A 2.0mm2 × 3 39m

CXP40,45
CVP40,45

30A　30mA　0.1sec 以下 30A 30A 30A

3.5mm2 ×３ 19m
EP50 ～ 63 CXP50 ～ 63

EVP50 ～ 63 CVP50 ～ 63

EVXP80 CXP80
CVP80 5.5mm2 ×３

29m

EVXP112
CXP112 25m

3.5mm2

CVP112

40A　30mA　0.1sec 以下 60A 40A 40A 8mm2 ×３ 26m
EVXP140 CXP140

CVP140

EP160
EVP160

CXP160
CVP160

EP224
EVP224

30A　30mA　0.1sec 以下 30A 30A 30A 5.5mm2 × 3
36m CXP224

CVP224 － － － － － －
5.5mm2 M6

EVXP280 26m CXP280
CVP280 － － － － － －

〈FDE〉

①電源・室内外配線の接続（つづき）
ヒータ接続ありのツイン・トリプル・Ｗツインの場合

規線内、は合場るえ越をｍ０２が線配の地現。すまし示を合場だん込見を％２下降圧電のでまｍ０２、はさ太線源電用ターヒⓀ ⑤
程により配線太さを見直してください。

⑥室内ユニットにヒータを装着した場合、室外ユニットアース線太さを見直してください。

②リモコンの取付（別売部品）
●次の位置へ取付けないでください。
　○直射日光の当たる所
　○発熱器具に近い所
　○湿気の多い所、水が飛散する所
　○取付面が発熱・結露する所
　○油の飛沫や蒸気が直接触れる所
　○取付面の凹凸がある所

リモコン取付・配線
①リモコンの取付は、リモコン付属の説明書に従ってください。
②リモコン線は、０．３ｍｍ２×２心の電線またはケーブルを使用してください。（現地手配）
③リモコン線の総延長は６００ｍです。

ｍｍ５．０大最は線配る通を内スーケンコモリ、しただ。いさだくてし更変にズイサ記下、は合場るえ超をｍ００１が離距長延 　 ２

以下とし、リモコン外部の近傍で配線接続により、サイズを変更してください。
　　１００～２００ｍ以内・・・・・０．５ｍｍ２×２心
　　　　　　３００ｍ以内・・・・・０．７５ｍｍ２×２心
　　　　　　４００ｍ以内・・・・・１．２５ｍｍ２×２心
　　　　　　６００ｍ以内・・・・・２．０ｍｍ２×２心
④誤動作する場合がありますので、多心ケーブルの使用は避けてください。
⑤リモコン線はアース（建物の鉄骨部分または金属など）からできるだけ離してください。
⑥リモコン線は確実にリモコンと室内ユニットの端子台に接続してください。（極性はありません。）

１リモコンによる複数台室内ユニット制御
御制を）台６１大最（トッニユの台数複でンコモリのつ１ ①

できます。
　同一モード、同一室温設定で運転します。

くてし線配り渡てに線ンコモリの心２を間トッニユ内室各 ②
ださい。

通ンコモリ、りよに２ＷＳチッイスリターロの上板基内室 ③
信アドレスを重複しないよう「０」～「Ｆ」に設定してく
ださい。

のンコモリ、後入投源電 　  エアコンＮｏボタンを押すと室
内アドレスが表示されますので、▲ ▼ ボタンで接続され
ている室内アドレスがリモコンに表示されることを、必ず
確認してください。

 室内ユニット確認方法
エアコンＮｏが表示されている時に運転切換ボタンを押すと
そのＮｏの室内ユニットが送風運転します。（表示例：「内
000 送風」）
再度運転切換ボタンを押すと、送風運転を停止します。
ただし、エアコンが運転中の場合は無効です。

 複数リモコン使用時の親子設定
室内１台（または１グループ）に対して、最大２個までリモ
コンを接続できます。後操作優先で運転します。
ワイヤードリモコン２台、あるいはワイヤードリモコン + ワイ
ヤレスキット、あるいはワイヤレスキット２台のいずれかの組
合せができます。

、１ＷＳ：ンコモリドーヤイワ（チッイスえ換切のンコモリ子 ①  
ワイヤレスキット：ＳＷ１－２）を「子」に設定してくだ
さい。初期設定は「親」設定です。

。いさだくてけ付取に置位るせさ知検温室をンコモリ親。すで能可みのンコモリ親は定設効有サンセンコモリ　意注 ○　

リモコン

室内ユニット（１） （２） （１６）
アドレス「０」

室内ユニット
アドレス「１」 

室内ユニット 
アドレス「Ｆ」

リ

リモコン リモコン

室内ユニット

スイッチ 設定 機能内容
親 親リモコン
子 子リモコン

ヒータ容量
漏電しゃ断器　定格電流

手元開閉器 配線用
しゃ断器

ﾋｰﾀ用電源線
開閉器容量 Ｂ種ヒューズ 太さ×本数

Ⓒ Ⓕ Ⓚ
3.4kW 以下 15A　30mA　0.1sec 以下 15A 15A 15A 2.0mm2 ×３
5.3kW 以下 30A　30mA　0.1sec 以下 30A 30A 30A 3.5mm2 ×３
8.7kW 以下 40A　30mA　0.1sec 以下 60A 40A 40A 5.5mm2 ×３
11.0kW 以下 50A　30mA　0.1sec 以下 60A 50A 50A 8.0mm2 ×３

漏電しゃ断器
定格電流

配線用
しゃ断器

漏電しゃ断器
定格電流

配線用
しゃ断器

漏電しゃ断器
定格電流

配線用
しゃ断器
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●電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および電気配線工事説明書に従っ
　て施工し、必ず専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災の原因になります。

電気配線工事は電気設備技術基準および内線規程に従い、電力会社の認定工事店で行ってください。

安全上のご注意
●下記のことを必ず守ってください。守らないときは、感電による火災、感電または過熱、ショートによる火災のおそれがあります。

警告

●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付が不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災や感電の原因になります。
●電源プラグを差し込む際は、電源プラグ側だけでなく、コンセント側にもホコリの付着、詰まり、がたつきがないこ
　とを確認し、刃の根元まで確実に差し込む。
　ホコリの付着、詰まり、がたつきがあると、感電、火災の原因になります。コンセントにがたつきがある場合は、交換してください。
●別売品は、必ず当社指定の部品を使用する。また、取付は専門業者に依頼する。
　ご自分で取付をされ、不備があると、水漏れや感電、火災などの原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●エアコンを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内ユニットの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ずOFFする。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事をする。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

●アース（接地）を確実に行う。
　アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないでください。アース（接地）が不完全な場合は、
　故障や漏電のとき感電の原因になることがあります。

注意

●電源には必ず漏電しゃ断器（高調波対応品）を取付ける。
　漏電しゃ断器が取付けられていないと感電の原因になることがあります。
●正しい容量のブレーカ（漏電しゃ断器・手元開閉器（開閉器＋B種ヒューズ）・配線しゃ断器）を使用する。
　大きな容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●電源配線は、電流容量に合った規格品の配線を使用する。
　漏電や発熱・火災などの原因になることがあります。
●室内外接続用端子台および電源用端子台に単線とより線を併用しない。
　また、異なったサイズの単線またはより線を併用しない。
　端子台のねじゆるみや接触不良が生じ、発煙・発火の原因になることがあります。
●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5 分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。
●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。

①電源・室内外配線の接続
●室内外接続線は必ず３心ケーブルを使用してください。詳細は室外ユニットに付属の据付説明書を参照ください。
●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。
●ユニットの外部では、リモコン線と電源線が直接接触しないように施工してください。

等管鉄くべるな、でのすまりあもとこるす断切れらじか、りよに等ミズネは）線続接外内室・ンコモリ・源電（線配の内裏井天 ●
の保護管内に通してください。

まを良不触接の部続接中途や良不縁絶間地対、とるす入浸が水に所場たし続接中途。いさだくでいなし続接中途は線続接外内室 ●
ねき、通信異常の原因となります。（万一、途中接続する場合には、絶対に水が浸入しないような処置を行ってください。）

●信号側端子台には、２００Ｖ電源を絶対に接続しないでください。故障の原因となります。
●配線の接続はねじの緩みのないように確実に行ってください。
●電源は工事が完了するまで入れないでください。
●ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続

てせわ合を号番に台子端側号信、台子端側源電、し外取を蓋の箱御制、は続接の線ンコモリびよお線スーア・線配間トッニユ ①　
接続してください。室内外接続線は極性がありますので、必ず同一端子番号に接続してください。

　　また、アース線は、電源側端子台アース端子に接続してください。
ズーリシＣ－ＶＮ製機電菱三（器断しゃ用路回ターバンイ、は器断しゃ電漏。いさだくてけ付取をしゃ断器電漏ず必はに源電 ②　

または、その同等品）を選定してください。
しゃ用線配、はたま）ズーュヒ種Ｂ＋器閉開（器閉開元手に列直と器断しゃ電漏、はに合場の用専護保絡地が器断しゃ電漏 ③　

断器が必要となります。

シングル機の結線
①電源の取り方は下表の接続パターンから選定し、行ってください。室内電源取りおよび室内外別電源取りは原則できません。
　※例外的な接続方法の場合は技術資料を参照の上、所轄の電力会社にご相談の上、指示に従ってください。

ヒータ接続ありの場合 ヒータ接続なしの場合 
標準的な接続方法 ※例外的な接続方法 

三  

相  

機

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単 

相 

機 

①②③ 
室内ユニット

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

 電源線

 電源線

 室内外接続線

ユニット 
電源 

室外ユニット
①②③ 

 手元開閉器
または 

配線用しゃ断器

①②③ 
室内ユニット

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

ユニット 
電源

室外ユニット
①②③ 

または 
配線用しゃ断器

①②③        
室内ユニット

アース 

アース 
リモコン線

ユニット
電源

室外ユニット
①②③ 

配線用しゃ断器

ヒータ用
電源 

配線用しゃ断器

①②③        
室内ユニット

リモコン

アース

アース
リモコン線

ユニット
電源

室外ユニット
①②③ 

対応品

配線用しゃ断器 

※注意
室内外接続線とヒータ用電源線は
必ず別ケーブルとしてください。

①②③    
室内ユニット

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

ユニット
電源 

室外ユニット
①②③ 

または
配線用しゃ断器

ヒータ用
電源 

①②③       
室内ユニット

リモコン

アース

アース
リモコン線

ユニット 
電源 

室外ユニット
①②③ 

または
配線用しゃ断器

漏電しゃ断器

手元開閉器
または

配線用しゃ断器

 漏電しゃ断器  漏電しゃ断器  漏電しゃ断器

 漏電しゃ断器

 室内外接続線

 手元開閉器
または 

 手元開閉器
または 

 手元開閉器
または

 ヒータ用電源線
 ヒータ用電源線

 ヒータ用電源線

リモコン

 漏電しゃ断器  漏電しゃ断器

 手元開閉器  手元開閉器

 ヒータ用電源線

手元開閉器

漏電しゃ断器

※注意
室内外接続線とヒータ用電源線は
必ず別ケーブルとしてください。

①電源・室内外配線の接続（つづき）

①親・子室内ユニット間は端子台①②③およびⓍⓎの同一番号間を接続してください。
②室内基板上のロータリスイッチＳＷ２により、同一冷媒系統すべての室内ユニットを同一アドレスに設定してください。
③子室内ユニットは、室内基板上のアドレススイッチＳＷ５－１、ＳＷ５－２により、子１～子３に設定してください。
④ 電源投入後、リモコンの エアコンＮｏ ボタンを押すと室内ユニットアドレスが表示されますので、 ▲  ▼ ボタンで接続されて

いる室内ユニットアドレスがリモコンに表示されることを、必ず確認してください。

ツイン・トリプル・Ｗツイン機の結線

開閉器・配線仕様
①ヒータ接続なしの場合は、室外ユニットに付属の据付説明書に従って行ってください。
②ヒータ接続ありの場合は下表に従って行ってください。

続接ターヒ、はズイサ線続接外内Ⓙ、ズイサ線源電Ⓖ、量容器断しゃ用線配はたま器閉開元手Ⓓ、量容器断しゃ電漏Ⓐ、しだた 　
なしの場合と同一です。室外ユニットに付属の据付説明書に従って行ってください。

規線内、は合場るえ越を長うこ線配の示表。すまし示を合場たしと％２下降圧電、は長うこ線配の線源電用ターヒⓀ、線源電Ⓗ ③
程により配線太さを見直してください。

④Ⓙ内外接続線とⓀヒータ用電源線は、必ず別ケーブルとしてください。
ヒータ接続ありのシングル、Ｖマルチ（システム）の場合（ＦＤＴＷ、ＦＤＥ）

〈FDTW〉

リモコン

アース

ユニット
電源

 

または
配線用しゃ断器

ヒータ用
電源

①②③       
室内ユニット　親 

アース

①②③       
室内ユニット　子１

アース

①②③       

アース

①②③       

アース

または
配線用しゃ断器

ツイン機の場合 トリプル機の場合 Ｗツイン機の場合

点線はヒータ接続ありの場合を示します。 

室内ユニットの親・子設定方法 「親」設定
室内ユニット 親 子１ 子２ 子３

ＳＷ５－１ ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＯＮ室内基板
ＳＷ ＳＷ５－２ ＯＮ ＯＮ

ＯＮ
 漏電しゃ断器

 手元開閉器

 漏電しゃ断器

 手元開閉器

①②③
室外ユニット

 ヒータ用電源線

室内ユニット　子２ 室内ユニット　子３

室内ユニット

ヒータ電源仕様 例外的な接続方法の場合
アース線

漏電しゃ断器
定格電流

手元開閉器 配線用
しゃ断器

ﾋｰﾀ用電源線
室内ユニット

手元開閉器 ﾋｰﾀ用電源線
開閉器容量 Ｂ種ヒューズ 太さ×本数 こう長 開閉器容量 Ｂ種ヒューズ 太さ×本数 こう長 太さ ねじ

Ⓒ Ⓕ Ⓚ Ⓑ Ⓔ Ⓗ
三相 TWVP50,56

15A　30mA　0.1sec 以下 15A 15A 15A 2.0mm2 ×２ 24m

CVP50,56

30A　30mA　0.1sec 以下 30A 30A 30A 5.5mm2 ×３ 23m
2.0mm2 M5

TWP63 CXP63
TWVP63 CVP63
TWP80 CXP80

TWVP80 CVP80
TWP112 CXP112

3.5mm2 M5
TWVP112 CVP112

50A　30mA　0.1sec 以下 60A 50A 50A 8mm2 × 3 25mTWP140,160 CXP140,160
TWVP140,160 CVP140,160

室内ユニット

ヒータ電源仕様 例外的な接続方法の場合
アース線

手元開閉器 ﾋｰﾀ用電源線
室内ユニット

手元開閉器 電源線
開閉器容量 Ｂ種ヒューズ 太さ×本数 こう長 開閉器容量 Ｂ種ヒューズ 太さ×本数 こう長 太さ ねじ

Ⓒ Ⓕ Ⓚ Ⓑ Ⓔ Ⓗ
単相

EVXP40,45
15A　30mA　0.1sec 以下 15A 15A 15A 2.0mm2 ×２ 24m

CXP40,45
CVP40,45 30A　30mA　0.1sec 以下 30A 30A 30A 5.5mm2 ×２ 22m

2.0mm2

M5

EP50,56 CXP50,56
三相

EVXP40,45

15A　30mA　0.1sec 以下 15A 15A 15A 2.0mm2 × 3 39m

CXP40,45
CVP40,45

30A　30mA　0.1sec 以下 30A 30A 30A

3.5mm2 ×３ 19m
EP50 ～ 63 CXP50 ～ 63

EVP50 ～ 63 CVP50 ～ 63

EVXP80 CXP80
CVP80 5.5mm2 ×３

29m

EVXP112
CXP112 25m

3.5mm2

CVP112

40A　30mA　0.1sec 以下 60A 40A 40A 8mm2 ×３ 26m
EVXP140 CXP140

CVP140

EP160
EVP160

CXP160
CVP160

EP224
EVP224

30A　30mA　0.1sec 以下 30A 30A 30A 5.5mm2 × 3
36m CXP224

CVP224 － － － － － －
5.5mm2 M6

EVXP280 26m CXP280
CVP280 － － － － － －

〈FDE〉

①電源・室内外配線の接続（つづき）
ヒータ接続ありのツイン・トリプル・Ｗツインの場合

規線内、は合場るえ越をｍ０２が線配の地現。すまし示を合場だん込見を％２下降圧電のでまｍ０２、はさ太線源電用ターヒⓀ ⑤
程により配線太さを見直してください。

⑥室内ユニットにヒータを装着した場合、室外ユニットアース線太さを見直してください。

②リモコンの取付（別売部品）
●次の位置へ取付けないでください。
　○直射日光の当たる所
　○発熱器具に近い所
　○湿気の多い所、水が飛散する所
　○取付面が発熱・結露する所
　○油の飛沫や蒸気が直接触れる所
　○取付面の凹凸がある所

リモコン取付・配線
①リモコンの取付は、リモコン付属の説明書に従ってください。
②リモコン線は、０．３ｍｍ２×２心の電線またはケーブルを使用してください。（現地手配）
③リモコン線の総延長は６００ｍです。

ｍｍ５．０大最は線配る通を内スーケンコモリ、しただ。いさだくてし更変にズイサ記下、は合場るえ超をｍ００１が離距長延 　 ２

以下とし、リモコン外部の近傍で配線接続により、サイズを変更してください。
　　１００～２００ｍ以内・・・・・０．５ｍｍ２×２心
　　　　　　３００ｍ以内・・・・・０．７５ｍｍ２×２心
　　　　　　４００ｍ以内・・・・・１．２５ｍｍ２×２心
　　　　　　６００ｍ以内・・・・・２．０ｍｍ２×２心
④誤動作する場合がありますので、多心ケーブルの使用は避けてください。
⑤リモコン線はアース（建物の鉄骨部分または金属など）からできるだけ離してください。
⑥リモコン線は確実にリモコンと室内ユニットの端子台に接続してください。（極性はありません。）

１リモコンによる複数台室内ユニット制御
御制を）台６１大最（トッニユの台数複でンコモリのつ１ ①

できます。
　同一モード、同一室温設定で運転します。

くてし線配り渡てに線ンコモリの心２を間トッニユ内室各 ②
ださい。

通ンコモリ、りよに２ＷＳチッイスリターロの上板基内室 ③
信アドレスを重複しないよう「０」～「Ｆ」に設定してく
ださい。

のンコモリ、後入投源電 　  エアコンＮｏボタンを押すと室
内アドレスが表示されますので、▲ ▼ ボタンで接続され
ている室内アドレスがリモコンに表示されることを、必ず
確認してください。

 室内ユニット確認方法
エアコンＮｏが表示されている時に運転切換ボタンを押すと
そのＮｏの室内ユニットが送風運転します。（表示例：「内
000 送風」）
再度運転切換ボタンを押すと、送風運転を停止します。
ただし、エアコンが運転中の場合は無効です。

 複数リモコン使用時の親子設定
室内１台（または１グループ）に対して、最大２個までリモ
コンを接続できます。後操作優先で運転します。
ワイヤードリモコン２台、あるいはワイヤードリモコン + ワイ
ヤレスキット、あるいはワイヤレスキット２台のいずれかの組
合せができます。

、１ＷＳ：ンコモリドーヤイワ（チッイスえ換切のンコモリ子 ①  
ワイヤレスキット：ＳＷ１－２）を「子」に設定してくだ
さい。初期設定は「親」設定です。

。いさだくてけ付取に置位るせさ知検温室をンコモリ親。すで能可みのンコモリ親は定設効有サンセンコモリ　意注 ○　

リモコン

室内ユニット（１） （２） （１６）
アドレス「０」

室内ユニット
アドレス「１」 

室内ユニット 
アドレス「Ｆ」

リ

リモコン リモコン

室内ユニット

スイッチ 設定 機能内容
親 親リモコン
子 子リモコン

ヒータ容量
漏電しゃ断器　定格電流

手元開閉器 配線用
しゃ断器

ﾋｰﾀ用電源線
開閉器容量 Ｂ種ヒューズ 太さ×本数

Ⓒ Ⓕ Ⓚ
3.4kW 以下 15A　30mA　0.1sec 以下 15A 15A 15A 2.0mm2 ×３
5.3kW 以下 30A　30mA　0.1sec 以下 30A 30A 30A 3.5mm2 ×３
8.7kW 以下 40A　30mA　0.1sec 以下 60A 40A 40A 5.5mm2 ×３
11.0kW 以下 50A　30mA　0.1sec 以下 60A 50A 50A 8.0mm2 ×３

漏電しゃ断器
定格電流

配線用
しゃ断器

漏電しゃ断器
定格電流

配線用
しゃ断器

漏電しゃ断器
定格電流

配線用
しゃ断器
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接
続

時
の

み

  
 機

能
設

定
の

な
が

れ
は

、
右

記
の

通
り

で
す

。
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
№

選
択

  
 設

定
方

法
の

詳
細

は
、

リ
モ

コ
ン

の
据

付
説

明
書

を
ご

覧
く
だ

さ
い

。
（
注

3
）

　
0
1

ｸ
ﾞﾘ

ﾙ
昇

降
設

定
　

内
0
0
0

0
2

高
天

井
設

定
昇

降
無

効
○

内
0
0
1

標
準

※
有

効
5
0
H

z
5
0
H

z地
区

で
使

用
の

場
合

内
0
0
2

高
天

井
１

※
（
注

2
）

有
効

6
0
H

z
6
0
H

z地
区

で
使

用
の

場
合

内
0
0
3

高
天

井
２

0
2

自
動

運
転

設
定

内
0
0
4

0
3

ﾌ
ｨﾙ

ﾀ
ｰ

ｻ
ｲ
ﾝ
設

定
自

動
運

転
有

効
※

表
示

な
し

自
動

運
転

無
効

※
自

動
運

転
不

可
設

定
１

○
1
8
0
時

間
で

ﾌ
ｨﾙ

ﾀ
ｰ

ｻ
ｲ
ﾝ
を

表
示

し
ま

す
。

0
3

温
度

設
定

設
定

２
　

6
0
0
時

間
で

ﾌ
ｨﾙ

ﾀ
ｰ

ｻ
ｲ
ﾝ
を

表
示

し
ま

す
。

温
度

設
定

有
効

○
設

定
３

1
0
0
0
時

間
で

に
ﾌ
ｨﾙ

ﾀ
ｰ

ｻ
ｲ
ﾝ
を

表
示

し
ま

す
。

温
度

設
定

禁
止

温
度

設
定

操
作

禁
止

設
定

４
1
0
0
0
時

間
で

ﾌ
ｨﾙ

ﾀ
ｰ

ｻ
ｲ
ﾝ
を

表
示

し
、

そ
の

後
、

2
4
時

間
経

過
し

た
ら

強
制

停
止

し
ま

す
。

0
4

運
転

切
換

運
転

切
換

有
効

○
4

ﾙ
ｰ

ﾊ
ﾞ制

御
設

定
室

内
機

能
「
0
4
ﾙ

ｰ
ﾊ

ﾞ制
御

設
定

」
を

変
更

す
る

場
合

は
、

運
転

切
換

禁
止

運
転

切
換

操
作

禁
止

ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ
機

能
「
1
4
ﾙ

ｰ
ﾊ

ﾞ制
御

設
定

」
も

変
更

し
て

く
だ

さ
い

。
0
5

運
転

/
停

止
ﾙ

ｰ
ﾊ

ﾞ4
位

置
停

止
※

ﾙ
ｰ

ﾊ
ﾞの

停
止

位
置

は
、

４
位

置
よ

り
選

択
し

ま
す

。
運

転
/
停

止
有

効
○

ﾙ
ｰ

ﾊ
ﾞﾌ

ﾘ
ｰ

停
止

※
ﾙ

ｰ
ﾊ

ﾞの
停

止
位

置
は

、
任

意
の

位
置

に
停

止
し

ま
す

。
運

転
/
停

止
禁

止
運

転
／

停
止

操
作

禁
止

0
5

外
部

入
力

切
替

0
6

風
量

切
換

ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ

入
力

○
風

量
切

換
有

効
※

ﾊ
ﾟﾙ

ｽ
入

力
風

量
切

換
禁

止
※

風
量

調
整

操
作

禁
止

0
6

運
転

許
可

／
禁

止
0
7

風
向

切
換

無
効

○
風

向
切

換
有

効
※

有
効

運
転

許
可

／
禁

止
制

御
を

有
効

に
し

ま
す

。
風

向
切

換
禁

止
※

風
向

調
整

操
作

禁
止

0
7

緊
急

停
止

0
8

タ
イ

マ
ー

無
効

○
（
マ

ル
チ

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
み

）
タ

イ
マ

ー
有

効
○

有
効

マ
ル

チ
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

場
合

、
同

一
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
に

接
続

さ
れ

た
全

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

を
タ

イ
マ

ー
禁

止
タ

イ
マ

ー
ボ

タ
ン

の
操

作
無

効
緊

急
停

止
さ

せ
る

時
に

使
用

し
ま

す
。

0
9

ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ
ｾ

ﾝ
ｻ

設
定

遠
方

発
停

端
子

「
C

N
T
－

６
」
か

ら
停

止
信

号
が

入
っ

た
場

合
、

全
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
が

ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ
ｾ

ﾝ
ｻ

無
効

○
緊

急
停

止
し

ま
す

。
ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ
ｾ

ﾝ
ｻ

有
効

室
温

補
正

＋
3
.0

℃
暖

房
時

の
設

定
温

度
を

+
3
.0

℃
補

正
し

ま
す

。
ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ
ｾ

ﾝ
ｻ

＋
3
.0

℃
ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ
ｾ

ﾝ
ｻ

有
効

、
且

つ
＋

3
.0

℃
温

度
補

正
す

る
。

室
温

補
正

＋
2
.0

℃
暖

房
時

の
設

定
温

度
を

+
2
.0

℃
補

正
し

ま
す

。
ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ
ｾ

ﾝ
ｻ

＋
2
.0

℃
ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ
ｾ

ﾝ
ｻ

有
効

、
且

つ
＋

2
.0

℃
温

度
補

正
す

る
。

0
8

暖
房

室
温

補
正

室
温

補
正

＋
1
.0

℃
暖

房
時

の
設

定
温

度
を

+
1
.0

℃
補

正
し

ま
す

。
ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ
ｾ

ﾝ
ｻ

＋
1
.0

℃
ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ
ｾ

ﾝ
ｻ

有
効

、
且

つ
＋

1
.0

℃
温

度
補

正
す

る
。

補
正

な
し

○
ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ
ｾ

ﾝ
ｻ

－
1
.0

℃
ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ
ｾ

ﾝ
ｻ

有
効

、
且

つ
－

1
.0

℃
温

度
補

正
す

る
。

ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ
ｾ

ﾝ
ｻ

－
2
.0

℃
ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ
ｾ

ﾝ
ｻ

有
効

、
且

つ
－

2
.0

℃
温

度
補

正
す

る
。

吸
込

補
正

＋
2
.0

℃
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

吸
込

温
度

を
+
2
.0

℃
補

正
し

ま
す

。
ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ
ｾ

ﾝ
ｻ

－
3
.0

℃
ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ
ｾ

ﾝ
ｻ

有
効

、
且

つ
－

3
.0

℃
温

度
補

正
す

る
。

吸
込

補
正

＋
1
.5

℃
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

吸
込

温
度

を
+
1
.5

℃
補

正
し

ま
す

。
1
0

停
電

補
償

設
定

0
9

吸
込

温
度

補
正

吸
込

補
正

＋
1
.0

℃
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

吸
込

温
度

を
+
1
.0

℃
補

正
し

ま
す

。
停

電
補

償
無

効
○

補
正

な
し

○
停

電
補

償
有

効
吸

込
補

正
－

1
.0

℃
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

吸
込

温
度

を
‑1

.0
℃

補
正

し
ま

す
。

1
1

換
気

設
定

吸
込

補
正

－
1
.5

℃
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

吸
込

温
度

を
‑1

.5
℃

補
正

し
ま

す
。

換
気

な
し

○
吸

込
補

正
－

2
.0

℃
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

吸
込

温
度

を
‑2

.0
℃

補
正

し
ま

す
。

シ
ン

グ
ル

機
は

室
内

基
板

C
n
T
、

マ
ル

チ
機

は
室

内
基

板
C

n
D

に
1
0

暖
房

ﾌ
ｧ
ﾝ
制

御
換

気
機

器
を

接
続

す
る

と
、

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
運

転
に

連
動

し
、

弱
風

○
暖

房
サ

ー
モ

O
F
F
時

、
弱

風
で

運
転

し
ま

す
。

換
気

機
器

の
運

転
／

停
止

を
行

い
ま

す
。

暖
房

サ
ー

モ
O

F
F
時

、
設

定
風

量
で

運
転

し
ま

す
。

換
気

連
動

な
し

シ
ン

グ
ル

機
は

室
内

基
板

C
nT

、
マ

ル
チ

機
は

室
内

基
板

C
n
D

に
電

気
集

塵
機

を
取

り
付

け
た

場
合

は
「
設

定
風

量
」
に

設
定

し
て

く
だ

さ
い

。
換

気
機

器
を

接
続

す
る

と
、

換
気

ボ
タ

ン
の

操
作

に
よ

り
、

間
欠

暖
房

サ
ー

モ
O

F
F
時

、
間

欠
運

転
し

ま
す

。
  

 　
　

　
　

換
気

機
器

が
単

独
で

運
転

／
停

止
を

行
い

ま
す

。
停

止
　

暖
房

サ
ー

モ
O

F
F
時

、
フ

ァ
ン

は
停

止
し

ま
す

。
リ

モ
コ

ン
セ

ン
サ

有
効

時
は

、
自

動
的

に
「
停

止
」
に

設
定

さ
れ

ま
す

。
1
2

温
度

範
囲

設
定

本
体

サ
ー

モ
の

時
は

、
設

定
し

な
い

で
く
だ

さ
い

。
温

度
設

定
範

囲
を

変
更

し
た

場
合

、
設

定
温

度
表

示
は

、
制

御
に

追
従

し
変

化
し

ま
す

。
1
1

フ
ロ

ス
ト

防
止

温
度

フ
ロ

ス
ト

防
止

制
御

を
作

動
さ

せ
る

室
内

熱
交

温
度

の
切

換
。

注
1
：
「
※

」
印

の
初

期
設

定
は

、
接

続
さ

れ
る

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

お
よ

び
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
に

よ
り

異
な

り
、

下
記

の
通

表
示

変
更

無
し

温
度

設
定

範
囲

を
変

更
し

た
場

合
、

設
定

温
度

表
示

は
、

制
御

に
追

従
せ

ず
、

温
度

　
　

　
高

　
　

　
り

自
動

判
別

さ
れ

ま
す

。
設

定
し

た
温

度
の

ま
ま

と
な

り
ま

す
。

温
度

　
　

　
低

○
　

1
3

室
内

フ
ァ

ン
３

速
H

I‑
M

E
‑L

O
※

ﾌ
ｧ
ﾝ
風

量
が

、
急

‑
強

‑弱
の

３
速

と
な

り
ま

す
。

1
2

フ
ロ

ス
ト

防
止

制
御

シ
ン

グ
ル

機
の

み
有

効
ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ
機

能
0
2

自
動

運
転

設
定

自
動

運
転

有
効

「
自

動
」
モ

ー
ド

選
択

可
能

な
機

種
２

速
H

I‑
L

O
※

ﾌ
ｧ
ﾝ
風

量
が

、
急

‑弱
の

２
速

と
な

り
ま

す
。

ﾌ
ｧ
ﾝ
制

御
有

効
○

フ
ロ

ス
ト

防
止

制
御

時
に

、
室

内
フ

ァ
ン

タ
ッ

プ
を

上
げ

ま
す

。
自

動
運

転
無

効
「
自

動
」
モ

ー
ド

の
無

い
機

種
２

速
H

I‑
M

E
ﾌ
ｧ
ﾝ
風

量
が

、
急

‑
強

の
２

速
と

な
り

ま
す

。
ﾌ
ｧ
ﾝ
制

御
無

効
ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ
機

能
0
6

風
量

切
換

風
量

切
換

有
効

室
内

フ
ァ

ン
タ

ッ
プ

が
2
速

ま
た

は
3
速

の
機

種
１

速
※

ﾌ
ｧ
ﾝ
風

量
が

１
速

の
み

で
固

定
さ

れ
ま

す
。

1
3

ド
レ

ン
ポ

ン
プ

風
量

切
換

無
効

室
内

フ
ァ

ン
タ

ッ
プ

が
１

速
の

み
の

機
種

標
準

○
冷

房
・
除

湿
時

ド
レ

ン
ポ

ン
プ

O
N

ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ
機

能
0
7

風
向

切
換

風
向

切
換

有
効

オ
ー

ト
ス

イ
ン

グ
ル

ー
バ

搭
載

機
種

1
4

ﾙ
ｰ

ﾊ
ﾞ制

御
設

定
ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ
機

能
「
1
4
ﾙ

ｰ
ﾊ

ﾞ制
御

設
定

」
を

変
更

す
る

場
合

は
、

暖
房

冷
房

・
除

湿
＋

暖
房

時
ド

レ
ン

ポ
ン

プ
O

N
風

向
切

換
無

効
そ

の
他

室
内

機
能

「
0
4
ﾙ

ｰ
ﾊ

ﾞ制
御

設
定

」
も

合
わ

せ
て

変
更

し
て

く
だ

さ
い

。
暖

房
　

　
送

風
冷

房
・
除

湿
＋

暖
房

＋
送

風
時

ド
レ

ン
ポ

ン
プ

O
N

ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ
機

能
1
3

室
内

フ
ァ

ン
3
速

H
I‑
M

E
‑L

O
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
フ

ァ
ン

タ
ッ

プ
３

速
の

機
種

ﾙ
ｰ

ﾊ
ﾞ４

位
置

停
止

※
ﾙ

ｰ
ﾊ

ﾞの
停

止
位

置
は

、
４

位
置

よ
り

選
択

し
ま

す
。

送
風

冷
房

・
除

湿
＋

送
風

時
ド

レ
ン

ポ
ン

プ
O

N
2
速

H
I‑
L

O
室

内
フ

ァ
ン

タ
ッ

プ
２

速
の

機
種

ﾙ
ｰ

ﾊ
ﾞﾌ

ﾘ
ｰ

停
止

※
ﾙ

ｰ
ﾊ

ﾞの
停

止
位

置
は

、
任

意
の

位
置

に
停

止
し

ま
す

。
1
4

冷
房

フ
ァ

ン
運

転
2
速

H
I‑
M

E
1
5

冷
専

／
ﾋ
ｰ

ﾎ
ﾟﾝ

連
動

な
し

○
冷

房
停

止
、

ま
た

は
冷

房
ｻ

ｰ
ﾓ
O

F
F
後

、
ﾌ
ｧ
ﾝ
残

留
運

転
な

し
。

1
速

室
内

フ
ァ

ン
タ

ッ
プ

が
１

速
の

み
の

機
種

ヒ
ー

ポ
ン

※
0
.5

時
間

冷
房

停
止

、
ま

た
は

冷
房

ｻ
ｰ

ﾓ
O

F
F
後

、
0
.5

時
間

ﾌ
ｧ
ﾝ
残

留
運

転
す

る
。

ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ
機

能
1
4

ﾙ
ｰ

ﾊ
ﾞ制

御
設

定
ﾙ

ｰ
ﾊ

ﾞ4
位

置
停

止
床

置
F
D

F
以

外
の

ｵ
ｰ

ﾄｽ
ｲ
ﾝ
ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾊ

ﾞ搭
載

機
種

冷
専

※
１

時
間

冷
房

停
止

、
ま

た
は

冷
房

ｻ
ｰ

ﾓ
O

F
F
後

、
１

時
間

ﾌ
ｧ
ﾝ
残

留
運

転
す

る
。

室
内

機
能

0
4

ﾙ
ｰ

ﾊ
ﾞﾌ

ﾘ
ｰ

停
止

床
置

F
D

F
1
6

外
部

入
力

設
定

６
時

間
冷

房
停

止
、

ま
た

は
冷

房
ｻ

ｰ
ﾓ
O

F
F
後

、
６

時
間

ﾌ
ｧ
ﾝ
残

留
運

転
す

る
。

ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ
機

能
1
5

冷
専

／
ヒ

ー
ポ

ン
ヒ

ー
ポ

ン
ヒ

ー
ポ

ン
機

室
内

基
板

の
C

n
T
に

外
部

入
力

す
る

と
、

そ
の

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

が
単

独
で

1
5

暖
房

フ
ァ

ン
運

転
冷

専
冷

専
機

外
部

入
力

に
従

い
運

転
し

ま
す

。
連

動
な

し
○

暖
房

停
止

、
ま

た
は

暖
房

ｻ
ｰ

ﾓ
O

F
F
後

、
ﾌ
ｧ
ﾝ
残

留
運

転
な

し
。

室
内

機
能

1
7

外
機

制
御

圧
力

制
御

標
準

給
気

処
理

室
内

ユ
ニ

ッ
ト
以

外
全

台
同

一
運

転
室

内
基

板
の

C
n
T
に

外
部

入
力

す
る

と
、

同
一

リ
モ

コ
ン

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
全

台
が

0
.5

時
間

暖
房

停
止

、
ま

た
は

暖
房

ｻ
ｰ

ﾓ
O

F
F
後

、
0
.5

時
間

ﾌ
ｧ
ﾝ
残

留
運

転
す

る
。

圧
力

制
御

切
換

給
気

処
理

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

外
部

入
力

に
従

い
運

転
し

ま
す

。
２

時
間

暖
房

停
止

、
ま

た
は

暖
房

ｻ
ｰ

ﾓ
O

F
F
後

、
２

時
間

ﾌ
ｧ
ﾝ
残

留
運

転
す

る
。

1
7

室
温

表
示

設
定

６
時

間
暖

房
停

止
、

ま
た

は
暖

房
ｻ

ｰ
ﾓ
O

F
F
後

、
６

時
間

ﾌ
ｧ
ﾝ
残

留
運

転
す

る
。

注
2
：
高

天
井

設
定

時
の

フ
ァ

ン
タ

ッ
プ

室
温

表
示

無
し

○
1
6

暖
房

フ
ァ

ン
間

欠
室

温
表

示
有

り
通

常
の

運
転

表
示

に
お

い
て

、
風

量
表

示
の

代
わ

り
に

室
温

を
表

示
し

ま
す

。
連

動
な

し
○

1
8

暖
房

準
備

表
示

２
０

休
５

送
風

暖
房

停
止

、
ま

た
は

暖
房

ｻ
ｰ

ﾓ
O

F
F
時

、
ﾌ
ｧ
ﾝ
は

2
0
分

O
F
F
5分

弱
風

の
間

欠
運

転
。

表
示

有
り

○
５

休
５

送
風

暖
房

停
止

、
ま

た
は

暖
房

ｻ
ｰ

ﾓ
O

F
F
時

、
ﾌ
ｧ
ﾝ
は

5
分

O
F
F
5分

弱
風

の
間

欠
運

転
。

表
示

無
し

暖
房

準
備

表
示

を
出

さ
な

い
様

に
し

ま
す

。
1
7

外
機

制
御

　
圧

力
制

御
標

準
※

　
圧

力
制

御
切

換
※

給
気

処
理

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

を
接

続
す

る
と

、
圧

力
制

御
切

換
に

自
動

的
に

設
定

さ
れ

ま
す

。
機

種
に

よ
っ

て
、

初
期

設
定

が
高

天
井

設
定

の
機

種
も

あ
り

ま
す

。

注
3
：
ツ

イ
ン

・
ト

リ
プ

ル
・
Ｗ

ツ
イ

ン
機

の
場

合
、

室
内

機
能

設
定

は
親

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

・
子

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

各
々

設
定

　
　

　
し

て
く
だ

さ
い

。
た

だ
し

、
「
0
5
外

部
入

力
切

替
」
「
0
6
 運

転
許

可
／

禁
止

」
は

親
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

み
で

設
定

可
能

で
す

。

室
内

風
量

設
定

フ
ァ

ン
タ

ッ
プ

標
準

高
天

井
1
,2

高
天

井
設

定

H
i‑
M

e
‑L

o
H

i‑
L
o

H
i‑
M

e

U
H

‑H
i‑
M

e
U

H
‑M

e

急
‑強

‑
弱

急
‑弱

急
‑
強

U
H

‑H
i

ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ
機

能

機
能

設
定

室
内

機
能

設
定

風
量

換
気

連
動

表
示

変
更

有
り

○

一
台

運
転

○

機
能

番
号

項
目

初
期

設
定

機
種

ラ
ク

リ
ー

ナ
パ

ネ
ル

使
用

時
の

ご
注

意

初
期

設
定

で
は

、
リ

モ
コ

ン
は

グ
リ

ル
昇

降
無

効
の

設
定

と
な

っ
て

い
ま

す
。

 
ラ

ク
リ

ー
ナ

パ
ネ

ル
を

ご
使

用
の

場
合

は
、

必
ず

グ
リ

ル
昇

降
有

効
の

設
定

を
し

て
く
だ

さ
い

。
 

据
付

地
域

の
電

源
周

波
数

に
合

わ
せ

、
5
0
H

z
地

区
ま

た
は

6
0
H

z
地

区
の

ど
ち

ら
か

を
 

選
ん

で
設

定
し

て
く
だ

さ
い

。
 

 【
グ

リ
ル

昇
降

有
効

設
定

の
し

か
た

（
簡

易
設

定
）
】
 

１
．
 エ

ア
コ

ン
停

止
状

態
で

、
セ

ッ
ト

 
ボ

タ
ン

と
 

グ
リ

ル
昇

降
 

ボ
タ

ン
を

 
同

時
に

長
押

し
し

て
く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
表

示
が

「
昇

降
無

効
」
と

な
り

ま
す

。
 

  
２

．
▲

 
ま

た
は

 
▼

 
ボ

タ
ン

に
よ

り
設

定
を

選
択

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
表

示
：
「
昇

降
無

効
」
 

⇔
 

「
有

効
5
0
H

z」
 

⇔
 

「
有

効
6
0
H

z」
 

  
３

．
セ

ッ
ト

 
ボ

タ
ン

を
押

す
 

 
 

 
表

示
が

「
設

定
完

了
」
と

な
り

ま
す

。
 

そ
の

後
リ

モ
コ

ン
は

停
止

状
態

に
戻

り
ま

す
。

 

各
制

御
の

詳
細

は
、

技
術

資
料

等
で

ご
確

認
く
だ

さ
い

。

【
機

能
設

定
の

な
が

れ
】
 

 開
始

 
： 

エ
ア

コ
ン

停
止

状
態

で
セ

ッ
ト

+
運

転
切

換
ボ

タ
ン

同
時

3
秒

押
し

 

確
定

 
： 

セ
ッ

ト
ボ

タ
ン

を
押

す
 

戻
る

 
： 

 リ
セ

ッ
ト

ボ
タ

ン
を

押
す

 

選
択

 
： 

▲
 

▼
ボ

タ
ン

を
押

す
 

終
了

 
： 

運
転

／
停

止
ボ

タ
ン

を
押

す
 

 
 

 
 

 
(設

定
の

途
中

で
も

終
了

し
ま

す
が

、
設

定
が

完
了

し
て

い
な

い
も

の

は
無

効
に

な
り

ま
す

。
) 

「
○

」 
： 

初
期

設
定

 

「
※

」 
： 

自
動

判
別

 

設
定

方
法

の
詳

細
は

、
リ

モ
コ

ン
の

据
付

説
明

書
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
 

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

を
変

更
し

て
設

定
す

る
場

合
は

、
エ

ア
コ

ン
№

ボ
タ

ン
を

押
す

と
、

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

選
択

表
示

(例
：
内

0
0
0
)に

戻
り

ま
す

。
 

運
転

／
停
止

ボ
タ

ン
 

(終
了
) 

エ
ア

コ
ン
停

止
状

態
で

 

セ
ッ

ト
＋

運
転

切
換

ボ
タ
ン

同
時

３
秒

押
し

 

(開
始

) 
設

定
内

容
を

記
録

し
て

保
管

し
て

く
だ

さ
い

。

（
親

リ
モ

コ
ン

の
み

切
換

可
能

）

④
試
運
転

リ
モ

コ
ン

を
次

の
手

順
で

操
作

し
て

く
だ

さ
い

。
１

．
冷

房
試

運
転

の
開

始
　

　
①

運
転

／
停

止
ボ

タ
ン

を
押

し
て

、
運

転
し

ま
す

。
　

　
②

運
転

切
換

ボ
タ

ン
に

よ
り

、「
冷

房
」

を
選

択
し

ま
す

。
　

　
③

試
運

転
ボ

タ
ン

を
３

秒
以

上
押

し
ま

す
。

　
　

　
表

示
が

、「
冷

房
試

運
転

▼
」

と
な

り
ま

す
。

　
　

④「
冷

房
試

運
転

▼
」

の
表

示
で

、
セ

ッ
ト

ボ
タ

ン
を

押
す

と
、

冷
房

試
運

転
を

開
始

し
ま

す
。

　
　

　
表

示
は

、「
冷

房
試

運
転

」
と

な
り

ま
す

。
２

．
冷

房
試

運
転

の
解

除
　

　
下

記
の

い
ず

れ
か

の
操

作
が

行
わ

れ
た

時
、

冷
房

試
運

転
は

解
除

さ
れ

、「
冷

房
試

運
転

」
表

示
は

消
灯

し
ま

す
。

　
　

①
運

転
／

停
止

ボ
タ

ン
が

押
さ

れ
た

時
。

　
　

②
温

度
設

定
 ∧

 ボ
タ

ン
が

押
さ

れ
た

時
。

　
　

③
運

転
切

換
ボ

タ
ン

に
よ

り
冷

房
以

外
の

モ
ー

ド
に

変
え

た
時

。
　

　
④

冷
房

試
運

転
開

始
よ

り
、

３
０

分
経

過
し

た
時

。

冷
房
試
運
転
方
法

リ
モ

コ
ン

操
作

に
よ

り
、

運
転

デ
ー

タ
の

確
認

が
で

き
ま

す
。

[操
作

手
順

]
１

．
点

検
ボ

タ
ン

を
押

し
ま

す
。

　
　

表
示

が
「

運
転

デ
ー

タ
表

示
▼

」
と

な
り

ま
す

。
２

．「
運

転
デ

ー
タ

表
示

▼
」

の
表

示
で

、
セ

ッ
ト

ボ
タ

ン
を

押
し

ま
す

。
３

．
リ

モ
コ

ン
に

接
続

さ
れ

て
い

る
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
が

１
台

の
場

合
、

　
　「

デ
ー

タ
確

認
中

」
表

示
と

な
り

、（
デ

ー
タ

を
読

み
込

む
間

点
滅

表
示

）
　

　
そ

の
後

、
運

転
デ

ー
タ

項
目

０
１

（
右

表
）

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

　
　

７
.へ

お
進

み
く

だ
さ

い
。

４
．

リ
モ

コ
ン

に
接

続
さ

れ
て

い
る

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

が
複

数
台

の
場

合
、

ス
レ

ド
ア

内
室

い
さ

小
も

最
、

で
中

の
ト

ッ
ニ

ユ
内

室
る

い
て

れ
さ

続
接 

　
　

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

　
　

[例
]「

室
内

機
選

択
」（

１
秒

間
点

灯
）「

内
０

０
０

▲
」

(点
滅

)
５

．
▲

 ▼
 ボ

タ
ン

で
、

表
示

し
た

い
室

内
ア

ド
レ

ス
を

選
び

ま
す

。
わ

変
に

灯
点

ら
か

滅
点

が
ス

レ
ド

ア
内

室
（。

す
ま

し
定

確
り

よ
に

ト
ッ

セ 
．

６
り

ま
す

。）
　

　「
内

０
０

１
」（

選
択

し
た

室
内

ア
ド

レ
ス

を
２

秒
間

点
灯

）
　

　
　

　
↓

　
　「

デ
ー

タ
確

認
中

」（
デ

ー
タ

を
読

込
む

間
点

滅
表

示
）

　
　

そ
の

後
、

運
転

デ
ー

タ
項

目
０

１
が

表
示

さ
れ

ま
す

。

７
．

▲
 ▼

 ボ
タ

ン
に

よ
り

、
現

在
の

運
転

デ
ー

タ
を

確
認

で
き

ま
す

。
　

　
表

示
さ

れ
る

項
目

は
右

記
の

通
り

で
す

。
　

　
※

 機
種
に
よ
り
該
当
す
る
デ
ー
タ
が
な
い
も
の
は
、
そ
の
項
目
は
表
示
さ

れ
ま
せ
ん
。

す
押

を
ン

タ
ボ

．
ｏ

Ｎ
ン

コ
ア

エ
、

は
合

場
る

す
更

変
を

ト
ッ

ニ
ユ

内
室 

．
８

こ
と

に
よ

り
、

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

選
択

表
示

に
戻

り
ま

す
。

９
．

運
転

／
停

止
ボ

タ
ン

を
押

す
と

、
終

了
し

ま
す

。

設
定
の
途
中
で
、
リ
セ
ッ
ト
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
一
回
前
の
設
定
画
面
に
戻
り

ま
す
。

場
る

す
転

運
を

ト
ッ

ニ
ユ

内
室

で
台

２
ン

コ
モ

リ
、

は
認

確
の

タ
ー

デ
転

運 
◎

合
、

親
リ

モ
コ

ン
の

み
操

作
可

能
で

す
。（

子
リ

モ
コ

ン
か

ら
の

操
作

は
で

き
ま

せ
ん

。）

運
転
デ
ー
タ
の
確
認
方
法

ド
レ

ン
ポ

ン
プ

運
転

が
リ

モ
コ

ン
操

作
に

よ
り

可
能

で
す

。
リ

モ
コ

ン
を

次
の

手
順

で
操

作
し

て
く

だ
さ

い
。

１
．

ド
レ

ン
ポ

ン
プ

強
制

運
転

の
開

始
　

　
①

試
運

転
ボ

タ
ン

を
３

秒
以

上
押

し
ま

す
。

表
示

が
「

冷
房

試
運

転
▼

」
と

な
り

ま
す

。
　

　
②

▼
ボ

タ
ン

を
一

度
押

し
、「

ド
レ

ン
ポ

ン
プ

運
転

」
を

表
示

さ
せ

ま
す

。
　

　
③

セ
ッ

ト
ボ

タ
ン

を
押

す
と

、
ド

レ
ン

ポ
ン

プ
運

転
を

開
始

し
ま

す
。

表
示

：「
セ

ッ
ト

で
停

止
」

２
．

ド
レ

ン
ポ

ン
プ

運
転

の
解

除
　

　
①

セ
ッ

ト
ボ

タ
ン

ま
た

は
、

運
転

／
停

止
ボ

タ
ン

を
押

す
と

、
ド

レ
ン

ポ
ン

プ
強

制
運

転
を

解
除

し
ま

す
。

エ
ア

コ
ン

は
停

止
状

態
と

な
り

ま
す

。

◎
リ

モ
コ

ン
２

台
で

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

を
運

転
す

る
場

合
、

親
リ

モ
コ

ン
の

み
操

作
可

能
で

す
。（

子
リ

モ
コ

ン
か

ら
の

操
作

は
で

き
ま

せ
ん

。）

ド
レ
ン
ポ
ン
プ
試
運
転
方
法

番
号

デ
ー

タ
項

目
０

１
冷

房
（

運
転

モ
ー

ド
）

０
２

設
定

＿
℃

（
設

定
温

度
）

０
３

吸
込

＿
℃

（
吸

込
温

度
）

 
０

４
リ

モ
コ

ン
セ

ン
サ

＿
℃

（
リ

モ
コ

ン
セ

ン
サ

温
度

）
０

５
Ｔ

Ｈ
Ｉ
-Ｒ

１
＿

℃
（

室
内

熱
交

セ
ン

サ
/Ｕ

ベ
ン

ド
）

０
６

Ｔ
Ｈ

Ｉ
-Ｒ

２
＿

℃
（

室
内

熱
交

セ
ン

サ
/キ

ャ
ピ

ラ
リ

）
０

７
Ｔ

Ｈ
Ｉ
-Ｒ

３
＿

℃
（

室
内

熱
交

セ
ン

サ
/ガ

ス
ヘ

ッ
ダ

）
０

８
内

フ
ァ

ン
＿

速
（

室
内

フ
ァ

ン
速

調
）

０
９

要
求

＿
Ｈ

ｚ
（

要
求

周
波

数
）

１
０

ア
ン

サ
ー

＿
Ｈ

ｚ
（

ア
ン

サ
ー

周
波

数
）

１
１

内
Ｅ

Ｅ
Ｖ

＿
Ｐ

（
室

内
膨

張
弁

開
度

）
１

２
内

運
転

＿
Ｈ

（
室

内
運

転
積

算
時

間
）

２
１

外
気

＿
℃

（
外

気
温

度
）

２
２

Ｔ
Ｈ

Ｏ
-Ｒ

１
＿

℃
（

室
外

熱
交

セ
ン

サ
）

２
３

Ｔ
Ｈ

Ｏ
-Ｒ

２
＿

℃
（

室
外

熱
交

セ
ン

サ
）

２
４

圧
縮

機
＿

Ｈ
ｚ

（
圧

縮
機

周
波

数
）

２
５

Ｈ
Ｐ

＿
Ｍ

Ｐ
ａ

（
高

圧
）

２
６

Ｌ
Ｐ

＿
Ｍ

Ｐ
ａ

（
低

圧
）

２
７

Ｔ
ｄ

＿
℃

（
吐

出
管

温
度

）
２

８
２

９
ド

ー
ム

下
＿

℃
（

ド
ー

ム
下

温
度

）
Ｃ

Ｔ
＿

Ａ
（

Ｃ
Ｔ

電
流

）
３

０
Ｓ

Ｈ
制

御
＿

℃
（

Ｓ
Ｈ

制
御

値
）

３
１

Ｓ
Ｈ

＿
℃

（
実

Ｓ
Ｈ

）
 

３
２

Ｔ
Ｄ

Ｓ
Ｈ

＿
℃

（
実

Ｔ
Ｄ

Ｓ
Ｈ

）
３

３
保

護
制

御
Ｎ

ｏ
（

圧
縮

機
保

護
ス

テ
ー

タ
ス

Ｎ
ｏ

．
）

３
４

外
フ

ァ
ン

＿
速

（
室

外
フ

ァ
ン

速
調

）
３

５
６

３
Ｈ

１
６

３
（

Ｈ
１

Ｏ
Ｎ

/Ｏ
Ｆ

Ｆ
）

３
６

デ
フ

ロ
ス

ト
（

デ
フ

ロ
ス

ト
Ｏ

Ｎ
/Ｏ

Ｆ
Ｆ

）
３

７
圧

縮
機

＿
Ｈ

（
圧

縮
機

運
転

積
算

時
間

）
３

８
外

Ｅ
Ｅ

Ｖ
１

＿
Ｐ

（
室

外
膨

張
弁

開
度

Ｅ
Ｅ

Ｖ
Ｃ

）
３

９
外

Ｅ
Ｅ

Ｖ
２

＿
Ｐ

（
室

外
膨

張
弁

開
度

Ｅ
Ｅ

Ｖ
Ｈ

）

⑦
故
障
診
断
方
法

異
常

発
生

時
の

運
転

デ
ー

タ
を

記
憶

し
、

リ
モ

コ
ン

か
ら

異
常

運
転

デ
ー

タ
の

確
認

が
で

き
ま

す
。

デ
ー

タ
項

目
は

④
試

運
転

の
項

目
を

表
示

し
ま

す
。

※
機
種
に
よ
り
該
当
す
る
デ
ー
タ
が
な
い
も
の
は
、そ
の
項
目
は
表
示
さ
れ
ま
せ
ん
。

[操
作

手
順

]
１

．
点

検
ボ

タ
ン

を
押

し
ま

す
。

表
示

が
「

運
転

デ
ー

タ
表

示
▼

」
と

な
り

ま
す

。
２

．
▼

ボ
タ

ン
を

一
度

押
し

て
、「

エ
ラ

ー
デ

ー
タ

表
示

▲
」

に
切

換
え

ま
す

。
３

．
セ

ッ
ト

ボ
タ

ン
を

押
す

と
、

異
常

運
転

デ
ー

タ
表

示
モ

ー
ド

に
入

り
ま

す
。

表
の

下
以

、
は

合
場

の
台

１
が

ト
ッ

ニ
ユ

内
室

る
い

て
れ

さ
続

接
に

ン
コ

モ
リ 

．
４

示
と

な
り

ま
す

。
し

示
表

を
」

中
認

確
タ

ー
デ

「
と

ド
ー

コ
ー

ラ
エ

：
合

場
る

あ
が

歴
履

常
異 

①
　

　
ま

す
。

　
　

　
[例

]「
Ｅ

８
」（

エ
ラ

ー
コ

ー
ド

）
　

　
　「

デ
ー

タ
確

認
中

」（
デ

ー
タ

を
読

み
込

む
間

点
滅

表
示

）
。

い
さ

だ
く

み
進

お
へ

．
８

。
す

ま
れ

さ
示

表
が

タ
ー

デ
、

て
い

続 
　

　
　

を
ド

ー
モ

本
、

し
示

表
間

秒
３

を
」

し
な

常
異

「：
合

場
い

な
が

歴
履

常
異 

②
　

　
終

了
し

ま
す

。
の

下
以

、
は

合
場

の
台

数
複

が
ト

ッ
ニ

ユ
内

室
る

い
て

れ
さ

続
接

に
ン

コ
モ

リ 
．

５
表

示
と

な
り

ま
す

。
も

最
、

で
中

の
ト

ッ
ニ

ユ
内

室
る

い
て

れ
さ

続
接

：
合

場
る

あ
が

歴
履

常
異 

①
　

　
小

さ
い

室
内

ア
ド

レ
ス

番
号

と
そ

の
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

エ
ラ

ー
コ

ー
ド

を
表

示
し

ま
す

。
　

　
　

[例
]「

Ｅ
８

」「
内

０
０

０
▲

」（
点

滅
）

　
　

②
異

常
履

歴
が

な
い

場
合

：
ア

ド
レ

ス
番

号
表

示
の

み
と

な
り

ま
す

。
６

．
▲

 ▼
 ボ

タ
ン

で
、

表
示

し
た

い
室

内
ア

ド
レ

ス
を

選
び

ま
す

。
７

．
 セ

ッ
ト

に
よ

り
確

定
し

ま
す

。（
室

内
ア

ド
レ

ス
が

点
滅

か
ら

点
灯

に
変

わ
り

ま
す

。）
　

　
[例

]「
Ｅ

８
」

　
　

　
　「

内
０

０
０

」（
選

択
し

た
室

内
ア

ド
レ

ス
を

２
秒

間
点

灯
）

→
「

Ｅ
８

」
　

　「
デ

ー
タ

確
認

中
」（

デ
ー

タ
を

読
込

む
間

点
滅

表
示

）　
　

　
続

い
て

、
デ

ー
タ

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

　
　

異
常

履
歴

が
な

い
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
を

選
択

し
た

場
合

は
、「

異
常

な
し

」
を

３
秒

間
表

示
し

、
室

内
ア

ド
レ

ス
表

示
に

戻
り

ま
す

。
８

．
▲

 ▼
 ボ

タ
ン

に
よ

り
、

異
常

運
転

デ
ー

タ
を

確
認

で
き

ま
す

。
９

．
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
を

変
更

す
る

場
合

は
、

エ
ア

コ
ン

№
ボ

タ
ン

を
押

す
こ

と
に

よ
り

、
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
選

択
表

示
に

戻
り

ま
す

。
１

０
．

運
転

／
停

止
ボ

タ
ン

を
押

す
と

、
終

了
し

ま
す

。

　
設

定
の

途
中

で
、

リ
セ

ッ
ト

ボ
タ

ン
を

押
す

と
、

一
回

前
の

設
定

画
面

に
戻

り
ま

す
。

操
の

ら
か

ン
コ

モ
リ

子
（。

す
で

能
可

作
操

み
の

ン
コ

モ
リ

親
、

合
場

る
す

転
運

を
ト

ッ
ニ

ユ
内

室
で

台
２

ン
コ

モ
リ

、
は

認
確

の
タ

ー
デ

転
運

常
異 

◎
作

は
で

き
ま

せ
ん

。）

⑤
制
御
の
切
換

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

制
御

内
容

を
下

記
方

法
に

て
切

換
可

能
で

す
。（

　
　

　
は

工
場

出
荷

時
の

設
定

）
ス

イ
ッ

チ
Ｎｏ

．
Ｓ

Ｗ
２

Ｓ
Ｗ

５
－

１
Ｓ

Ｗ
５

－
２

Ｓ
Ｗ

６
－

１
～

４
Ｏ

Ｎ
運

転
チ

ェ
ッ

ク・
ド

レ
ン

ポ
ン

プ
試

運
転

Ｏ
ＦＦ

通
常

運
転

Ｓ
Ｗ

７
－

１

制
御

内
容

室
内

ア
ド

レ
ス（

０
－

Ｆｈ
）

親
/子

切
換（

プ
ル

ー
ラ

ル
/子

機
設

定
)

機
種

容
量

⑥
室
内
基
板
Ｃ
nＴ
コ
ネ
ク
タ
の
機
能

出
力

１
エ

ア
コ

ン
運

転
出

力（
エ

ア
コ

ン
Ｏ

Ｎ
時

Ｘ
Ｒ１

＝
Ｏ

Ｎ
）

出
力

２
暖

房
出

力
 

出
力

３
圧

縮
機

Ｏ
Ｎ

出
力（

圧
縮

機
Ｏ

Ｎ
時

Ｘ
Ｒ３

＝
Ｏ

Ｎ
）

出
力

４
エ

ア
コ

ン
点

検
出

力（
エ

ア
コ

ン
点

検
時

Ｘ
Ｒ４

＝
Ｏ

Ｎ
）

Ｘ
Ｒ５

  Ｏ
ＦＦ

⇒
Ｏ

Ｎ
  エ

ア
コ

ン
Ｏ

Ｎ
出

荷
時

 
Ｘ

Ｒ５
  Ｏ

Ｎ
⇒

Ｏ
ＦＦ

  エ
ア

コ
ン

Ｏ
ＦＦ

入
力

５

現
地

切
換

 
（

リ
モ

コ
ン

機
能

設
定

） 

Ｘ
Ｒ５

  Ｏ
ＦＦ

⇒
Ｏ

Ｎ
の

パ
ル

ス
信

号
に

よ
り

Ｏ
Ｎ

/Ｏ
ＦＦ

反
転

●
Ｘ

Ｒ
１

～
４
は

Ｄ
Ｃ

１
２

Ｖ
リ

レ
ー

（
オ

ム
ロ

ン
製

Ｌ
Ｙ

２
Ｆ

相
当

品
）

●
Ｘ

Ｒ
５

は
、

Ｄ
Ｃ

１
２

，
２

４
Ｖ

ま
た

は
１

０
０

Ｖ
リ

レ
ー

（
オ

ム
ロ

ン
製

Ｍ
Ｙ

２
Ｆ

相
当

品
）

 
●

Ｃ
nＴ

コ
ネ

ク
タ

（
現

地
側

）
メ

ー
カ

、
形

式
 

 
コ

ネ
ク

タ
：

モ
レ

ッ
ク

ス
製

 
５

２
６

４
－

０
６

 
 

端
子

 
 

：
モ

レ
ッ

ク
ス

製
 

５
２

６
３

Ｔ
 

●
機

能
 

●
遠

方
発

停
・

監
視

キ
ッ

ト
を

別
売

品
に

て
準

備
し

て
お

り
ま

す
の

で
ご

利
用

く
だ

さ
い

。
 

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

ア
カ

C
nT

（
青

・
6P

）

室
内

機
ユ

ニ
ット

制
御

箱

ク
ロ

X
R

1
X

R
1

X
R

2

X
R

3

X
R

4

X
R

2

X
R

3

X
R

5

X
R

4

X
R

5

キ ア
オ

チ
ャ

ダ
イ

シ
ロ

ク
ロ キ ア
オ

チ
ャ

ダ
イ

ダ
イ

コ
モ

ン

出
力

1

出
力

2

出
力

3

出
力

4

遠
方

発
停

ス
イ

ッ
チ

ま
た

は
タ

イ
マ

ー
接

点

A
C

10
0V

D
C

12
V

D
C

24
V

入
力

注（
1）

0.
3m

m
2 ×

2m

注（
1）

2m
よ

り
長

く
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

プ
リ

ント
基

板
遠

方
発

停
・

監
視

キ
ット

0.
75

m
m

2 ×
0.

2m 突
合

せ
形

接
続

子
（

適
用

範
囲

0.
75

～
1.

25
m

m
2 ）

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

エ
ラ

ー
コ

ー
ド

 
室

内
基

板
LE

D
リ

モ
コ

ン
表

示
赤（

点
検

）
緑（

正
常

）
内

 容

消
灯

連
続

点
滅

正
常

消
灯

消
灯

消
灯

 
電

源
部

不
良

、室
内

電
源

O
FF

ま
た

は
欠

相

消
灯

連
続

点
滅

リ
モ

コ
ン

→
室

内
基

板
伝

送
不

良
E

1
不

定
不

定
室

内
マ

イ
コ

ン
暴

走

E
5 

２
回

点
滅

連
続

点
滅

室
内

外
伝

送
不

良

E
6 

１
回

点
滅

連
続

点
滅

室
内

熱
交

セ
ン

サ
ー

断
線

・
短

絡

E
7 

１
回

点
滅

連
続

点
滅

室
内

吸
込

空
気

セ
ン

サ
ー

断
線

・
短

絡

E
8

１
回

点
滅

連
続

点
滅

暖
房

熱
交

温
度

異
常

 

E
9

１
回

点
滅

連
続

点
滅

フ
ロ

ート
ス

イ
ッ

チ
作

動（
FS

付
の

み
）

E
10

消
灯

連
続

点
滅

リ
モ

コ
ン

複
数

台
制

御
接

続
台

数
オ

ー
バ

ー

E
14

3回
消

灯
連

続
点

滅
親

子
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
間

通
信

異
常

E
16

１
回

点
滅

連
続

点
滅

フ
ァ

ン
モ

ー
タ

異
常

E
19

１
回

点
滅

連
続

点
滅

運
転

チ
ェ

ッ
ク

モ
ード

設
定

不
良

E
28

消
灯

連
続

点
滅

リ
モ

コ
ン

セ
ン

サ
ー

断
線

E
30

以
上

消
灯

連
続

点
滅

室
外

ユ
ニ

ット
点

検（
室

外
基

板
LE

D
点

検
）

３
回

点
滅

ユ
ニ

ッ
ト
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③据付前の準備の続き（ワイヤレス機のみ）③リモコンによる機能設定

機能設定

●リモコンと室内ユニットの各機能は、リモコンと室内ユニットを接続した際、
   標準的な使い方である初期設定に自動設定されます。
   標準的な使い方をする場合は、設定の変更は不要です。

   ただし、グリル昇降設定や、「○」印の初期設定を変更したい場合は、 　

   その機能番号の項目のみ、設定を変更してください。
室内ユニット複数台接続時のみ

   機能設定のながれは、右記の通りです。 室内ユニット№選択

   設定方法の詳細は、リモコンの据付説明書をご覧ください。 （注3） 　
01 ｸﾞﾘﾙ昇降設定 　 内000 02 高天井設定

昇降無効 ○ 内001 標準 ※
有効50Hz 50Hz地区で使用の場合 内002 高天井１ ※ （注2）
有効60Hz 60Hz地区で使用の場合 内003 高天井２

02 自動運転設定 内004 03 ﾌｨﾙﾀｰｻｲﾝ設定
自動運転有効 ※ 表示なし
自動運転無効 ※ 自動運転不可 設定１ ○ 180時間でﾌｨﾙﾀｰｻｲﾝを表示します。

03 温度設定 設定２ 　 600時間でﾌｨﾙﾀｰｻｲﾝを表示します。
温度設定有効 ○ 設定３ 1000時間でにﾌｨﾙﾀｰｻｲﾝを表示します。
温度設定禁止 温度設定操作禁止 設定４ 1000時間でﾌｨﾙﾀｰｻｲﾝを表示し、その後、24時間経過したら強制停止します。

04 運転切換
運転切換有効 ○ 4 ﾙｰﾊﾞ制御設定 室内機能「04ﾙｰﾊﾞ制御設定」を変更する場合は、
運転切換禁止 運転切換操作禁止 ﾘﾓｺﾝ機能「14ﾙｰﾊﾞ制御設定」も変更してください。

05 運転/停止 ﾙｰﾊﾞ4位置停止 ※ ﾙｰﾊﾞの停止位置は、４位置より選択します。
運転/停止有効 ○ ﾙｰﾊﾞﾌﾘｰ停止 ※ ﾙｰﾊﾞの停止位置は、任意の位置に停止します。
運転/停止禁止 運転／停止操作禁止 05 外部入力切替

06 風量切換 ﾚﾍﾞﾙ入力 ○
風量切換有効 ※ ﾊﾟﾙｽ入力
風量切換禁止 ※ 風量調整操作禁止 06 運転許可／禁止

07 風向切換 無効 ○
風向切換有効 ※ 有効 運転許可／禁止制御を有効にします。
風向切換禁止 ※ 風向調整操作禁止 07 緊急停止

08 タイマー 無効 ○ （マルチ室内ユニットのみ）
タイマー有効 ○ 有効 マルチ室内ユニットの場合、同一室外ユニットに接続された全室内ユニットを
タイマー禁止 タイマーボタンの操作無効 緊急停止させる時に使用します。

09 ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ設定 遠方発停端子「CNT－６」から停止信号が入った場合、全室内ユニットが
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ無効 ○ 緊急停止します。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効 室温補正＋3.0℃ 暖房時の設定温度を+3.0℃補正します。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ＋3.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効、且つ＋3.0℃温度補正する。 室温補正＋2.0℃ 暖房時の設定温度を+2.0℃補正します。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ＋2.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効、且つ＋2.0℃温度補正する。 08 暖房室温補正 室温補正＋1.0℃ 暖房時の設定温度を+1.0℃補正します。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ＋1.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効、且つ＋1.0℃温度補正する。 補正なし ○
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ－1.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効、且つ－1.0℃温度補正する。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ－2.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効、且つ－2.0℃温度補正する。 吸込補正＋2.0℃ 室内ユニットの吸込温度を+2.0℃補正します。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ－3.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効、且つ－3.0℃温度補正する。 吸込補正＋1.5℃ 室内ユニットの吸込温度を+1.5℃補正します。

10 停電補償設定 09 吸込温度補正 吸込補正＋1.0℃ 室内ユニットの吸込温度を+1.0℃補正します。
停電補償無効 ○ 補正なし ○
停電補償有効 吸込補正－1.0℃ 室内ユニットの吸込温度を‑1.0℃補正しま す。

11 換気設定 吸込補正－1.5℃ 室内ユニットの吸込温度を‑1.5℃補正しま す。
換気なし ○ 吸込補正－2.0℃ 室内ユニットの吸込温度を‑2.0℃補正しま す。

シングル機は室内基板CnT、マルチ機は室内基板CnDに 10 暖房ﾌｧﾝ制御
換気機器を接続すると、室内ユニットの運転に連動し、 弱風 ○ 暖房サーモOFF時、弱風で運転します。
換気機器の運転／停止を行います。 暖房サーモOFF時、設定風量で運転します。

換気連動なし シングル機は室内基板CnT、マルチ機は室内基板CnDに 電気集塵機を取り付けた場合は「設定風量」に設定してください。
換気機器を接続すると、換気ボタンの操作により、 間欠 暖房サーモOFF時、間欠運転します。

   　　　　 換気機器が単独で運転／停止を行います。 停止　 暖房サーモOFF時、ファンは停止します。
リモコンセンサ有効時は、自動的に「停止」に設定されます。

12 温度範囲設定 本体サーモの時は、設定しないでください。
温度設定範囲を変更した場合、設定温度表示は、
制御に追従し変化します。 11 フロスト防止温度 フロスト防止制御を作動させる室内熱交温度の切換。

注1：「※」印の初期設定は、接続される室内ユニットおよ び室外ユニットにより異なり、下記の通 表示変更無し 温度設定範囲を変更した場合、設定温度表示は、制御に追従せず、 温度　　　高
　　　り自動判別されます。 設定した温度のままとなります。 温度　　　低 ○ 　

13 室内ファン
３速HI‑ME‑LO ※ ﾌｧﾝ風量が、急‑ 強‑弱の３速と なります。 12 フロスト防止制御 シングル機のみ有効

ﾘﾓｺﾝ機能02 自動運転設定 自動運転有効 「自動」モード選択可能な機種 ２速HI‑L O ※ ﾌｧﾝ風量が、急‑弱の２速とな ります。 ﾌｧﾝ制御有効 ○ フロスト防止制御時に、室内ファンタップを上げます。
自動運転無効 「自動」モードの無い機種 ２速HI‑M E ﾌｧﾝ風量が、急‑ 強の２速となります。 ﾌｧﾝ制御無効

ﾘﾓｺﾝ機能06 風量切換 風量切換有効 室内ファンタップが2速または3速の機種 １速 ※ ﾌｧﾝ風量が１速のみで固定されます。 13 ドレンポンプ
風量切換無効 室内ファンタップが１速のみの機種 標準 ○ 冷房・除湿時ドレンポンプON

ﾘﾓｺﾝ機能07 風向切換 風向切換有効 オートスイングルーバ搭載機種 14 ﾙｰﾊﾞ制御設定 ﾘﾓｺﾝ機能「14ﾙｰﾊﾞ制御設定」を変更する場合は、 暖房 冷房・除湿＋暖房時ドレンポンプON
風向切換無効 その他 室内機能「04ﾙｰﾊﾞ制御設定」も合わせて変更してください。 暖房　　送風 冷房・除湿＋暖房＋送風時ドレンポンプON

ﾘﾓｺﾝ機能13 室内ファン 3速HI‑ME‑LO 室内ユニットファンタップ３速の機種 ﾙｰﾊﾞ４位置停止 ※ ﾙｰﾊﾞの停止位置は、４位置より選択します。 送風 冷房・除湿＋送風時ドレンポンプON
2速HI‑L O 室内 ファンタップ２速の機種 ﾙｰﾊﾞﾌﾘｰ停止 ※ ﾙｰﾊﾞの停止位置は、任意の位置に停止します。 14 冷房ファン運転
2速HI‑M E 15 冷専／ﾋｰﾎﾟﾝ 連動なし ○ 冷房停止、または冷房ｻｰﾓOFF後、ﾌｧﾝ残留運転なし。
1速 室内ファンタップが１速のみの機種 ヒーポン ※ 0.5時間 冷房停止、または冷房ｻｰﾓOFF後、0.5時間ﾌｧﾝ残留運転する。

ﾘﾓｺﾝ機能14 ﾙｰﾊﾞ制御設定 ﾙｰﾊﾞ4位置停止 床置FDF以外のｵｰﾄｽｲﾝｸﾞﾙｰﾊﾞ搭載機種 冷専 ※ １時間 冷房停止、または冷房ｻｰﾓOFF後、１時間ﾌｧﾝ残留運転する。
室内機能04 ﾙｰﾊﾞﾌﾘｰ停止 床置FDF 16 外部入力設定 ６時間 冷房停止、または冷房ｻｰﾓOFF後、６時間ﾌｧﾝ残留運転する。
ﾘﾓｺﾝ機能15 冷専／ヒーポン ヒーポン ヒーポン機 室内基板のCnTに外部入力すると、その室内ユニットが単独で 15 暖房ファン運転

冷専 冷専機 外部入力に従い運転します。 連動なし ○ 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、ﾌｧﾝ残留運転なし。
室内機能17 外機制御 圧力制御標準 給気処理室内ユニット以外 全台同一運転 室内基板のCnTに外部入力すると、同一リモコンネットワークの全台が 0.5時間 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、0.5時間ﾌｧﾝ残留運転する。

圧力制御切換 給気処理室内ユニット 外部入力に従い運転します。 ２時間 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、２時間ﾌｧﾝ残留運転する。
17 室温表示設定 ６時間 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、６時間ﾌｧﾝ残留運転する。

注2：高天井設定時のファンタップ 室温表示無し ○ 16 暖房ファン間欠
室温表示有り 通常の運転表示において、風量表示の代わりに室温を表示します。 連動なし ○

18 暖房準備表示
２０休５送風 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF時、ﾌｧﾝは20分OFF5分弱風の間欠運転。

表示有り ○
５休５送風 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF時、ﾌｧﾝは5分OFF5分弱風の間欠運転。

表示無し 暖房準備表示を出さない様にします。
17 外機制御 　

圧力制御標準 ※ 　
圧力制御切換 ※ 給気処理室内ユニットを接続すると、圧力制御切換に自動的に設定されます。

機種によって、初期設定が高天井設定の機種もあります。

注3：ツイン・トリプル・Ｗツイン機の場合、室内機能設定は親室内ユニット・子室内ユニット各々設定
　　　してください。ただし、「05外部入力切替」「06 運転許可／禁止」は親室内ユニットのみで設定可能です。

室内風量設定
ファンタップ

標準

高天井
1,2

高天井
設定

Hi‑Me‑Lo Hi‑Lo Hi‑Me

UH‑Hi‑Me UH‑M e

急‑強‑ 弱 急‑弱 急‑ 強

UH‑H i

ﾘﾓｺﾝ機能

機能設定

室内機能

設定風量

換気連動

表示変更有り ○

一台運転 ○

機能番号 項目 初期設定 機種

ラクリーナパネル使用時のご注意

初期設定では、リモコンはグリル昇降無効の設定となっています。 
ラクリーナパネルをご使用の場合は、必ずグリル昇降有効の設定をしてくだ
さい。  
据付地域の電源周波数に合わせ、50Hz 地区または 60Hz 地区のどちらかを 
選んで設定してください。 
 
【グリル昇降有効設定のしかた（簡易設定）】 
１． エアコン停止状態で、セット ボタンと グリル昇降 ボタンを 

同時に長押ししてください。 
   表示が「昇降無効」となります。 
 
 ２．▲ または ▼ ボタンにより設定を選択してください。 
   表示：「昇降無効」 ⇔ 「有効 50Hz」 ⇔ 「有効 60Hz」 
 
 ３．セット ボタンを押す 
   表示が「設定完了」となります。 その後リモコンは停止状態に戻ります。 

各制御の詳細は、技術資料等でご確認ください。

【機能設定のながれ】 

 

開始 ： エアコン停止状態でセット+運転切換ボタン同時 3 秒押し 

確定 ： セットボタンを押す 

戻る ：  リセットボタンを押す 

選択 ： ▲ ▼ボタンを押す 

終了 ： 運転／停止ボタンを押す 

     (設定の途中でも終了しますが、設定が完了していないもの

は無効になります。) 

「○」 ： 初期設定 

「※」 ： 自動判別 

設定方法の詳細は、リモコンの据付説明書をご覧ください。 

室内ユニットを変更して設定す

る場合は、エアコン№ボタンを

押すと、室内ユニット選択表示

(例：内 000)に戻ります。 

運転／停止ボタン 

(終了) 

エアコン停止状態で 

セット＋運転切換ボタン同時３秒押し 

(開始) 設定内容を記録して
保管してください。

（親リモコンのみ切換可能）

④試運転

リモコンを次の手順で操作してください。
１．冷房試運転の開始
　　①運転／停止ボタンを押して、運転します。
　　②運転切換ボタンにより、「冷房」を選択します。
　　③試運転ボタンを３秒以上押します。
　　　表示が、「冷房試運転▼」となります。
　　④「冷房試運転▼」の表示で、セットボタンを押すと、冷房試運転を開始します。
　　　表示は、「冷房試運転」となります。
２．冷房試運転の解除
　　下記のいずれかの操作が行われた時、冷房試運転は解除され、「冷房試運転」表示は消灯します。
　　①運転／停止ボタンが押された時。
　　②温度設定 ∧ ボタンが押された時。
　　③運転切換ボタンにより冷房以外のモードに変えた時。
　　④冷房試運転開始より、３０分経過した時。

冷房試運転方法

リモコン操作により、運転データの確認ができます。
[ 操作手順 ]
１．点検ボタンを押します。
　　表示が「運転データ表示▼」となります。
２．「運転データ表示▼」の表示で、セットボタンを押します。
３．リモコンに接続されている室内ユニットが１台の場合、
　　「データ確認中」表示となり、（データを読み込む間点滅表示）
　　その後、運転データ項目０１（右表）が表示されます。
　　７. へお進みください。
４．リモコンに接続されている室内ユニットが複数台の場合、

スレドア内室いさ小も最、で中のトッニユ内室るいてれさ続接 　　
が表示されます。

　　[ 例 ]「室内機選択」（１秒間点灯）「内０００▲」( 点滅 )
５．▲ ▼ ボタンで、表示したい室内アドレスを選びます。

わ変に灯点らか滅点がスレドア内室（。すまし定確りよにトッセ ．６
ります。）

　　「内００１」（選択した室内アドレスを２秒間点灯）
　　　　↓
　　「データ確認中」（データを読込む間点滅表示）
　　その後、運転データ項目０１が表示されます。

７．▲ ▼ ボタンにより、現在の運転データを確認できます。
　　表示される項目は右記の通りです。
　　※ 機種により該当するデータがないものは、その項目は表示さ

れません。
す押をンタボ．ｏＮンコアエ、は合場るす更変をトッニユ内室 ．８

ことにより、室内ユニット選択表示に戻ります。
９．運転／停止ボタンを押すと、終了します。

設定の途中で、リセットボタンを押すと、一回前の設定画面に戻り
ます。

場るす転運をトッニユ内室で台２ンコモリ、は認確のターデ転運 ◎
合、親リモコンのみ操作可能です。（子リモコンからの操作はでき
ません。）

運転データの確認方法

ドレンポンプ運転がリモコン操作により可能です。
リモコンを次の手順で操作してください。
１．ドレンポンプ強制運転の開始
　　①試運転ボタンを３秒以上押します。表示が「冷房試運転▼」となります。
　　②▼ボタンを一度押し、「ドレンポンプ運転 」を表示させます。
　　③セットボタンを押すと、ドレンポンプ運転を開始します。表示：「セットで停止」
２．ドレンポンプ運転の解除
　　①セットボタンまたは、運転／停止ボタンを押すと、ドレンポンプ強制運転を解除します。エアコンは停止状態となります。

◎リモコン２台で室内ユニットを運転する場合、親リモコンのみ操作可能です。（子リモコンからの操作はできません。）

ドレンポンプ試運転方法

番号 データ項目
０１ 冷房（運転モード）
０２ 設定＿℃（設定温度）
０３ 吸込＿℃（吸込温度） 
０４ リモコンセンサ＿℃（リモコンセンサ温度）
０５ ＴＨＩ-Ｒ１＿℃（室内熱交センサ/Ｕベンド）
０６ ＴＨＩ-Ｒ２＿℃（室内熱交センサ/キャピラリ）
０７ ＴＨＩ-Ｒ３＿℃（室内熱交センサ/ガスヘッダ）
０８ 内ファン＿速（室内ファン速調）
０９ 要求＿Ｈｚ（要求周波数）
１０ アンサー＿Ｈｚ（アンサー周波数）
１１ 内ＥＥＶ＿Ｐ（室内膨張弁開度）
１２ 内運転＿Ｈ（室内運転積算時間）
２１ 外気＿℃（外気温度）
２２ ＴＨＯ-Ｒ１＿℃（室外熱交センサ）
２３ ＴＨＯ-Ｒ２＿℃（室外熱交センサ）
２４ 圧縮機＿Ｈｚ（圧縮機周波数）
２５ ＨＰ＿ＭＰａ（高圧）
２６ ＬＰ＿ＭＰａ（低圧）
２７ Ｔｄ＿℃（吐出管温度）
２８
２９

ドーム下＿℃（ドーム下温度）
Ｃ Ｔ ＿ Ａ （ＣＴ電流）

３０ ＳＨ制御＿℃（ＳＨ制御値）
３１ ＳＨ＿℃（実ＳＨ） 
３２ ＴＤＳＨ＿℃（実ＴＤＳＨ）
３３ 保護制御Ｎｏ（圧縮機保護ステータスＮｏ．）
３４ 外ファン＿速（室外ファン速調）
３５ ６３Ｈ１６３（Ｈ１ＯＮ/ＯＦＦ）
３６ デフロスト（デフロストＯＮ/ＯＦＦ）
３７ 圧縮機＿Ｈ（圧縮機運転積算時間）
３８ 外ＥＥＶ１＿Ｐ（室外膨張弁開度ＥＥＶＣ）
３９ 外ＥＥＶ２＿Ｐ（室外膨張弁開度ＥＥＶＨ）

⑦故障診断方法
異常発生時の運転データを記憶し、リモコンから異常運転データの確認ができます。
データ項目は ④試運転 の項目を表示します。
※機種により該当するデータがないものは、その項目は表示されません。
[ 操作手順 ]
１．点検ボタンを押します。表示が「運転データ表示▼」となります。
２．▼ボタンを一度押して、「エラーデータ表示▲」に切換えます。
３．セットボタンを押すと、異常運転データ表示モードに入ります。

表の下以、は合場の台１がトッニユ内室るいてれさ続接にンコモリ ．４
示となります。

し示表を」中認確ターデ「とドーコーラエ：合場るあが歴履常異 ①　　
ます。

　　　[ 例 ]「Ｅ８」（エラーコード）
　　　「データ確認中」（データを読み込む間点滅表示）

。いさだくみ進おへ．８。すまれさ示表がターデ、てい続 　　　
をドーモ本、し示表間秒３を」しな常異「：合場いなが歴履常異 ②　　

終了します。
の下以、は合場の台数複がトッニユ内室るいてれさ続接にンコモリ ．５

表示となります。
も最、で中のトッニユ内室るいてれさ続接：合場るあが歴履常異 ①　　

小さい室内アドレス番号とその室内ユニットのエラーコードを表
示します。

　　　[ 例 ]「Ｅ８」「内０００▲」（点滅）
　　②異常履歴がない場合：アドレス番号表示のみとなります。
６．▲ ▼ ボタンで、表示したい室内アドレスを選びます。
７． セットにより確定します。（室内アドレスが点滅から点灯に変わります。）
　　[ 例 ]「Ｅ８」
　　　　「内０００」（選択した室内アドレスを２秒間点灯）→「Ｅ８」
　　「データ確認中」（データを読込む間点滅表示）　　　続いて、データが表示されます。
　　異常履歴がない室内ユニットを選択した場合は、「異常なし」を３秒間表示し、室内アドレス表示に戻ります。
８．▲ ▼ ボタンにより、異常運転データを確認できます。
９．室内ユニットを変更する場合は、エアコン№ボタンを押すことにより、室内ユニット選択表示に戻ります。
１０．運転／停止ボタンを押すと、終了します。

　設定の途中で、リセットボタンを押すと、一回前の設定画面に戻ります。
操のらかンコモリ子（。すで能可作操みのンコモリ親、合場るす転運をトッニユ内室で台２ンコモリ、は認確のターデ転運常異 ◎

作はできません。）

⑤制御の切換
●室内ユニットの制御内容を下記方法にて切換可能です。（　　　は工場出荷時の設定）

スイッチＮｏ．
ＳＷ２
ＳＷ５－１
ＳＷ５－２
ＳＷ６－１～４

ＯＮ 運転チェック・ドレンポンプ試運転
ＯＦＦ 通常運転

ＳＷ７－１

制御内容
室内アドレス（０－Ｆｈ）

親/子切換（プルーラル/子機設定)

機種容量

⑥室内基板ＣnＴコネクタの機能

出力１ エアコン運転出力（エアコンＯＮ時ＸＲ１＝ＯＮ）
出力２ 暖房出力 
出力３ 圧縮機ＯＮ出力（圧縮機ＯＮ時ＸＲ３＝ＯＮ）
出力４ エアコン点検出力（エアコン点検時ＸＲ４＝ＯＮ）

ＸＲ５  ＯＦＦ⇒ＯＮ  エアコンＯＮ出荷時 
ＸＲ５  ＯＮ⇒ＯＦＦ  エアコンＯＦＦ

入力５

現地切換 
（リモコン機能設定） 

ＸＲ５  ＯＦＦ⇒ＯＮのパルス信号
によりＯＮ/ＯＦＦ反転

●ＸＲ１～４はＤＣ１２Ｖリレー（オムロン製ＬＹ２Ｆ相当品）
●ＸＲ５は、ＤＣ１２，２４Ｖまたは１００Ｖリレー（オム

ロン製ＭＹ２Ｆ相当品） 
●ＣnＴコネクタ（現地側）メーカ、形式 
 コネクタ：モレックス製 ５２６４－０６ 
 端子  ：モレックス製 ５２６３Ｔ 
●機能 

●遠方発停・監視キットを別売品にて準備しておりますので
ご利用ください。 

1
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6

1

2

3

4

5

6

アカ

CnT
（青・6P）

室内機ユニット
制御箱

クロ XR1
XR1

XR2

XR3

XR4

XR2

XR3

XR5

XR4

XR5

キ

アオ

チャ

ダイ

シロ

クロ

キ

アオ

チャ

ダイ
ダイ

コモン

出力1

出力2

出力3

出力4

遠方発停スイッチ
またはタイマー接点

AC100V
DC12V
DC24V

入力

注（1）0.3mm2×2m

注（1）2mより長くしないでください。
プリント基板 遠方発停・監視キット

0.75mm2×0.2m

突合せ形接続子
（適用範囲0.75～1.25mm2）

室内ユニットエラーコード  
室内基板LEDリモコン

表示 赤（点検） 緑（正常）
内 容

消灯 連続点滅 正常
消灯

消灯 消灯 電源部不良、室内電源OFFまたは欠相

消灯 連続点滅 リモコン→室内基板伝送不良
E1

不定 不定 室内マイコン暴走

E5 ２回点滅 連続点滅 室内外伝送不良

E6 １回点滅 連続点滅 室内熱交センサー断線・短絡

E7 １回点滅 連続点滅 室内吸込空気センサー断線・短絡

E8 １回点滅 連続点滅 暖房熱交温度異常 

E9 １回点滅 連続点滅 フロートスイッチ作動（FS付のみ）

E10 消灯 連続点滅 リモコン複数台制御接続台数オーバー

E14 3回消灯 連続点滅 親子室内ユニット間通信異常

E16 １回点滅 連続点滅 ファンモータ異常

E19 １回点滅 連続点滅 運転チェックモード設定不良

E28 消灯 連続点滅 リモコンセンサー断線

E30以上 消灯 連続点滅 室外ユニット点検（室外基板LED点検）

３回点滅

ユニット

③据付前の準備の続き（ワイヤレス機のみ）③リモコンによる機能設定

機能設定

●リモコンと室内ユニットの各機能は、リモコンと室内ユニットを接続した際、
   標準的な使い方である初期設定に自動設定されます。
   標準的な使い方をする場合は、設定の変更は不要です。

   ただし、グリル昇降設定や、「○」印の初期設定を変更したい場合は、 　

   その機能番号の項目のみ、設定を変更してください。
室内ユニット複数台接続時のみ

   機能設定のながれは、右記の通りです。 室内ユニット№選択

   設定方法の詳細は、リモコンの据付説明書をご覧ください。 （注3） 　
01 ｸﾞﾘﾙ昇降設定 　 内000 02 高天井設定

昇降無効 ○ 内001 標準 ※
有効50Hz 50Hz地区で使用の場合 内002 高天井１ ※ （注2）
有効60Hz 60Hz地区で使用の場合 内003 高天井２

02 自動運転設定 内004 03 ﾌｨﾙﾀｰｻｲﾝ設定
自動運転有効 ※ 表示なし
自動運転無効 ※ 自動運転不可 設定１ ○ 180時間でﾌｨﾙﾀｰｻｲﾝを表示します。

03 温度設定 設定２ 　 600時間でﾌｨﾙﾀｰｻｲﾝを表示します。
温度設定有効 ○ 設定３ 1000時間でにﾌｨﾙﾀｰｻｲﾝを表示します。
温度設定禁止 温度設定操作禁止 設定４ 1000時間でﾌｨﾙﾀｰｻｲﾝを表示し、その後、24時間経過したら強制停止します。

04 運転切換
運転切換有効 ○ 4 ﾙｰﾊﾞ制御設定 室内機能「04ﾙｰﾊﾞ制御設定」を変更する場合は、
運転切換禁止 運転切換操作禁止 ﾘﾓｺﾝ機能「14ﾙｰﾊﾞ制御設定」も変更してください。

05 運転/停止 ﾙｰﾊﾞ4位置停止 ※ ﾙｰﾊﾞの停止位置は、４位置より選択します。
運転/停止有効 ○ ﾙｰﾊﾞﾌﾘｰ停止 ※ ﾙｰﾊﾞの停止位置は、任意の位置に停止します。
運転/停止禁止 運転／停止操作禁止 05 外部入力切替

06 風量切換 ﾚﾍﾞﾙ入力 ○
風量切換有効 ※ ﾊﾟﾙｽ入力
風量切換禁止 ※ 風量調整操作禁止 06 運転許可／禁止

07 風向切換 無効 ○
風向切換有効 ※ 有効 運転許可／禁止制御を有効にします。
風向切換禁止 ※ 風向調整操作禁止 07 緊急停止

08 タイマー 無効 ○ （マルチ室内ユニットのみ）
タイマー有効 ○ 有効 マルチ室内ユニットの場合、同一室外ユニットに接続された全室内ユニットを
タイマー禁止 タイマーボタンの操作無効 緊急停止させる時に使用します。

09 ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ設定 遠方発停端子「CNT－６」から停止信号が入った場合、全室内ユニットが
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ無効 ○ 緊急停止します。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効 室温補正＋3.0℃ 暖房時の設定温度を+3.0℃補正します。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ＋3.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効、且つ＋3.0℃温度補正する。 室温補正＋2.0℃ 暖房時の設定温度を+2.0℃補正します。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ＋2.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効、且つ＋2.0℃温度補正する。 08 暖房室温補正 室温補正＋1.0℃ 暖房時の設定温度を+1.0℃補正します。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ＋1.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効、且つ＋1.0℃温度補正する。 補正なし ○
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ－1.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効、且つ－1.0℃温度補正する。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ－2.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効、且つ－2.0℃温度補正する。 吸込補正＋2.0℃ 室内ユニットの吸込温度を+2.0℃補正します。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ－3.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効、且つ－3.0℃温度補正する。 吸込補正＋1.5℃ 室内ユニットの吸込温度を+1.5℃補正します。

10 停電補償設定 09 吸込温度補正 吸込補正＋1.0℃ 室内ユニットの吸込温度を+1.0℃補正します。
停電補償無効 ○ 補正なし ○
停電補償有効 吸込補正－1.0℃ 室内ユニットの吸込温度を‑1.0℃補正しま す。

11 換気設定 吸込補正－1.5℃ 室内ユニットの吸込温度を‑1.5℃補正しま す。
換気なし ○ 吸込補正－2.0℃ 室内ユニットの吸込温度を‑2.0℃補正しま す。

シングル機は室内基板CnT、マルチ機は室内基板CnDに 10 暖房ﾌｧﾝ制御
換気機器を接続すると、室内ユニットの運転に連動し、 弱風 ○ 暖房サーモOFF時、弱風で運転します。
換気機器の運転／停止を行います。 暖房サーモOFF時、設定風量で運転します。

換気連動なし シングル機は室内基板CnT、マルチ機は室内基板CnDに 電気集塵機を取り付けた場合は「設定風量」に設定してください。
換気機器を接続すると、換気ボタンの操作により、 間欠 暖房サーモOFF時、間欠運転します。

   　　　　 換気機器が単独で運転／停止を行います。 停止　 暖房サーモOFF時、ファンは停止します。
リモコンセンサ有効時は、自動的に「停止」に設定されます。

12 温度範囲設定 本体サーモの時は、設定しないでください。
温度設定範囲を変更した場合、設定温度表示は、
制御に追従し変化します。 11 フロスト防止温度 フロスト防止制御を作動させる室内熱交温度の切換。

注1：「※」印の初期設定は、接続される室内ユニットおよ び室外ユニットにより異なり、下記の通 表示変更無し 温度設定範囲を変更した場合、設定温度表示は、制御に追従せず、 温度　　　高
　　　り自動判別されます。 設定した温度のままとなります。 温度　　　低 ○ 　

13 室内ファン
３速HI‑ME‑LO ※ ﾌｧﾝ風量が、急‑ 強‑弱の３速と なります。 12 フロスト防止制御 シングル機のみ有効

ﾘﾓｺﾝ機能02 自動運転設定 自動運転有効 「自動」モード選択可能な機種 ２速HI‑L O ※ ﾌｧﾝ風量が、急‑弱の２速とな ります。 ﾌｧﾝ制御有効 ○ フロスト防止制御時に、室内ファンタップを上げます。
自動運転無効 「自動」モードの無い機種 ２速HI‑M E ﾌｧﾝ風量が、急‑ 強の２速となります。 ﾌｧﾝ制御無効

ﾘﾓｺﾝ機能06 風量切換 風量切換有効 室内ファンタップが2速または3速の機種 １速 ※ ﾌｧﾝ風量が１速のみで固定されます。 13 ドレンポンプ
風量切換無効 室内ファンタップが１速のみの機種 標準 ○ 冷房・除湿時ドレンポンプON

ﾘﾓｺﾝ機能07 風向切換 風向切換有効 オートスイングルーバ搭載機種 14 ﾙｰﾊﾞ制御設定 ﾘﾓｺﾝ機能「14ﾙｰﾊﾞ制御設定」を変更する場合は、 暖房 冷房・除湿＋暖房時ドレンポンプON
風向切換無効 その他 室内機能「04ﾙｰﾊﾞ制御設定」も合わせて変更してください。 暖房　　送風 冷房・除湿＋暖房＋送風時ドレンポンプON

ﾘﾓｺﾝ機能13 室内ファン 3速HI‑ME‑LO 室内ユニットファンタップ３速の機種 ﾙｰﾊﾞ４位置停止 ※ ﾙｰﾊﾞの停止位置は、４位置より選択します。 送風 冷房・除湿＋送風時ドレンポンプON
2速HI‑L O 室内 ファンタップ２速の機種 ﾙｰﾊﾞﾌﾘｰ停止 ※ ﾙｰﾊﾞの停止位置は、任意の位置に停止します。 14 冷房ファン運転
2速HI‑M E 15 冷専／ﾋｰﾎﾟﾝ 連動なし ○ 冷房停止、または冷房ｻｰﾓOFF後、ﾌｧﾝ残留運転なし。
1速 室内ファンタップが１速のみの機種 ヒーポン ※ 0.5時間 冷房停止、または冷房ｻｰﾓOFF後、0.5時間ﾌｧﾝ残留運転する。

ﾘﾓｺﾝ機能14 ﾙｰﾊﾞ制御設定 ﾙｰﾊﾞ4位置停止 床置FDF以外のｵｰﾄｽｲﾝｸﾞﾙｰﾊﾞ搭載機種 冷専 ※ １時間 冷房停止、または冷房ｻｰﾓOFF後、１時間ﾌｧﾝ残留運転する。
室内機能04 ﾙｰﾊﾞﾌﾘｰ停止 床置FDF 16 外部入力設定 ６時間 冷房停止、または冷房ｻｰﾓOFF後、６時間ﾌｧﾝ残留運転する。
ﾘﾓｺﾝ機能15 冷専／ヒーポン ヒーポン ヒーポン機 室内基板のCnTに外部入力すると、その室内ユニットが単独で 15 暖房ファン運転

冷専 冷専機 外部入力に従い運転します。 連動なし ○ 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、ﾌｧﾝ残留運転なし。
室内機能17 外機制御 圧力制御標準 給気処理室内ユニット以外 全台同一運転 室内基板のCnTに外部入力すると、同一リモコンネットワークの全台が 0.5時間 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、0.5時間ﾌｧﾝ残留運転する。

圧力制御切換 給気処理室内ユニット 外部入力に従い運転します。 ２時間 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、２時間ﾌｧﾝ残留運転する。
17 室温表示設定 ６時間 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、６時間ﾌｧﾝ残留運転する。

注2：高天井設定時のファンタップ 室温表示無し ○ 16 暖房ファン間欠
室温表示有り 通常の運転表示において、風量表示の代わりに室温を表示します。 連動なし ○

18 暖房準備表示
２０休５送風 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF時、ﾌｧﾝは20分OFF5分弱風の間欠運転。

表示有り ○
５休５送風 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF時、ﾌｧﾝは5分OFF5分弱風の間欠運転。

表示無し 暖房準備表示を出さない様にします。
17 外機制御 　

圧力制御標準 ※ 　
圧力制御切換 ※ 給気処理室内ユニットを接続すると、圧力制御切換に自動的に設定されます。

機種によって、初期設定が高天井設定の機種もあります。

注3：ツイン・トリプル・Ｗツイン機の場合、室内機能設定は親室内ユニット・子室内ユニット各々設定
　　　してください。ただし、「05外部入力切替」「06 運転許可／禁止」は親室内ユニットのみで設定可能です。

室内風量設定
ファンタップ

標準

高天井
1,2

高天井
設定

Hi‑Me‑Lo Hi‑Lo Hi‑Me

UH‑Hi‑Me UH‑M e

急‑強‑ 弱 急‑弱 急‑ 強

UH‑H i

ﾘﾓｺﾝ機能

機能設定

室内機能

設定風量

換気連動

表示変更有り ○

一台運転 ○

機能番号 項目 初期設定 機種

ラクリーナパネル使用時のご注意

初期設定では、リモコンはグリル昇降無効の設定となっています。 
ラクリーナパネルをご使用の場合は、必ずグリル昇降有効の設定をしてくだ
さい。  
据付地域の電源周波数に合わせ、50Hz 地区または 60Hz 地区のどちらかを 
選んで設定してください。 
 
【グリル昇降有効設定のしかた（簡易設定）】 
１． エアコン停止状態で、セット ボタンと グリル昇降 ボタンを 

同時に長押ししてください。 
   表示が「昇降無効」となります。 
 
 ２．▲ または ▼ ボタンにより設定を選択してください。 
   表示：「昇降無効」 ⇔ 「有効 50Hz」 ⇔ 「有効 60Hz」 
 
 ３．セット ボタンを押す 
   表示が「設定完了」となります。 その後リモコンは停止状態に戻ります。 

各制御の詳細は、技術資料等でご確認ください。

【機能設定のながれ】 

 

開始 ： エアコン停止状態でセット+運転切換ボタン同時 3 秒押し 

確定 ： セットボタンを押す 

戻る ：  リセットボタンを押す 

選択 ： ▲ ▼ボタンを押す 

終了 ： 運転／停止ボタンを押す 

     (設定の途中でも終了しますが、設定が完了していないもの

は無効になります。) 

「○」 ： 初期設定 

「※」 ： 自動判別 

設定方法の詳細は、リモコンの据付説明書をご覧ください。 

室内ユニットを変更して設定す

る場合は、エアコン№ボタンを

押すと、室内ユニット選択表示

(例：内 000)に戻ります。 

運転／停止ボタン 

(終了) 

エアコン停止状態で 

セット＋運転切換ボタン同時３秒押し 

(開始) 設定内容を記録して
保管してください。

（親リモコンのみ切換可能）

④試運転

リモコンを次の手順で操作してください。
１．冷房試運転の開始
　　①運転／停止ボタンを押して、運転します。
　　②運転切換ボタンにより、「冷房」を選択します。
　　③試運転ボタンを３秒以上押します。
　　　表示が、「冷房試運転▼」となります。
　　④「冷房試運転▼」の表示で、セットボタンを押すと、冷房試運転を開始します。
　　　表示は、「冷房試運転」となります。
２．冷房試運転の解除
　　下記のいずれかの操作が行われた時、冷房試運転は解除され、「冷房試運転」表示は消灯します。
　　①運転／停止ボタンが押された時。
　　②温度設定 ∧ ボタンが押された時。
　　③運転切換ボタンにより冷房以外のモードに変えた時。
　　④冷房試運転開始より、３０分経過した時。

冷房試運転方法

リモコン操作により、運転データの確認ができます。
[ 操作手順 ]
１．点検ボタンを押します。
　　表示が「運転データ表示▼」となります。
２．「運転データ表示▼」の表示で、セットボタンを押します。
３．リモコンに接続されている室内ユニットが１台の場合、
　　「データ確認中」表示となり、（データを読み込む間点滅表示）
　　その後、運転データ項目０１（右表）が表示されます。
　　７. へお進みください。
４．リモコンに接続されている室内ユニットが複数台の場合、

スレドア内室いさ小も最、で中のトッニユ内室るいてれさ続接 　　
が表示されます。

　　[ 例 ]「室内機選択」（１秒間点灯）「内０００▲」( 点滅 )
５．▲ ▼ ボタンで、表示したい室内アドレスを選びます。

わ変に灯点らか滅点がスレドア内室（。すまし定確りよにトッセ ．６
ります。）

　　「内００１」（選択した室内アドレスを２秒間点灯）
　　　　↓
　　「データ確認中」（データを読込む間点滅表示）
　　その後、運転データ項目０１が表示されます。

７．▲ ▼ ボタンにより、現在の運転データを確認できます。
　　表示される項目は右記の通りです。
　　※ 機種により該当するデータがないものは、その項目は表示さ

れません。
す押をンタボ．ｏＮンコアエ、は合場るす更変をトッニユ内室 ．８

ことにより、室内ユニット選択表示に戻ります。
９．運転／停止ボタンを押すと、終了します。

設定の途中で、リセットボタンを押すと、一回前の設定画面に戻り
ます。

場るす転運をトッニユ内室で台２ンコモリ、は認確のターデ転運 ◎
合、親リモコンのみ操作可能です。（子リモコンからの操作はでき
ません。）

運転データの確認方法

ドレンポンプ運転がリモコン操作により可能です。
リモコンを次の手順で操作してください。
１．ドレンポンプ強制運転の開始
　　①試運転ボタンを３秒以上押します。表示が「冷房試運転▼」となります。
　　②▼ボタンを一度押し、「ドレンポンプ運転 」を表示させます。
　　③セットボタンを押すと、ドレンポンプ運転を開始します。表示：「セットで停止」
２．ドレンポンプ運転の解除
　　①セットボタンまたは、運転／停止ボタンを押すと、ドレンポンプ強制運転を解除します。エアコンは停止状態となります。

◎リモコン２台で室内ユニットを運転する場合、親リモコンのみ操作可能です。（子リモコンからの操作はできません。）

ドレンポンプ試運転方法

番号 データ項目
０１ 冷房（運転モード）
０２ 設定＿℃（設定温度）
０３ 吸込＿℃（吸込温度） 
０４ リモコンセンサ＿℃（リモコンセンサ温度）
０５ ＴＨＩ-Ｒ１＿℃（室内熱交センサ/Ｕベンド）
０６ ＴＨＩ-Ｒ２＿℃（室内熱交センサ/キャピラリ）
０７ ＴＨＩ-Ｒ３＿℃（室内熱交センサ/ガスヘッダ）
０８ 内ファン＿速（室内ファン速調）
０９ 要求＿Ｈｚ（要求周波数）
１０ アンサー＿Ｈｚ（アンサー周波数）
１１ 内ＥＥＶ＿Ｐ（室内膨張弁開度）
１２ 内運転＿Ｈ（室内運転積算時間）
２１ 外気＿℃（外気温度）
２２ ＴＨＯ-Ｒ１＿℃（室外熱交センサ）
２３ ＴＨＯ-Ｒ２＿℃（室外熱交センサ）
２４ 圧縮機＿Ｈｚ（圧縮機周波数）
２５ ＨＰ＿ＭＰａ（高圧）
２６ ＬＰ＿ＭＰａ（低圧）
２７ Ｔｄ＿℃（吐出管温度）
２８
２９

ドーム下＿℃（ドーム下温度）
Ｃ Ｔ ＿ Ａ （ＣＴ電流）

３０ ＳＨ制御＿℃（ＳＨ制御値）
３１ ＳＨ＿℃（実ＳＨ） 
３２ ＴＤＳＨ＿℃（実ＴＤＳＨ）
３３ 保護制御Ｎｏ（圧縮機保護ステータスＮｏ．）
３４ 外ファン＿速（室外ファン速調）
３５ ６３Ｈ１６３（Ｈ１ＯＮ/ＯＦＦ）
３６ デフロスト（デフロストＯＮ/ＯＦＦ）
３７ 圧縮機＿Ｈ（圧縮機運転積算時間）
３８ 外ＥＥＶ１＿Ｐ（室外膨張弁開度ＥＥＶＣ）
３９ 外ＥＥＶ２＿Ｐ（室外膨張弁開度ＥＥＶＨ）

⑦故障診断方法
異常発生時の運転データを記憶し、リモコンから異常運転データの確認ができます。
データ項目は ④試運転 の項目を表示します。
※機種により該当するデータがないものは、その項目は表示されません。
[ 操作手順 ]
１．点検ボタンを押します。表示が「運転データ表示▼」となります。
２．▼ボタンを一度押して、「エラーデータ表示▲」に切換えます。
３．セットボタンを押すと、異常運転データ表示モードに入ります。

表の下以、は合場の台１がトッニユ内室るいてれさ続接にンコモリ ．４
示となります。

し示表を」中認確ターデ「とドーコーラエ：合場るあが歴履常異 ①　　
ます。

　　　[ 例 ]「Ｅ８」（エラーコード）
　　　「データ確認中」（データを読み込む間点滅表示）

。いさだくみ進おへ．８。すまれさ示表がターデ、てい続 　　　
をドーモ本、し示表間秒３を」しな常異「：合場いなが歴履常異 ②　　

終了します。
の下以、は合場の台数複がトッニユ内室るいてれさ続接にンコモリ ．５

表示となります。
も最、で中のトッニユ内室るいてれさ続接：合場るあが歴履常異 ①　　

小さい室内アドレス番号とその室内ユニットのエラーコードを表
示します。

　　　[ 例 ]「Ｅ８」「内０００▲」（点滅）
　　②異常履歴がない場合：アドレス番号表示のみとなります。
６．▲ ▼ ボタンで、表示したい室内アドレスを選びます。
７． セットにより確定します。（室内アドレスが点滅から点灯に変わります。）
　　[ 例 ]「Ｅ８」
　　　　「内０００」（選択した室内アドレスを２秒間点灯）→「Ｅ８」
　　「データ確認中」（データを読込む間点滅表示）　　　続いて、データが表示されます。
　　異常履歴がない室内ユニットを選択した場合は、「異常なし」を３秒間表示し、室内アドレス表示に戻ります。
８．▲ ▼ ボタンにより、異常運転データを確認できます。
９．室内ユニットを変更する場合は、エアコン№ボタンを押すことにより、室内ユニット選択表示に戻ります。
１０．運転／停止ボタンを押すと、終了します。

　設定の途中で、リセットボタンを押すと、一回前の設定画面に戻ります。
操のらかンコモリ子（。すで能可作操みのンコモリ親、合場るす転運をトッニユ内室で台２ンコモリ、は認確のターデ転運常異 ◎

作はできません。）

⑤制御の切換
●室内ユニットの制御内容を下記方法にて切換可能です。（　　　は工場出荷時の設定）

スイッチＮｏ．
ＳＷ２
ＳＷ５－１
ＳＷ５－２
ＳＷ６－１～４

ＯＮ 運転チェック・ドレンポンプ試運転
ＯＦＦ 通常運転

ＳＷ７－１

制御内容
室内アドレス（０－Ｆｈ）

親/子切換（プルーラル/子機設定)

機種容量

⑥室内基板ＣnＴコネクタの機能

出力１ エアコン運転出力（エアコンＯＮ時ＸＲ１＝ＯＮ）
出力２ 暖房出力 
出力３ 圧縮機ＯＮ出力（圧縮機ＯＮ時ＸＲ３＝ＯＮ）
出力４ エアコン点検出力（エアコン点検時ＸＲ４＝ＯＮ）

ＸＲ５  ＯＦＦ⇒ＯＮ  エアコンＯＮ出荷時 
ＸＲ５  ＯＮ⇒ＯＦＦ  エアコンＯＦＦ

入力５

現地切換 
（リモコン機能設定） 

ＸＲ５  ＯＦＦ⇒ＯＮのパルス信号
によりＯＮ/ＯＦＦ反転

●ＸＲ１～４はＤＣ１２Ｖリレー（オムロン製ＬＹ２Ｆ相当品）
●ＸＲ５は、ＤＣ１２，２４Ｖまたは１００Ｖリレー（オム

ロン製ＭＹ２Ｆ相当品） 
●ＣnＴコネクタ（現地側）メーカ、形式 
 コネクタ：モレックス製 ５２６４－０６ 
 端子  ：モレックス製 ５２６３Ｔ 
●機能 

●遠方発停・監視キットを別売品にて準備しておりますので
ご利用ください。 

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

アカ

CnT
（青・6P）

室内機ユニット
制御箱

クロ XR1
XR1

XR2

XR3

XR4

XR2

XR3

XR5

XR4

XR5

キ

アオ

チャ

ダイ

シロ

クロ

キ

アオ

チャ

ダイ
ダイ

コモン

出力1

出力2

出力3

出力4

遠方発停スイッチ
またはタイマー接点

AC100V
DC12V
DC24V

入力

注（1）0.3mm2×2m

注（1）2mより長くしないでください。
プリント基板 遠方発停・監視キット

0.75mm2×0.2m

突合せ形接続子
（適用範囲0.75～1.25mm2）

室内ユニットエラーコード  
室内基板LEDリモコン

表示 赤（点検） 緑（正常）
内 容

消灯 連続点滅 正常
消灯

消灯 消灯 電源部不良、室内電源OFFまたは欠相

消灯 連続点滅 リモコン→室内基板伝送不良
E1

不定 不定 室内マイコン暴走

E5 ２回点滅 連続点滅 室内外伝送不良

E6 １回点滅 連続点滅 室内熱交センサー断線・短絡

E7 １回点滅 連続点滅 室内吸込空気センサー断線・短絡

E8 １回点滅 連続点滅 暖房熱交温度異常 

E9 １回点滅 連続点滅 フロートスイッチ作動（FS付のみ）

E10 消灯 連続点滅 リモコン複数台制御接続台数オーバー

E14 3回消灯 連続点滅 親子室内ユニット間通信異常

E16 １回点滅 連続点滅 ファンモータ異常

E19 １回点滅 連続点滅 運転チェックモード設定不良

E28 消灯 連続点滅 リモコンセンサー断線

E30以上 消灯 連続点滅 室外ユニット点検（室外基板LED点検）

３回点滅

ユニット
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③据付前の準備の続き（ワイヤレス機のみ）③リモコンによる機能設定

機能設定

●リモコンと室内ユニットの各機能は、リモコンと室内ユニットを接続した際、
   標準的な使い方である初期設定に自動設定されます。
   標準的な使い方をする場合は、設定の変更は不要です。

   ただし、グリル昇降設定や、「○」印の初期設定を変更したい場合は、 　

   その機能番号の項目のみ、設定を変更してください。
室内ユニット複数台接続時のみ

   機能設定のながれは、右記の通りです。 室内ユニット№選択

   設定方法の詳細は、リモコンの据付説明書をご覧ください。 （注3） 　
01 ｸﾞﾘﾙ昇降設定 　 内000 02 高天井設定

昇降無効 ○ 内001 標準 ※
有効50Hz 50Hz地区で使用の場合 内002 高天井１ ※ （注2）
有効60Hz 60Hz地区で使用の場合 内003 高天井２

02 自動運転設定 内004 03 ﾌｨﾙﾀｰｻｲﾝ設定
自動運転有効 ※ 表示なし
自動運転無効 ※ 自動運転不可 設定１ ○ 180時間でﾌｨﾙﾀｰｻｲﾝを表示します。

03 温度設定 設定２ 　 600時間でﾌｨﾙﾀｰｻｲﾝを表示します。
温度設定有効 ○ 設定３ 1000時間でにﾌｨﾙﾀｰｻｲﾝを表示します。
温度設定禁止 温度設定操作禁止 設定４ 1000時間でﾌｨﾙﾀｰｻｲﾝを表示し、その後、24時間経過したら強制停止します。

04 運転切換
運転切換有効 ○ 4 ﾙｰﾊﾞ制御設定 室内機能「04ﾙｰﾊﾞ制御設定」を変更する場合は、
運転切換禁止 運転切換操作禁止 ﾘﾓｺﾝ機能「14ﾙｰﾊﾞ制御設定」も変更してください。

05 運転/停止 ﾙｰﾊﾞ4位置停止 ※ ﾙｰﾊﾞの停止位置は、４位置より選択します。
運転/停止有効 ○ ﾙｰﾊﾞﾌﾘｰ停止 ※ ﾙｰﾊﾞの停止位置は、任意の位置に停止します。
運転/停止禁止 運転／停止操作禁止 05 外部入力切替

06 風量切換 ﾚﾍﾞﾙ入力 ○
風量切換有効 ※ ﾊﾟﾙｽ入力
風量切換禁止 ※ 風量調整操作禁止 06 運転許可／禁止

07 風向切換 無効 ○
風向切換有効 ※ 有効 運転許可／禁止制御を有効にします。
風向切換禁止 ※ 風向調整操作禁止 07 緊急停止

08 タイマー 無効 ○ （マルチ室内ユニットのみ）
タイマー有効 ○ 有効 マルチ室内ユニットの場合、同一室外ユニットに接続された全室内ユニットを
タイマー禁止 タイマーボタンの操作無効 緊急停止させる時に使用します。

09 ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ設定 遠方発停端子「CNT－６」から停止信号が入った場合、全室内ユニットが
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ無効 ○ 緊急停止します。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効 室温補正＋3.0℃ 暖房時の設定温度を+3.0℃補正します。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ＋3.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効、且つ＋3.0℃温度補正する。 室温補正＋2.0℃ 暖房時の設定温度を+2.0℃補正します。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ＋2.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効、且つ＋2.0℃温度補正する。 08 暖房室温補正 室温補正＋1.0℃ 暖房時の設定温度を+1.0℃補正します。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ＋1.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効、且つ＋1.0℃温度補正する。 補正なし ○
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ－1.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効、且つ－1.0℃温度補正する。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ－2.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効、且つ－2.0℃温度補正する。 吸込補正＋2.0℃ 室内ユニットの吸込温度を+2.0℃補正します。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ－3.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効、且つ－3.0℃温度補正する。 吸込補正＋1.5℃ 室内ユニットの吸込温度を+1.5℃補正します。

10 停電補償設定 09 吸込温度補正 吸込補正＋1.0℃ 室内ユニットの吸込温度を+1.0℃補正します。
停電補償無効 ○ 補正なし ○
停電補償有効 吸込補正－1.0℃ 室内ユニットの吸込温度を‑1.0℃補正しま す。

11 換気設定 吸込補正－1.5℃ 室内ユニットの吸込温度を‑1.5℃補正しま す。
換気なし ○ 吸込補正－2.0℃ 室内ユニットの吸込温度を‑2.0℃補正しま す。

シングル機は室内基板CnT、マルチ機は室内基板CnDに 10 暖房ﾌｧﾝ制御
換気機器を接続すると、室内ユニットの運転に連動し、 弱風 ○ 暖房サーモOFF時、弱風で運転します。
換気機器の運転／停止を行います。 暖房サーモOFF時、設定風量で運転します。

換気連動なし シングル機は室内基板CnT、マルチ機は室内基板CnDに 電気集塵機を取り付けた場合は「設定風量」に設定してください。
換気機器を接続すると、換気ボタンの操作により、 間欠 暖房サーモOFF時、間欠運転します。

   　　　　 換気機器が単独で運転／停止を行います。 停止　 暖房サーモOFF時、ファンは停止します。
リモコンセンサ有効時は、自動的に「停止」に設定されます。

12 温度範囲設定 本体サーモの時は、設定しないでください。
温度設定範囲を変更した場合、設定温度表示は、
制御に追従し変化します。 11 フロスト防止温度 フロスト防止制御を作動させる室内熱交温度の切換。

注1：「※」印の初期設定は、接続される室内ユニットおよ び室外ユニットにより異なり、下記の通 表示変更無し 温度設定範囲を変更した場合、設定温度表示は、制御に追従せず、 温度　　　高
　　　り自動判別されます。 設定した温度のままとなります。 温度　　　低 ○ 　

13 室内ファン
３速HI‑ME‑LO ※ ﾌｧﾝ風量が、急‑ 強‑弱の３速と なります。 12 フロスト防止制御 シングル機のみ有効

ﾘﾓｺﾝ機能02 自動運転設定 自動運転有効 「自動」モード選択可能な機種 ２速HI‑L O ※ ﾌｧﾝ風量が、急‑弱の２速とな ります。 ﾌｧﾝ制御有効 ○ フロスト防止制御時に、室内ファンタップを上げます。
自動運転無効 「自動」モードの無い機種 ２速HI‑M E ﾌｧﾝ風量が、急‑ 強の２速となります。 ﾌｧﾝ制御無効

ﾘﾓｺﾝ機能06 風量切換 風量切換有効 室内ファンタップが2速または3速の機種 １速 ※ ﾌｧﾝ風量が１速のみで固定されます。 13 ドレンポンプ
風量切換無効 室内ファンタップが１速のみの機種 標準 ○ 冷房・除湿時ドレンポンプON

ﾘﾓｺﾝ機能07 風向切換 風向切換有効 オートスイングルーバ搭載機種 14 ﾙｰﾊﾞ制御設定 ﾘﾓｺﾝ機能「14ﾙｰﾊﾞ制御設定」を変更する場合は、 暖房 冷房・除湿＋暖房時ドレンポンプON
風向切換無効 その他 室内機能「04ﾙｰﾊﾞ制御設定」も合わせて変更してください。 暖房　　送風 冷房・除湿＋暖房＋送風時ドレンポンプON

ﾘﾓｺﾝ機能13 室内ファン 3速HI‑ME‑LO 室内ユニットファンタップ３速の機種 ﾙｰﾊﾞ４位置停止 ※ ﾙｰﾊﾞの停止位置は、４位置より選択します。 送風 冷房・除湿＋送風時ドレンポンプON
2速HI‑L O 室内 ファンタップ２速の機種 ﾙｰﾊﾞﾌﾘｰ停止 ※ ﾙｰﾊﾞの停止位置は、任意の位置に停止します。 14 冷房ファン運転
2速HI‑M E 15 冷専／ﾋｰﾎﾟﾝ 連動なし ○ 冷房停止、または冷房ｻｰﾓOFF後、ﾌｧﾝ残留運転なし。
1速 室内ファンタップが１速のみの機種 ヒーポン ※ 0.5時間 冷房停止、または冷房ｻｰﾓOFF後、0.5時間ﾌｧﾝ残留運転する。

ﾘﾓｺﾝ機能14 ﾙｰﾊﾞ制御設定 ﾙｰﾊﾞ4位置停止 床置FDF以外のｵｰﾄｽｲﾝｸﾞﾙｰﾊﾞ搭載機種 冷専 ※ １時間 冷房停止、または冷房ｻｰﾓOFF後、１時間ﾌｧﾝ残留運転する。
室内機能04 ﾙｰﾊﾞﾌﾘｰ停止 床置FDF 16 外部入力設定 ６時間 冷房停止、または冷房ｻｰﾓOFF後、６時間ﾌｧﾝ残留運転する。
ﾘﾓｺﾝ機能15 冷専／ヒーポン ヒーポン ヒーポン機 室内基板のCnTに外部入力すると、その室内ユニットが単独で 15 暖房ファン運転

冷専 冷専機 外部入力に従い運転します。 連動なし ○ 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、ﾌｧﾝ残留運転なし。
室内機能17 外機制御 圧力制御標準 給気処理室内ユニット以外 全台同一運転 室内基板のCnTに外部入力すると、同一リモコンネットワークの全台が 0.5時間 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、0.5時間ﾌｧﾝ残留運転する。

圧力制御切換 給気処理室内ユニット 外部入力に従い運転します。 ２時間 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、２時間ﾌｧﾝ残留運転する。
17 室温表示設定 ６時間 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、６時間ﾌｧﾝ残留運転する。

注2：高天井設定時のファンタップ 室温表示無し ○ 16 暖房ファン間欠
室温表示有り 通常の運転表示において、風量表示の代わりに室温を表示します。 連動なし ○

18 暖房準備表示
２０休５送風 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF時、ﾌｧﾝは20分OFF5分弱風の間欠運転。

表示有り ○
５休５送風 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF時、ﾌｧﾝは5分OFF5分弱風の間欠運転。

表示無し 暖房準備表示を出さない様にします。
17 外機制御 　

圧力制御標準 ※ 　
圧力制御切換 ※ 給気処理室内ユニットを接続すると、圧力制御切換に自動的に設定されます。

機種によって、初期設定が高天井設定の機種もあります。

注3：ツイン・トリプル・Ｗツイン機の場合、室内機能設定は親室内ユニット・子室内ユニット各々設定
　　　してください。ただし、「05外部入力切替」「06 運転許可／禁止」は親室内ユニットのみで設定可能です。

室内風量設定
ファンタップ

標準

高天井
1,2

高天井
設定

Hi‑Me‑Lo Hi‑Lo Hi‑Me

UH‑Hi‑Me UH‑M e

急‑強‑ 弱 急‑弱 急‑ 強

UH‑H i

ﾘﾓｺﾝ機能

機能設定

室内機能

設定風量

換気連動

表示変更有り ○

一台運転 ○

機能番号 項目 初期設定 機種

ラクリーナパネル使用時のご注意

初期設定では、リモコンはグリル昇降無効の設定となっています。 
ラクリーナパネルをご使用の場合は、必ずグリル昇降有効の設定をしてくだ
さい。  
据付地域の電源周波数に合わせ、50Hz 地区または 60Hz 地区のどちらかを 
選んで設定してください。 
 
【グリル昇降有効設定のしかた（簡易設定）】 
１． エアコン停止状態で、セット ボタンと グリル昇降 ボタンを 

同時に長押ししてください。 
   表示が「昇降無効」となります。 
 
 ２．▲ または ▼ ボタンにより設定を選択してください。 
   表示：「昇降無効」 ⇔ 「有効 50Hz」 ⇔ 「有効 60Hz」 
 
 ３．セット ボタンを押す 
   表示が「設定完了」となります。 その後リモコンは停止状態に戻ります。 

各制御の詳細は、技術資料等でご確認ください。

【機能設定のながれ】 

 

開始 ： エアコン停止状態でセット+運転切換ボタン同時 3 秒押し 

確定 ： セットボタンを押す 

戻る ：  リセットボタンを押す 

選択 ： ▲ ▼ボタンを押す 

終了 ： 運転／停止ボタンを押す 

     (設定の途中でも終了しますが、設定が完了していないもの

は無効になります。) 

「○」 ： 初期設定 

「※」 ： 自動判別 

設定方法の詳細は、リモコンの据付説明書をご覧ください。 

室内ユニットを変更して設定す

る場合は、エアコン№ボタンを

押すと、室内ユニット選択表示

(例：内 000)に戻ります。 

運転／停止ボタン 

(終了) 

エアコン停止状態で 

セット＋運転切換ボタン同時３秒押し 

(開始) 設定内容を記録して
保管してください。

（親リモコンのみ切換可能）

④試運転

リモコンを次の手順で操作してください。
１．冷房試運転の開始
　　①運転／停止ボタンを押して、運転します。
　　②運転切換ボタンにより、「冷房」を選択します。
　　③試運転ボタンを３秒以上押します。
　　　表示が、「冷房試運転▼」となります。
　　④「冷房試運転▼」の表示で、セットボタンを押すと、冷房試運転を開始します。
　　　表示は、「冷房試運転」となります。
２．冷房試運転の解除
　　下記のいずれかの操作が行われた時、冷房試運転は解除され、「冷房試運転」表示は消灯します。
　　①運転／停止ボタンが押された時。
　　②温度設定 ∧ ボタンが押された時。
　　③運転切換ボタンにより冷房以外のモードに変えた時。
　　④冷房試運転開始より、３０分経過した時。

冷房試運転方法

リモコン操作により、運転データの確認ができます。
[ 操作手順 ]
１．点検ボタンを押します。
　　表示が「運転データ表示▼」となります。
２．「運転データ表示▼」の表示で、セットボタンを押します。
３．リモコンに接続されている室内ユニットが１台の場合、
　　「データ確認中」表示となり、（データを読み込む間点滅表示）
　　その後、運転データ項目０１（右表）が表示されます。
　　７. へお進みください。
４．リモコンに接続されている室内ユニットが複数台の場合、

スレドア内室いさ小も最、で中のトッニユ内室るいてれさ続接 　　
が表示されます。

　　[ 例 ]「室内機選択」（１秒間点灯）「内０００▲」( 点滅 )
５．▲ ▼ ボタンで、表示したい室内アドレスを選びます。

わ変に灯点らか滅点がスレドア内室（。すまし定確りよにトッセ ．６
ります。）

　　「内００１」（選択した室内アドレスを２秒間点灯）
　　　　↓
　　「データ確認中」（データを読込む間点滅表示）
　　その後、運転データ項目０１が表示されます。

７．▲ ▼ ボタンにより、現在の運転データを確認できます。
　　表示される項目は右記の通りです。
　　※ 機種により該当するデータがないものは、その項目は表示さ

れません。
す押をンタボ．ｏＮンコアエ、は合場るす更変をトッニユ内室 ．８

ことにより、室内ユニット選択表示に戻ります。
９．運転／停止ボタンを押すと、終了します。

設定の途中で、リセットボタンを押すと、一回前の設定画面に戻り
ます。

場るす転運をトッニユ内室で台２ンコモリ、は認確のターデ転運 ◎
合、親リモコンのみ操作可能です。（子リモコンからの操作はでき
ません。）

運転データの確認方法

ドレンポンプ運転がリモコン操作により可能です。
リモコンを次の手順で操作してください。
１．ドレンポンプ強制運転の開始
　　①試運転ボタンを３秒以上押します。表示が「冷房試運転▼」となります。
　　②▼ボタンを一度押し、「ドレンポンプ運転 」を表示させます。
　　③セットボタンを押すと、ドレンポンプ運転を開始します。表示：「セットで停止」
２．ドレンポンプ運転の解除
　　①セットボタンまたは、運転／停止ボタンを押すと、ドレンポンプ強制運転を解除します。エアコンは停止状態となります。

◎リモコン２台で室内ユニットを運転する場合、親リモコンのみ操作可能です。（子リモコンからの操作はできません。）

ドレンポンプ試運転方法

番号 データ項目
０１ 冷房（運転モード）
０２ 設定＿℃（設定温度）
０３ 吸込＿℃（吸込温度） 
０４ リモコンセンサ＿℃（リモコンセンサ温度）
０５ ＴＨＩ-Ｒ１＿℃（室内熱交センサ/Ｕベンド）
０６ ＴＨＩ-Ｒ２＿℃（室内熱交センサ/キャピラリ）
０７ ＴＨＩ-Ｒ３＿℃（室内熱交センサ/ガスヘッダ）
０８ 内ファン＿速（室内ファン速調）
０９ 要求＿Ｈｚ（要求周波数）
１０ アンサー＿Ｈｚ（アンサー周波数）
１１ 内ＥＥＶ＿Ｐ（室内膨張弁開度）
１２ 内運転＿Ｈ（室内運転積算時間）
２１ 外気＿℃（外気温度）
２２ ＴＨＯ-Ｒ１＿℃（室外熱交センサ）
２３ ＴＨＯ-Ｒ２＿℃（室外熱交センサ）
２４ 圧縮機＿Ｈｚ（圧縮機周波数）
２５ ＨＰ＿ＭＰａ（高圧）
２６ ＬＰ＿ＭＰａ（低圧）
２７ Ｔｄ＿℃（吐出管温度）
２８
２９

ドーム下＿℃（ドーム下温度）
Ｃ Ｔ ＿ Ａ （ＣＴ電流）

３０ ＳＨ制御＿℃（ＳＨ制御値）
３１ ＳＨ＿℃（実ＳＨ） 
３２ ＴＤＳＨ＿℃（実ＴＤＳＨ）
３３ 保護制御Ｎｏ（圧縮機保護ステータスＮｏ．）
３４ 外ファン＿速（室外ファン速調）
３５ ６３Ｈ１６３（Ｈ１ＯＮ/ＯＦＦ）
３６ デフロスト（デフロストＯＮ/ＯＦＦ）
３７ 圧縮機＿Ｈ（圧縮機運転積算時間）
３８ 外ＥＥＶ１＿Ｐ（室外膨張弁開度ＥＥＶＣ）
３９ 外ＥＥＶ２＿Ｐ（室外膨張弁開度ＥＥＶＨ）

⑦故障診断方法
異常発生時の運転データを記憶し、リモコンから異常運転データの確認ができます。
データ項目は ④試運転 の項目を表示します。
※機種により該当するデータがないものは、その項目は表示されません。
[ 操作手順 ]
１．点検ボタンを押します。表示が「運転データ表示▼」となります。
２．▼ボタンを一度押して、「エラーデータ表示▲」に切換えます。
３．セットボタンを押すと、異常運転データ表示モードに入ります。

表の下以、は合場の台１がトッニユ内室るいてれさ続接にンコモリ ．４
示となります。

し示表を」中認確ターデ「とドーコーラエ：合場るあが歴履常異 ①　　
ます。

　　　[ 例 ]「Ｅ８」（エラーコード）
　　　「データ確認中」（データを読み込む間点滅表示）

。いさだくみ進おへ．８。すまれさ示表がターデ、てい続 　　　
をドーモ本、し示表間秒３を」しな常異「：合場いなが歴履常異 ②　　

終了します。
の下以、は合場の台数複がトッニユ内室るいてれさ続接にンコモリ ．５

表示となります。
も最、で中のトッニユ内室るいてれさ続接：合場るあが歴履常異 ①　　

小さい室内アドレス番号とその室内ユニットのエラーコードを表
示します。

　　　[ 例 ]「Ｅ８」「内０００▲」（点滅）
　　②異常履歴がない場合：アドレス番号表示のみとなります。
６．▲ ▼ ボタンで、表示したい室内アドレスを選びます。
７． セットにより確定します。（室内アドレスが点滅から点灯に変わります。）
　　[ 例 ]「Ｅ８」
　　　　「内０００」（選択した室内アドレスを２秒間点灯）→「Ｅ８」
　　「データ確認中」（データを読込む間点滅表示）　　　続いて、データが表示されます。
　　異常履歴がない室内ユニットを選択した場合は、「異常なし」を３秒間表示し、室内アドレス表示に戻ります。
８．▲ ▼ ボタンにより、異常運転データを確認できます。
９．室内ユニットを変更する場合は、エアコン№ボタンを押すことにより、室内ユニット選択表示に戻ります。
１０．運転／停止ボタンを押すと、終了します。

　設定の途中で、リセットボタンを押すと、一回前の設定画面に戻ります。
操のらかンコモリ子（。すで能可作操みのンコモリ親、合場るす転運をトッニユ内室で台２ンコモリ、は認確のターデ転運常異 ◎

作はできません。）

⑤制御の切換
●室内ユニットの制御内容を下記方法にて切換可能です。（　　　は工場出荷時の設定）

スイッチＮｏ．
ＳＷ２
ＳＷ５－１
ＳＷ５－２
ＳＷ６－１～４

ＯＮ 運転チェック・ドレンポンプ試運転
ＯＦＦ 通常運転

ＳＷ７－１

制御内容
室内アドレス（０－Ｆｈ）

親/子切換（プルーラル/子機設定)

機種容量

⑥室内基板ＣnＴコネクタの機能

出力１ エアコン運転出力（エアコンＯＮ時ＸＲ１＝ＯＮ）
出力２ 暖房出力 
出力３ 圧縮機ＯＮ出力（圧縮機ＯＮ時ＸＲ３＝ＯＮ）
出力４ エアコン点検出力（エアコン点検時ＸＲ４＝ＯＮ）

ＸＲ５  ＯＦＦ⇒ＯＮ  エアコンＯＮ出荷時 
ＸＲ５  ＯＮ⇒ＯＦＦ  エアコンＯＦＦ

入力５

現地切換 
（リモコン機能設定） 

ＸＲ５  ＯＦＦ⇒ＯＮのパルス信号
によりＯＮ/ＯＦＦ反転

●ＸＲ１～４はＤＣ１２Ｖリレー（オムロン製ＬＹ２Ｆ相当品）
●ＸＲ５は、ＤＣ１２，２４Ｖまたは１００Ｖリレー（オム

ロン製ＭＹ２Ｆ相当品） 
●ＣnＴコネクタ（現地側）メーカ、形式 
 コネクタ：モレックス製 ５２６４－０６ 
 端子  ：モレックス製 ５２６３Ｔ 
●機能 

●遠方発停・監視キットを別売品にて準備しておりますので
ご利用ください。 

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

アカ

CnT
（青・6P）

室内機ユニット
制御箱

クロ XR1
XR1

XR2

XR3

XR4

XR2

XR3

XR5

XR4

XR5

キ

アオ

チャ

ダイ

シロ

クロ

キ

アオ

チャ

ダイ
ダイ

コモン

出力1

出力2

出力3

出力4

遠方発停スイッチ
またはタイマー接点

AC100V
DC12V
DC24V

入力

注（1）0.3mm2×2m

注（1）2mより長くしないでください。
プリント基板 遠方発停・監視キット

0.75mm2×0.2m

突合せ形接続子
（適用範囲0.75～1.25mm2）

室内ユニットエラーコード  
室内基板LEDリモコン

表示 赤（点検） 緑（正常）
内 容

消灯 連続点滅 正常
消灯

消灯 消灯 電源部不良、室内電源OFFまたは欠相

消灯 連続点滅 リモコン→室内基板伝送不良
E1

不定 不定 室内マイコン暴走

E5 ２回点滅 連続点滅 室内外伝送不良

E6 １回点滅 連続点滅 室内熱交センサー断線・短絡

E7 １回点滅 連続点滅 室内吸込空気センサー断線・短絡

E8 １回点滅 連続点滅 暖房熱交温度異常 

E9 １回点滅 連続点滅 フロートスイッチ作動（FS付のみ）

E10 消灯 連続点滅 リモコン複数台制御接続台数オーバー

E14 3回消灯 連続点滅 親子室内ユニット間通信異常

E16 １回点滅 連続点滅 ファンモータ異常

E19 １回点滅 連続点滅 運転チェックモード設定不良

E28 消灯 連続点滅 リモコンセンサー断線

E30以上 消灯 連続点滅 室外ユニット点検（室外基板LED点検）

３回点滅

ユニット

③据付前の準備の続き（ワイヤレス機のみ）③リモコンによる機能設定

機能設定

●リモコンと室内ユニットの各機能は、リモコンと室内ユニットを接続した際、
   標準的な使い方である初期設定に自動設定されます。
   標準的な使い方をする場合は、設定の変更は不要です。

   ただし、グリル昇降設定や、「○」印の初期設定を変更したい場合は、 　

   その機能番号の項目のみ、設定を変更してください。
室内ユニット複数台接続時のみ

   機能設定のながれは、右記の通りです。 室内ユニット№選択

   設定方法の詳細は、リモコンの据付説明書をご覧ください。 （注3） 　
01 ｸﾞﾘﾙ昇降設定 　 内000 02 高天井設定

昇降無効 ○ 内001 標準 ※
有効50Hz 50Hz地区で使用の場合 内002 高天井１ ※ （注2）
有効60Hz 60Hz地区で使用の場合 内003 高天井２

02 自動運転設定 内004 03 ﾌｨﾙﾀｰｻｲﾝ設定
自動運転有効 ※ 表示なし
自動運転無効 ※ 自動運転不可 設定１ ○ 180時間でﾌｨﾙﾀｰｻｲﾝを表示します。

03 温度設定 設定２ 　 600時間でﾌｨﾙﾀｰｻｲﾝを表示します。
温度設定有効 ○ 設定３ 1000時間でにﾌｨﾙﾀｰｻｲﾝを表示します。
温度設定禁止 温度設定操作禁止 設定４ 1000時間でﾌｨﾙﾀｰｻｲﾝを表示し、その後、24時間経過したら強制停止します。

04 運転切換
運転切換有効 ○ 4 ﾙｰﾊﾞ制御設定 室内機能「04ﾙｰﾊﾞ制御設定」を変更する場合は、
運転切換禁止 運転切換操作禁止 ﾘﾓｺﾝ機能「14ﾙｰﾊﾞ制御設定」も変更してください。

05 運転/停止 ﾙｰﾊﾞ4位置停止 ※ ﾙｰﾊﾞの停止位置は、４位置より選択します。
運転/停止有効 ○ ﾙｰﾊﾞﾌﾘｰ停止 ※ ﾙｰﾊﾞの停止位置は、任意の位置に停止します。
運転/停止禁止 運転／停止操作禁止 05 外部入力切替

06 風量切換 ﾚﾍﾞﾙ入力 ○
風量切換有効 ※ ﾊﾟﾙｽ入力
風量切換禁止 ※ 風量調整操作禁止 06 運転許可／禁止

07 風向切換 無効 ○
風向切換有効 ※ 有効 運転許可／禁止制御を有効にします。
風向切換禁止 ※ 風向調整操作禁止 07 緊急停止

08 タイマー 無効 ○ （マルチ室内ユニットのみ）
タイマー有効 ○ 有効 マルチ室内ユニットの場合、同一室外ユニットに接続された全室内ユニットを
タイマー禁止 タイマーボタンの操作無効 緊急停止させる時に使用します。

09 ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ設定 遠方発停端子「CNT－６」から停止信号が入った場合、全室内ユニットが
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ無効 ○ 緊急停止します。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効 室温補正＋3.0℃ 暖房時の設定温度を+3.0℃補正します。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ＋3.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効、且つ＋3.0℃温度補正する。 室温補正＋2.0℃ 暖房時の設定温度を+2.0℃補正します。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ＋2.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効、且つ＋2.0℃温度補正する。 08 暖房室温補正 室温補正＋1.0℃ 暖房時の設定温度を+1.0℃補正します。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ＋1.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効、且つ＋1.0℃温度補正する。 補正なし ○
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ－1.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効、且つ－1.0℃温度補正する。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ－2.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効、且つ－2.0℃温度補正する。 吸込補正＋2.0℃ 室内ユニットの吸込温度を+2.0℃補正します。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ－3.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効、且つ－3.0℃温度補正する。 吸込補正＋1.5℃ 室内ユニットの吸込温度を+1.5℃補正します。

10 停電補償設定 09 吸込温度補正 吸込補正＋1.0℃ 室内ユニットの吸込温度を+1.0℃補正します。
停電補償無効 ○ 補正なし ○
停電補償有効 吸込補正－1.0℃ 室内ユニットの吸込温度を‑1.0℃補正しま す。

11 換気設定 吸込補正－1.5℃ 室内ユニットの吸込温度を‑1.5℃補正しま す。
換気なし ○ 吸込補正－2.0℃ 室内ユニットの吸込温度を‑2.0℃補正しま す。

シングル機は室内基板CnT、マルチ機は室内基板CnDに 10 暖房ﾌｧﾝ制御
換気機器を接続すると、室内ユニットの運転に連動し、 弱風 ○ 暖房サーモOFF時、弱風で運転します。
換気機器の運転／停止を行います。 暖房サーモOFF時、設定風量で運転します。

換気連動なし シングル機は室内基板CnT、マルチ機は室内基板CnDに 電気集塵機を取り付けた場合は「設定風量」に設定してください。
換気機器を接続すると、換気ボタンの操作により、 間欠 暖房サーモOFF時、間欠運転します。

   　　　　 換気機器が単独で運転／停止を行います。 停止　 暖房サーモOFF時、ファンは停止します。
リモコンセンサ有効時は、自動的に「停止」に設定されます。

12 温度範囲設定 本体サーモの時は、設定しないでください。
温度設定範囲を変更した場合、設定温度表示は、
制御に追従し変化します。 11 フロスト防止温度 フロスト防止制御を作動させる室内熱交温度の切換。

注1：「※」印の初期設定は、接続される室内ユニットおよ び室外ユニットにより異なり、下記の通 表示変更無し 温度設定範囲を変更した場合、設定温度表示は、制御に追従せず、 温度　　　高
　　　り自動判別されます。 設定した温度のままとなります。 温度　　　低 ○ 　

13 室内ファン
３速HI‑ME‑LO ※ ﾌｧﾝ風量が、急‑ 強‑弱の３速と なります。 12 フロスト防止制御 シングル機のみ有効

ﾘﾓｺﾝ機能02 自動運転設定 自動運転有効 「自動」モード選択可能な機種 ２速HI‑L O ※ ﾌｧﾝ風量が、急‑弱の２速とな ります。 ﾌｧﾝ制御有効 ○ フロスト防止制御時に、室内ファンタップを上げます。
自動運転無効 「自動」モードの無い機種 ２速HI‑M E ﾌｧﾝ風量が、急‑ 強の２速となります。 ﾌｧﾝ制御無効

ﾘﾓｺﾝ機能06 風量切換 風量切換有効 室内ファンタップが2速または3速の機種 １速 ※ ﾌｧﾝ風量が１速のみで固定されます。 13 ドレンポンプ
風量切換無効 室内ファンタップが１速のみの機種 標準 ○ 冷房・除湿時ドレンポンプON

ﾘﾓｺﾝ機能07 風向切換 風向切換有効 オートスイングルーバ搭載機種 14 ﾙｰﾊﾞ制御設定 ﾘﾓｺﾝ機能「14ﾙｰﾊﾞ制御設定」を変更する場合は、 暖房 冷房・除湿＋暖房時ドレンポンプON
風向切換無効 その他 室内機能「04ﾙｰﾊﾞ制御設定」も合わせて変更してください。 暖房　　送風 冷房・除湿＋暖房＋送風時ドレンポンプON

ﾘﾓｺﾝ機能13 室内ファン 3速HI‑ME‑LO 室内ユニットファンタップ３速の機種 ﾙｰﾊﾞ４位置停止 ※ ﾙｰﾊﾞの停止位置は、４位置より選択します。 送風 冷房・除湿＋送風時ドレンポンプON
2速HI‑L O 室内 ファンタップ２速の機種 ﾙｰﾊﾞﾌﾘｰ停止 ※ ﾙｰﾊﾞの停止位置は、任意の位置に停止します。 14 冷房ファン運転
2速HI‑M E 15 冷専／ﾋｰﾎﾟﾝ 連動なし ○ 冷房停止、または冷房ｻｰﾓOFF後、ﾌｧﾝ残留運転なし。
1速 室内ファンタップが１速のみの機種 ヒーポン ※ 0.5時間 冷房停止、または冷房ｻｰﾓOFF後、0.5時間ﾌｧﾝ残留運転する。

ﾘﾓｺﾝ機能14 ﾙｰﾊﾞ制御設定 ﾙｰﾊﾞ4位置停止 床置FDF以外のｵｰﾄｽｲﾝｸﾞﾙｰﾊﾞ搭載機種 冷専 ※ １時間 冷房停止、または冷房ｻｰﾓOFF後、１時間ﾌｧﾝ残留運転する。
室内機能04 ﾙｰﾊﾞﾌﾘｰ停止 床置FDF 16 外部入力設定 ６時間 冷房停止、または冷房ｻｰﾓOFF後、６時間ﾌｧﾝ残留運転する。
ﾘﾓｺﾝ機能15 冷専／ヒーポン ヒーポン ヒーポン機 室内基板のCnTに外部入力すると、その室内ユニットが単独で 15 暖房ファン運転

冷専 冷専機 外部入力に従い運転します。 連動なし ○ 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、ﾌｧﾝ残留運転なし。
室内機能17 外機制御 圧力制御標準 給気処理室内ユニット以外 全台同一運転 室内基板のCnTに外部入力すると、同一リモコンネットワークの全台が 0.5時間 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、0.5時間ﾌｧﾝ残留運転する。

圧力制御切換 給気処理室内ユニット 外部入力に従い運転します。 ２時間 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、２時間ﾌｧﾝ残留運転する。
17 室温表示設定 ６時間 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、６時間ﾌｧﾝ残留運転する。

注2：高天井設定時のファンタップ 室温表示無し ○ 16 暖房ファン間欠
室温表示有り 通常の運転表示において、風量表示の代わりに室温を表示します。 連動なし ○

18 暖房準備表示
２０休５送風 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF時、ﾌｧﾝは20分OFF5分弱風の間欠運転。

表示有り ○
５休５送風 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF時、ﾌｧﾝは5分OFF5分弱風の間欠運転。

表示無し 暖房準備表示を出さない様にします。
17 外機制御 　

圧力制御標準 ※ 　
圧力制御切換 ※ 給気処理室内ユニットを接続すると、圧力制御切換に自動的に設定されます。

機種によって、初期設定が高天井設定の機種もあります。

注3：ツイン・トリプル・Ｗツイン機の場合、室内機能設定は親室内ユニット・子室内ユニット各々設定
　　　してください。ただし、「05外部入力切替」「06 運転許可／禁止」は親室内ユニットのみで設定可能です。

室内風量設定
ファンタップ

標準

高天井
1,2

高天井
設定

Hi‑Me‑Lo Hi‑Lo Hi‑Me

UH‑Hi‑Me UH‑M e

急‑強‑ 弱 急‑弱 急‑ 強

UH‑H i

ﾘﾓｺﾝ機能

機能設定

室内機能

設定風量

換気連動

表示変更有り ○

一台運転 ○

機能番号 項目 初期設定 機種

ラクリーナパネル使用時のご注意

初期設定では、リモコンはグリル昇降無効の設定となっています。 
ラクリーナパネルをご使用の場合は、必ずグリル昇降有効の設定をしてくだ
さい。  
据付地域の電源周波数に合わせ、50Hz 地区または 60Hz 地区のどちらかを 
選んで設定してください。 
 
【グリル昇降有効設定のしかた（簡易設定）】 
１． エアコン停止状態で、セット ボタンと グリル昇降 ボタンを 

同時に長押ししてください。 
   表示が「昇降無効」となります。 
 
 ２．▲ または ▼ ボタンにより設定を選択してください。 
   表示：「昇降無効」 ⇔ 「有効 50Hz」 ⇔ 「有効 60Hz」 
 
 ３．セット ボタンを押す 
   表示が「設定完了」となります。 その後リモコンは停止状態に戻ります。 

各制御の詳細は、技術資料等でご確認ください。

【機能設定のながれ】 

 

開始 ： エアコン停止状態でセット+運転切換ボタン同時 3 秒押し 

確定 ： セットボタンを押す 

戻る ：  リセットボタンを押す 

選択 ： ▲ ▼ボタンを押す 

終了 ： 運転／停止ボタンを押す 

     (設定の途中でも終了しますが、設定が完了していないもの

は無効になります。) 

「○」 ： 初期設定 

「※」 ： 自動判別 

設定方法の詳細は、リモコンの据付説明書をご覧ください。 

室内ユニットを変更して設定す

る場合は、エアコン№ボタンを

押すと、室内ユニット選択表示

(例：内 000)に戻ります。 

運転／停止ボタン 

(終了) 

エアコン停止状態で 

セット＋運転切換ボタン同時３秒押し 

(開始) 設定内容を記録して
保管してください。

（親リモコンのみ切換可能）

④試運転

リモコンを次の手順で操作してください。
１．冷房試運転の開始
　　①運転／停止ボタンを押して、運転します。
　　②運転切換ボタンにより、「冷房」を選択します。
　　③試運転ボタンを３秒以上押します。
　　　表示が、「冷房試運転▼」となります。
　　④「冷房試運転▼」の表示で、セットボタンを押すと、冷房試運転を開始します。
　　　表示は、「冷房試運転」となります。
２．冷房試運転の解除
　　下記のいずれかの操作が行われた時、冷房試運転は解除され、「冷房試運転」表示は消灯します。
　　①運転／停止ボタンが押された時。
　　②温度設定 ∧ ボタンが押された時。
　　③運転切換ボタンにより冷房以外のモードに変えた時。
　　④冷房試運転開始より、３０分経過した時。

冷房試運転方法

リモコン操作により、運転データの確認ができます。
[ 操作手順 ]
１．点検ボタンを押します。
　　表示が「運転データ表示▼」となります。
２．「運転データ表示▼」の表示で、セットボタンを押します。
３．リモコンに接続されている室内ユニットが１台の場合、
　　「データ確認中」表示となり、（データを読み込む間点滅表示）
　　その後、運転データ項目０１（右表）が表示されます。
　　７. へお進みください。
４．リモコンに接続されている室内ユニットが複数台の場合、

スレドア内室いさ小も最、で中のトッニユ内室るいてれさ続接 　　
が表示されます。

　　[ 例 ]「室内機選択」（１秒間点灯）「内０００▲」( 点滅 )
５．▲ ▼ ボタンで、表示したい室内アドレスを選びます。

わ変に灯点らか滅点がスレドア内室（。すまし定確りよにトッセ ．６
ります。）

　　「内００１」（選択した室内アドレスを２秒間点灯）
　　　　↓
　　「データ確認中」（データを読込む間点滅表示）
　　その後、運転データ項目０１が表示されます。

７．▲ ▼ ボタンにより、現在の運転データを確認できます。
　　表示される項目は右記の通りです。
　　※ 機種により該当するデータがないものは、その項目は表示さ

れません。
す押をンタボ．ｏＮンコアエ、は合場るす更変をトッニユ内室 ．８

ことにより、室内ユニット選択表示に戻ります。
９．運転／停止ボタンを押すと、終了します。

設定の途中で、リセットボタンを押すと、一回前の設定画面に戻り
ます。

場るす転運をトッニユ内室で台２ンコモリ、は認確のターデ転運 ◎
合、親リモコンのみ操作可能です。（子リモコンからの操作はでき
ません。）

運転データの確認方法

ドレンポンプ運転がリモコン操作により可能です。
リモコンを次の手順で操作してください。
１．ドレンポンプ強制運転の開始
　　①試運転ボタンを３秒以上押します。表示が「冷房試運転▼」となります。
　　②▼ボタンを一度押し、「ドレンポンプ運転 」を表示させます。
　　③セットボタンを押すと、ドレンポンプ運転を開始します。表示：「セットで停止」
２．ドレンポンプ運転の解除
　　①セットボタンまたは、運転／停止ボタンを押すと、ドレンポンプ強制運転を解除します。エアコンは停止状態となります。

◎リモコン２台で室内ユニットを運転する場合、親リモコンのみ操作可能です。（子リモコンからの操作はできません。）

ドレンポンプ試運転方法

番号 データ項目
０１ 冷房（運転モード）
０２ 設定＿℃（設定温度）
０３ 吸込＿℃（吸込温度） 
０４ リモコンセンサ＿℃（リモコンセンサ温度）
０５ ＴＨＩ-Ｒ１＿℃（室内熱交センサ/Ｕベンド）
０６ ＴＨＩ-Ｒ２＿℃（室内熱交センサ/キャピラリ）
０７ ＴＨＩ-Ｒ３＿℃（室内熱交センサ/ガスヘッダ）
０８ 内ファン＿速（室内ファン速調）
０９ 要求＿Ｈｚ（要求周波数）
１０ アンサー＿Ｈｚ（アンサー周波数）
１１ 内ＥＥＶ＿Ｐ（室内膨張弁開度）
１２ 内運転＿Ｈ（室内運転積算時間）
２１ 外気＿℃（外気温度）
２２ ＴＨＯ-Ｒ１＿℃（室外熱交センサ）
２３ ＴＨＯ-Ｒ２＿℃（室外熱交センサ）
２４ 圧縮機＿Ｈｚ（圧縮機周波数）
２５ ＨＰ＿ＭＰａ（高圧）
２６ ＬＰ＿ＭＰａ（低圧）
２７ Ｔｄ＿℃（吐出管温度）
２８
２９

ドーム下＿℃（ドーム下温度）
Ｃ Ｔ ＿ Ａ （ＣＴ電流）

３０ ＳＨ制御＿℃（ＳＨ制御値）
３１ ＳＨ＿℃（実ＳＨ） 
３２ ＴＤＳＨ＿℃（実ＴＤＳＨ）
３３ 保護制御Ｎｏ（圧縮機保護ステータスＮｏ．）
３４ 外ファン＿速（室外ファン速調）
３５ ６３Ｈ１６３（Ｈ１ＯＮ/ＯＦＦ）
３６ デフロスト（デフロストＯＮ/ＯＦＦ）
３７ 圧縮機＿Ｈ（圧縮機運転積算時間）
３８ 外ＥＥＶ１＿Ｐ（室外膨張弁開度ＥＥＶＣ）
３９ 外ＥＥＶ２＿Ｐ（室外膨張弁開度ＥＥＶＨ）

⑦故障診断方法
異常発生時の運転データを記憶し、リモコンから異常運転データの確認ができます。
データ項目は ④試運転 の項目を表示します。
※機種により該当するデータがないものは、その項目は表示されません。
[ 操作手順 ]
１．点検ボタンを押します。表示が「運転データ表示▼」となります。
２．▼ボタンを一度押して、「エラーデータ表示▲」に切換えます。
３．セットボタンを押すと、異常運転データ表示モードに入ります。

表の下以、は合場の台１がトッニユ内室るいてれさ続接にンコモリ ．４
示となります。

し示表を」中認確ターデ「とドーコーラエ：合場るあが歴履常異 ①　　
ます。

　　　[ 例 ]「Ｅ８」（エラーコード）
　　　「データ確認中」（データを読み込む間点滅表示）

。いさだくみ進おへ．８。すまれさ示表がターデ、てい続 　　　
をドーモ本、し示表間秒３を」しな常異「：合場いなが歴履常異 ②　　

終了します。
の下以、は合場の台数複がトッニユ内室るいてれさ続接にンコモリ ．５

表示となります。
も最、で中のトッニユ内室るいてれさ続接：合場るあが歴履常異 ①　　

小さい室内アドレス番号とその室内ユニットのエラーコードを表
示します。

　　　[ 例 ]「Ｅ８」「内０００▲」（点滅）
　　②異常履歴がない場合：アドレス番号表示のみとなります。
６．▲ ▼ ボタンで、表示したい室内アドレスを選びます。
７． セットにより確定します。（室内アドレスが点滅から点灯に変わります。）
　　[ 例 ]「Ｅ８」
　　　　「内０００」（選択した室内アドレスを２秒間点灯）→「Ｅ８」
　　「データ確認中」（データを読込む間点滅表示）　　　続いて、データが表示されます。
　　異常履歴がない室内ユニットを選択した場合は、「異常なし」を３秒間表示し、室内アドレス表示に戻ります。
８．▲ ▼ ボタンにより、異常運転データを確認できます。
９．室内ユニットを変更する場合は、エアコン№ボタンを押すことにより、室内ユニット選択表示に戻ります。
１０．運転／停止ボタンを押すと、終了します。

　設定の途中で、リセットボタンを押すと、一回前の設定画面に戻ります。
操のらかンコモリ子（。すで能可作操みのンコモリ親、合場るす転運をトッニユ内室で台２ンコモリ、は認確のターデ転運常異 ◎

作はできません。）

⑤制御の切換
●室内ユニットの制御内容を下記方法にて切換可能です。（　　　は工場出荷時の設定）

スイッチＮｏ．
ＳＷ２
ＳＷ５－１
ＳＷ５－２
ＳＷ６－１～４

ＯＮ 運転チェック・ドレンポンプ試運転
ＯＦＦ 通常運転

ＳＷ７－１

制御内容
室内アドレス（０－Ｆｈ）

親/子切換（プルーラル/子機設定)

機種容量

⑥室内基板ＣnＴコネクタの機能

出力１ エアコン運転出力（エアコンＯＮ時ＸＲ１＝ＯＮ）
出力２ 暖房出力 
出力３ 圧縮機ＯＮ出力（圧縮機ＯＮ時ＸＲ３＝ＯＮ）
出力４ エアコン点検出力（エアコン点検時ＸＲ４＝ＯＮ）

ＸＲ５  ＯＦＦ⇒ＯＮ  エアコンＯＮ出荷時 
ＸＲ５  ＯＮ⇒ＯＦＦ  エアコンＯＦＦ

入力５

現地切換 
（リモコン機能設定） 

ＸＲ５  ＯＦＦ⇒ＯＮのパルス信号
によりＯＮ/ＯＦＦ反転

●ＸＲ１～４はＤＣ１２Ｖリレー（オムロン製ＬＹ２Ｆ相当品）
●ＸＲ５は、ＤＣ１２，２４Ｖまたは１００Ｖリレー（オム

ロン製ＭＹ２Ｆ相当品） 
●ＣnＴコネクタ（現地側）メーカ、形式 
 コネクタ：モレックス製 ５２６４－０６ 
 端子  ：モレックス製 ５２６３Ｔ 
●機能 

●遠方発停・監視キットを別売品にて準備しておりますので
ご利用ください。 

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

アカ

CnT
（青・6P）

室内機ユニット
制御箱

クロ XR1
XR1

XR2

XR3

XR4

XR2

XR3

XR5

XR4

XR5

キ

アオ

チャ

ダイ

シロ

クロ

キ

アオ

チャ

ダイ
ダイ

コモン

出力1

出力2

出力3

出力4

遠方発停スイッチ
またはタイマー接点

AC100V
DC12V
DC24V

入力

注（1）0.3mm2×2m

注（1）2mより長くしないでください。
プリント基板 遠方発停・監視キット

0.75mm2×0.2m

突合せ形接続子
（適用範囲0.75～1.25mm2）

室内ユニットエラーコード  
室内基板LEDリモコン

表示 赤（点検） 緑（正常）
内 容

消灯 連続点滅 正常
消灯

消灯 消灯 電源部不良、室内電源OFFまたは欠相

消灯 連続点滅 リモコン→室内基板伝送不良
E1

不定 不定 室内マイコン暴走

E5 ２回点滅 連続点滅 室内外伝送不良

E6 １回点滅 連続点滅 室内熱交センサー断線・短絡

E7 １回点滅 連続点滅 室内吸込空気センサー断線・短絡

E8 １回点滅 連続点滅 暖房熱交温度異常 

E9 １回点滅 連続点滅 フロートスイッチ作動（FS付のみ）

E10 消灯 連続点滅 リモコン複数台制御接続台数オーバー

E14 3回消灯 連続点滅 親子室内ユニット間通信異常

E16 １回点滅 連続点滅 ファンモータ異常

E19 １回点滅 連続点滅 運転チェックモード設定不良

E28 消灯 連続点滅 リモコンセンサー断線

E30以上 消灯 連続点滅 室外ユニット点検（室外基板LED点検）

３回点滅

ユニット



三菱重工サーマルシステムズ株式会社	 〒100-8332	 東京都千代田区丸の内３-２-３
三菱重工冷熱株式会社	 〒108-0023	 東京都港区芝浦２-11-５

●製品の仕様は改良のため予告なしに変更することがあります。




